
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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HP-旧 プログラミング解説書

SEFtJALNUMBERS

本書の内容は､ンリアル番号が JP2ⅠくC,JP3KC,JP4KC,JP5KCで始まる製品,

あるいは77-ムクエT.メ- /'3yが 2.xx,3xxで始まる製品に遵合 します｡
/LIT ･̂巷号の辞しいf*頬は､付寿Aの ｢ン.リ7 .̂書号JtついてJに妃IEされています｡

LTEIE;AEcWKLAE,IT三〇
HPPartNo.E5100･97077

PnntedillJAPAN 1998年 9月
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注意

本番rc妃t支した内容は予告なしに変更することがあります.

本管M:仕著作経によって保#される内容が含まれます｡すべての版Aiは,日本ヒ1-レット バグカード株

式会社が所有してVlます｡本fの内容を､EI本 ヒューレット･パッカー ド株式会社の書面に上る同意なし
に､在穀､改変､および叔訳することは禁止されています｡

E7本 ヒュ-レフト -プカー ド扶式台tt

神戸事恭所 電子帝晶計測書手部

〒651-22L11兵片県神戸市西区室谷1-3-2

El本 HPは肌入着に対し､社内併用に限 り. このマニュTルrC含まれるサyブル .ブE,グラム(以下､サy
ブ ,̂･プロダブム)を併用､複製又は変更する権利をrF持します.サン7'ん .プログ?A (変更を加えたも
のも含みます)を､窮三宅にライセンスをしたり､リースしたり､頒布､配布又は棉利の裸産をすることは
できません｡

El本 IiPは､サン7ル ･7'F'グフムについての保旺東庄を一切nいませ ん｡ この保鉦に対する免封には､
サンプル･プElグヲムの動作がイソクラブ/ヲソがないのものであったり､バグが皆無であることを含むサ

yプル .プt'グ?ムの品父､性能又は機髄等に対する保匹の免井を含みま九

日本 HPは,本機器の内容に関する保証の丑示または明示は行いません｡本質的に,当社は特定のEl的に
対する適合性や商品価値などを暗示するような保証はいたしません｡

E]本 JTPは､サy7'JL･･プログラム及び-tの使用が､第三者の特肝経､価額頼､着作格その他の知的所有
経を食醤してVLないことを保証いたしません.

但し､EI本 FPは､故意に第三者の特許権,商蕪雑､著作様その他の知的所有鵜を侵著したり､そのよう
な捜せgIをお客t3Iに引き渡したりすることはありませんq

MSIDOS㊥は､MIC,OSOTt社の丑鮒 辞{･す.

㊨ Copyrlght1995,1996,1997,1998日本ヒ1-レフト･パ ッカー ド株式会社



出版履歴

出版の日付および部品番号は現在のものですO出版のEl付は､最新版が発行されるたびに変更しますD(増

刷時における小さな修正については､出版の日付の変更は行いません｡)ヤニュ7 ･̂の/(-ツ番号は､技術

的に大きな変東があった崩合に変更されます｡



書体の規約

Bo一d(太字) 太字rj:､用語走栽及tJ'強弱の釜台に使用します.例 ｢icorLareSymbolsJ

LLaLICS(イタリック体) イク リyタ体の鮮分は､英文における強醐文や見uiL,あるいはマニュアルや
文献のタイ トルを衷しています｡

また､イタリック体は､その部分にキーボー ドから入力する ｢名前｣や ｢変

数｣が入ることを表すときrcも使われます｡例えば.｢copyファイル名｣は,

キーボー ドから ｢copy｣という雌膝をそのままタイプし､1つ空白をあけて
｢fllel｣のような77イル名をタイプすることを意味します.

ComputQr コンヒューク.フォントは､画面上のプロンプトやノyセージを敦しています｡

(HARDKEYSJ O 内のヲベルは､本館のフロンT/'ネル上のキーに付いてV,るヲヘルを示して
います｡

示しています｡
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8. コマンド･リフTレン又
コ･モン･コ･サyr

■CLS
+ESE く赦値>
+ESR?
'Ll)N'
*OPC
+PCB <数値>
lltST
+SRE <救価>
+STB?
+TRG
◆TST7
.＼VAl
コマンド･リファレンス

ADTOTRAC

ANAMODEU(CAINPIZREFLIZTRAN)
ANAOClif1-4)
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ANAOMEMO
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ANARANGu<掛古J>,<数値2>
ANARANGPLJ<牡価J>.<k価2>
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ANASTLMP7U<牡イi>
ATRCU川2)
ATTI(ArBICIRl)utOl257

0
人u
0
0

ATTIAAUTOutOFFl0N
ATTJljAUTOuiOFFJON10
ATTICAUTOutOFFrON
ATTIRAUTOu(0 7__0FF
ATTWu<牡†▲>
AUTO
I)̂SL

BEEPDONEU(OFF10N10[1)
8EEPFAll山(OFFIO叫Oll)
BEEPWARNu(OFFIONIOJl)
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BLIGIITU†OFFl0NIOl1)
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CAIJK(OISILHLSIRSICP)U<封 土>
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CIIANU(1I21314)
CIN
CTVALU<故1i>
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CLASSlltAIBICl
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PITAOu<kGl>
PftAS

PICIRCuLOFFION10ll)
POIhTu<欺ql>
POLE7U<k価>
POSL
POWEU<牡価>
POWS

POWUU(DB叫WATTIAMP)
PRES
PRINALL
PRnU<文字列>

PTABORTutOFFFONrOll)
PTFOVHDU<丑k価>
PTFRU<鼓イさ>
PTFRSRu<牡4>
PTPARAu<kt暮>

PTRACKU(OFF10NLOll)
PTREPhTu<放せ>
PTSTATウ
PTTRGLMTU<kl暮>
PTTRGPHSu<放任>
PURGu<文字列>
RAID
RArlSOI.
RAIRESP
RECDLJく文字列>
REFPu<牡価>
REFVu<欺イ土>
RESAVDu<文字列>
RESPDONE
REST

RfOUTSWut1l2)
RPLENV?
RPLflEI?
RPLLIIEI7
RPLhlEA?
RPLMM?
RpLPP7
RPLPPS?
RPLRtlEl?
RPLVAL?
RPOS
SADD

8■
8■
8̀
8■
8.
8-
8■
8̀
8一
8■
8■
8.
8.
8.
8一
8一
8.
8一
8■
8■
8■
8■
8■
&
8.
8.
8.
8.
8.
8̀
8.
8■
8■
8.
8.
8.
8.
8■
8.
8■
8.
8■
8.
8■
8■
8■
8一
8■
8■
8一
8一
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SAVI

SAVCAUIOFF10NIOllI
SAVDALJ(OFFrONIOLり
SAVDALLuく文字列>
SAVDASCu<文字列>
SAVDDATu<文字列>
SAVDGRAPu<文字列>
SAVDMNU3U<文字列>
SAVDSTAU<文字列>

SAVFAU(OFF10N10ll)
SAVMAu(OFFIONIOll)
SAVILAuiOFFIONIOIlI
SAVTAUtOFFJONIOIl)
SAVTMAU10FFPONFOrl)
SCAflDATA
SCAFMEMO
SCALu<Pl価>
SCAYu川0)
SDEL
SDON
SEAL
SEAl′MAX
SEALMlhT

SEAMutOFFIMAXIMINITARGIMEANLI･MAXILMINIPPEAI()
SEAMAX
SEAMEAN
SEAMIN
SEAOFF
SEAPPEAJ(
SEAR
SEARSTOR
SEATARGU<欺値>
SEDIu<牡価>
SEETuiOFF10NIOIl)
SETIPTU<批値>

SETCDATEU<k価 (*)>,<政情 (jI)>.<故価(EI)>
SETCTIMEu<牧値 (*)>,<歎価 (ji)>,<牡値 ｢秒)>
SETZU<歎価>
SING?

SlltTSPEAJ(utOFF10Nl0ll)
SMOOu(OFFl0NLOEl)
SMOOAPERu<放鳥>
SPAZt7∪<歎イ暮>
SPLDu(OFFl0NIOll)
SRCHFR?U(ll213141516),<k価>
SRCtIRuくkt>

SRCZITRFIJ7Ui11213141516),<k価>
STANC
STARu<kli>

STASu<klirJ)>,<牧侶rC)>
STAWu<欺偶>
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STTDROUT(l･16)∪<数値>
STIMROUT(i-16)∪<k価>
STODtDISIくIMEMO)
STOMDISX

STOPU<牡価>
STPSJZEUく放任>

STRU(0叫OFFLIFD)
SWEDuIDOWNIUP)
SWt三Tu<放心>
SWETAUTO

SWPTu(I.lNFILISTIPOWEIRAMPF)
TARL7U<故11>
TARRケU<kt> .

TARSU8L?u<k価)>(,<救世 2>】
TARSUBR7U<歎億J>【,<鼓伍2>J
TTtRRU<歎dl>

T【MOut0叫OFFIOJlI
TITLU<文字列> .
TOPVu<政情> .
TOTIMEUく故値>
TRABGE
TRABLE

TRACIくU(OFF10NIOrl)･
TRAFDATA
TR.AFMEMO

TRAPUtOFFIONioll)
TRARU<政情1>,<放任2>
TRIGMEAS

TRIMU(CONTIHOLDlSING)
UPDDuLOFFIONIOll)
UPPEuMIU<政情J>くk価 2><PltiS> <放佃n>
WIDTUtOFF10NIOll).
WTDVu<牡価>
WRIT16.
WluT24

SCPIコマyr(PROGramサブシステム･コマンド)
.PROGramCATalog?
PROGram【SEIJeCtCd】DEF･neu<プl=ッタ>
PROCram【SElJeCt叫 DELetelSELected】
PROGramlSELected】DELete･ALL
PROGramlSELected】EXECuteU<文辛列>
PROGramlSELectedlNUMBerU<文字列>,<歎佃 /I)>(,<k価 (2)>(, 【,<歎
価 (n)>l
PROGTam【SEI,ectedISTATeutRUNIPAUSeJSTOPLCONTJnue)
PROGramlSELected】STRIJlgU<文字列 価 牡名)>,<文字列 伸 定価L)>しく文字
列 仲 夏GLC)>[, (,<文字列伸主従,1)>
PROGramlSELected】WAIT

8-97
8･97
8-98
8-98
8-98
8･98
8-99
8-99
8-99
8-100
8-100
8-100
8-100
8-101
8-101
8･101
8-lo空
8-102
8･102
8･102
8･103
8-103
8-103
8-104
8-104
8-104
8･104
8･105
8-105
8-105
8･106
8-LO6
81106
8-107
8-107
8-108
8-108
8-108
8･109
8･109
8･110

8･110
8-110

8-111
8･111
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A マニュアノL,･チェンジ
はじわに

マニITノし･チェンジ

･/リアル番号について
変更1 .

変更2

変更3
変東4
変更4

a. コマンド･サマリ

lMt･･/F-･L】
Mea5/Forma-IJニ1-
77ソタ/ヨソ･メニュー (FunctJOnMenu)
ポー ト選択メニュー (PortSelectMenu)
ゲイン･フェーズ ･フ*- マ yト ノニ1-(Galm･PhaseFormatMenu)
Z7*-マット ノニュー (ZFormatMenu)

@
表示ノニ1-(DISplayMenu(1/3)(2/3)(3/3))
リニア ･スケー ,̂･メニュー(LlnearScaleMenu)
t,グ･スケ- ･̂･ノ二ュ- (LogScaleMenu)
定♯ tレースメニ1-(Def"eTTaCeMenu)
ベーン7ク･T｡ケ一･/Z･ン･メ二>-(BasICAllocatlonMenu)
@ ..

ゲイン1フェーズ CALメニュー (Galn-PhaseCALMellu)
スルーCALメニュー (Thn･CALMenu)
レスホソス&丁イソレーンヲソCAI,ノニュー (Response&lsolaL･onCALMentl)
ゲイン･フェーズ3タームCAL}ニ･>-(Galn-Phase3TermCALMentl)
ゲイソ.フェーズCALSTD抵ノこ>-(Galn･PhaseCALSTDvaluemenu)
Z 反射 CAL}ニュー
Z 反射 CAIJノニュ-
Z 反射 CALSTD値讐S

ノZ 伝送CAL
Z 伝送3ク-ムCAL

ウ山
り山
.I
Z
■一

(

′し
ノ

(
メ

-I-lbMJllJ八JJ
ZTramsGALMeTLu)
ニュー (7.1､r;111F.1ll

Re且CALMentl)
RenCALMenu)
ユー (a KenCALSTDvaluemenu)

(Z･Tra一一53TermCALMenu)
1,'ク}-クCALメニュー (1TermCA1-Menu)
Z 伝送CALSTD値 }ニ1-(ZTransCALSTDvaluemenu)
(垂壷)
マーカ メニ1-(MarkerMenll)
マーカ故兼}ニ1-(Ma-kerSerchMen)
親窯葡朗メニ1-(SerchRangeMen)
ヤーh･ユーティ少ティー ･メニュー (MaJkerUtllltyMemJ)
AJt- r･}=l- (AModcMenu)
協定マーカ位置メニュー (FJXedMarkerPos)LioTLMenu)
マーカ.モI Ll.メニュ-(MarkcrModeMenu)
(三三∂
郁 l}ニュー(SweepMentl)
那 lタイプ.ノニュー (SweepTypeMenu)
掃引時間メニュー (SweepT)meMenu)
瓦 亘)
u ガ･}ニ1-(TrlggerMentl)
伝壷)亙壷)回 国
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- ファンクy.I.Jニュ- (- FtlnCtlOnMenu)

〔壷三這〕
/ステム･メニュー(System Men (1/3)(2/3)(3/3))
時計ノニ1-(ClockMen)
7ッテオータ救定メニ1-(AttSettJngMenu)
lsM/Re'･")
保存/リコール ･メニュー (Save/RecallMenu)
保存}ニ>-(SaveMenu)
ファイル ･ユーティリテ･l･ノニュー (Meml)
バイナリ定♯保存データ･}ニューBlnaryDeheSaveDataMentl

ASCII定集保存データ ･メニュ-(ASCIIDeRz)eSaveDataMenu)
MISC-ヒープ･}ニュー (MISCSaveMenu)

(垂亘)

C, データ入出力形式
7--タ.フ*-†アト

フ*-ム2
7*-ム3 .

7t-ム4
7*-i.5

内帝データ配列

I).波形M析コマンド
群折条件t改定する⊃†ンド

ANAOC1111F21314)
ANARANG
ANARANGP
ANARFULL
ANAODATA
ANAOMEMO
Tl11もR
最大/最小/平均値解析コマンド
OUTPMAX?
OUTPMIN7
0UTPMINMAX?
OUTPMEALN?
PEAK7
NEXPIく?
NUMLMAX?
NUMLMrN?
LMAX?
LMZN?
TARR?
TARLT

リップ ･̂解析 コマンド

RPLPP?
RPLllEl?
RPl,RJIEE?
RPLLIJET7
RPLEhTV?
RPLMEA?

1
l

1
2
2
3

1
2
m∠
2
3
3
3
4
LL'
LQ
LJ'
6
AV
7
7
8
ED
9
9
0
0
1
1
2
3
.4
Lf'
6

F,I

C
c
c
c
c
c

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
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RPLMM?
RPLVAL?
POLEウ

7イ ,̂g/レ/ネーク解析コIqyト
OUTPFTLT?
OUTPXFl上ワ
OUTPX_F27
0UTPCFIL7
0UTPCF27
0UTPRESO7
0UTPRESR?
OUTPRESF?
OUTPCERR?

EQUCPARA?
EQUCPARA57
EQUCPARS?
EQUCO?tlaLtLe
EQUCPARS49

E tlP87510A対HPE5100AtfP-1tlコマノrl対応喪
対応表

F EIP87510̂ 用プログラムからの変モ
トリガに掬ナるコマンF

/yグ ･̂り ガ (SRQ)
ソyグ ･̂ トリガ モー ド(SrNG)
校正II定rc朗するコマyト

較正珊冠水丁の&出(●OPC?)
使用例

校正係数計井終了の検出(◆OPC7)
C】11とCH2のCALデータの共有
データ転送に関するコマソト

ノ､イナリ転送(FORM2,FORM3,FORM4)
【MeaS/Fm･t)K関ナるコマンド
入力ポー ト(AR,MEASA,MEASR)
btl定フ*- マ プト(LOGM,PHAS,DELA,LINM,EXPP,LOGMP,LOGMD,
REAL,IMAG,POLAR)
インヒータソス変換(CONVZTRA,CONVZREF,COIVVYTRA,CONVYREF)
解析横能に関するコマント

8IhTソー ト(81hTSLINE,BINS,BINOA,BINO8,EDITBIRL)
リ･～,トフイy扶姓(EDITuSl,EDJTLIS2)
その他

XEYコマント
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G.オプション022
概要

測定方法

測定に必要な/(ヲメータ

サyブ '̂･プEZダフム･irス ト

待ち受けに関係するHP-IBコマンド
BINSIZELJ<数値>
TNPUTRACLJ<歎価J>,<数値2>,<数値3>
lNPUTRACBU<歎惜1>,<歎価2>,<歎億3
MEASIPT?∪<歎偶>
OUTPTRAC?∪く赦値>
OUTPTRACD?∪<数値1>,<数値2>
TIMOLJiONIOFFIOll)
TOTIMEU<数値>
TRABGE
TRABLE
TRAFDATA
TRAFMEMO
TRAPu(OFF10NIOll)
TRARu<掛il>,<数値2>
WRIT16
WRIT24

H, オブシzIン023
概要
位相追従 ドライブ ･レベル特性押1定

1 位用追従測定用の基本取定

27T型ネ yトワーク治具用の改定
3 ドライブ.レベル特性測定用の設定
4 追従測定用バラメタの設定
5 共世点をサーチ

6追従測定
7 測定結果
サンプノレ･7'ログラム .リス ト

経時特性測定

経時特性を正確に汎Iる方法

経時特性iRJ定用サブルーチン

位相追従機能での注意点

位相追従がうまくいかない適合の原因と対熊

位相追従機能での制限

オブ/コソ023特有のコマンド.リファレンス
FMTuMAGZDF
PTABORTu(ON10FF)
PTFOVIIDu<数値>
PTFRLJ<数値>
PTFRSRU<政情>
PTPARALJ<放価>
PTRACKLJ(OFFl0N)
PTREPNLJ<数値>
PTSTAT?
PTTRGLMTu<数値>

G
G
G
G
d
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

H
H
H
H
H
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H
H
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PTTRGPIISu<牡価>

SRClIFR?ui11213L4),<歎値>

1. 舌6分書■引

布分掃引に舶併するコマンド

サンプノレブE,ダフム

∫.フT-ムウェア ･/i-ジョン3から加わった廿耗
拡班イソズック̂ ･ノ y ト8ASZC横位
HP-18 コ11yドの表書己方法.
基本的なHP-IBコマンドの表紀
バブ}-クが必要なHP-rBコマンドの表I己
QtleTyコマy rの表陀
JB純なQueryコマンド
配列を返すQueryコマンド
8(載せの変鼓を返すQtleryコマソド
サンプノレプロダブム

ー点補正横dt

一点補正M:朋休すもコマンド

サンプ ･̂･プロダフム (予め補間T--クを用*していも8台)

基本的8:l点兼正方法 (レスポyス垂)

基本的なl点清正方法 (レスポンス/Tイソレ一･/7ン塁)
基本的な1点頼正方法 (1ポー ト塁) .

世故価の★正T--タを併用する例

サンプルプロダフム (補間データを千わ用意していなvl解合)

その他の薪演コマンド

波形ポ析コマンド

K･ 固定C付きCL･i!-ド毛用いた水A振動子のA荷時共振Jfl汝牡(FL)測定
概要

プログヲムの基本フE,I

併用するコマンド

プロダフム･リスト

東引
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図一覧

1･11rP･IBデバイスと7'ドレス
3-1 簡旦なデータ処理の流れ 1
3-2 デ-ク処理の流れ 2
3･3ASCIIおよびバイナリ転送の内部処理の概略
3-LiIEEE6LIピソト浮動小数点フォーマ Yト
3-51EEE32ビyト浮動小数点フォーマ Yト
316 /ヾイナ リ･7--ク ･-ツタ

4･11/0 7f- トのビン配管
4-21NPUTl,OtJTPUTl,OUTPUT2のタイ ミング .チ十一 ト
5-1-殻的なステータス ･レジスタ ･モデル
5-2 トヲyi,'ソコソ ･フイ ,̂タとコソディ/ヨソ･レジスタ
5-3 ステークス ･レポー ト磯柵

5-4 ステークス･J<イ トの読取 り例(1)
5-5 ステークス･バイ トの読取 り例 (2)
5-6SRQの発生手間
6･1 外部 コント｡-ヲからのイソスッウルノン トBASICの制御フロー
6-2 並列処理の概念
8-1 T-一夕出力タイ ミングチ十- I
A･l シリ アル番号プレー ト

Cl1 フォーム2デ-タ転送フ*-マ yト
C-2 フォ-ム3データ転送フ*-マ yト
C13 7--ク ･プp セ 7シンダ･フp- ･ダイ7'グヲム
D･1TtrRR
Dー2LLPLPP?
D-3RPL¶EI7
D-4RPLRllEI?
D･5RPLLHEl7
D-6RPLEⅣV?
DJ RPLMEA?
D-8RPLVAL7
D･gPOLE?
D-100tJTPFILT7
D-ll0UTPXFIL7
D-120UTPCFTL?
D･130UTPRESO?
D-140UTPRESR?
D_150UTPRESF?
D-160UTPCERR?
D-17 クリスタル82動子の6素子等価回拍
I)-18 クリスタル振動子の 4素子等価回路
D-19 7'ドミタンス特性円根図
G･L 待ち受け機内E
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G-2初期改定{･の動作税明
G･3測定繕米穀示
G-4 データtiiカタイ ミングチャ- ト

71･1 ドライブレベル特性甜定
Iト2 桂時特性測定

ll-3 糾U定結果盆示例
f1-4 倍果表示

I-1 サンプ ･̂プログヲム 部分掃引
J-1 今までの形式のBASICプE7グ?ム
Kll
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表一覧

2-1 7タティブ･チャyネルの限定
2-2 測定とフォ-マットの設定
2-3 掃引の設定

2･4 枚正

5-1ステータス ･バイ ト(ST8)のステークス･ビット定凍
5-2イベント ステータス .レijスタ(ESR)のステータス ･ビット定哉
5-3 イベント ステークス .レジスタB(ESB)のステ-クス･ビY下足蕪
5-4 *ベレー /ヲソ･ステータス･レジスタ(OSR)のステークス ･ビット定耗
A-1 ン･リアル番号と変更点

A12 7T-ムウェア IJヾ-ジョンと変更点
C-1 内部データ百己列t出力コマンド
C12内部データ配列入力コマンド
F-1 入力ホー トに関するコItTンドの互換性 .
F12 フォ- マットに関するコマンドの互換性

F13 インピーダンス変換 とイyビーダンス測定のコマンド対応
K-1 使用するコマンド
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1
はじめに

本書の使い方

本番は､lipE510DA/BでのEP-相 のプE･グラミング忙ついて醗明しています. ここには､lip-1Bコマ
ンド.リ77 レンスを参考にするだけでは理解しにくい､7'E,グヲムの作攻のための追加情報が紀さh,て

います.また､tLP一IBがL定雑を効果的にコントロールするたわの情報､テクニック､そしてサンプルなど
も含まれてVlます｡

本マニュアルを効率的に使用するためKは､次の中のTtP-18コントローラが1つ必軒ですo

IllPイソスック ,̂メソトBASIC (rIPインスッウ̂ ･ノントBASIC削除のオブ/ヨンUlくRがインス

I- ･̂されていない閉り､HPE5100A/Bにはこの故能が付いています｡)IipE5100A/Bに内蔵の
HP-TBコソ71ローフ{.す｡

IIIPBASIC30以降がイyス トー ,̂されたHP9000SerJeS200または300コンビ1- ク｡HP
BASIC30には､tlPlB､GRAPll､10､KBDそしてERRノ､イナ少が必要です.

本番は､HPE5100A/Bをコントロールするための7't7ダフムの昏き方Kついて鵬明 しています｡ 学習
時間を塩轍するために,数多くのサ y ブ ,̂のキジュ-A,ヤブログ?ムが含まれています.

対象読 者

本省は､llp-a)インターフェース{･HPE5100A/Bをコントp-ルすることを目的とした､ブt,グラ
マーの方を対象にしています｡

本番では､HPBASTCを使用したIrPJBのプT7グヲミyグについて説明しています｡したがって､
BASICの基本的な知和を持った方が対象 となります｡BASICのプpグクミングの経牧が全 くない方は､
本マニュアルを銃まれる前に､本章の最後にある附迎 ドキi } y トの一覧を参照してください｡本番では､

BASICプログラミングに朗すら苗皮な知識は必要としません.

本番は､HPE5100A/T3の操作および機朋を習博されてVlる方を対生Kしています｡HPE5100A/13を
初めて操作される方は､rユーザーズ･ガイ ドJをご覧になって､HPE5100A/Bの操作方法を習得して
ください｡

はじめに 1-1



本マニュアルの内容

本マニュTJL-は､次の辛に分かれています｡

4第1幸 r仕じわに｣には､ホヤニュT ,̂の枚要,サンプ ･̂･7't7ダフムの虻い方､HP･lBの枚要.
ノ･- rウェ7'の改定､そしてサンプ ,̂･プロダフム ･ディスクの説明が含まれています｡ 本章には､本

マニュ7 ･̂全体を通して必要な､重要な情報が含まれています｡まず本書をお院みください｡

+第2兼 ｢設定および淵定のプ｡ダフム｣では､IlT}･lB コマ y rの基食が釈明されています｡また,殻
定､補正､ トリガ､T--タの収得などを含んだ淵定ブt7グラムの書き方も税明されています｡自動測定

プロYラムを作成したい方はこの章をお読みください｡

■第 3章 ｢データの払超 と転送｣では,データ処理の流れと､(トレ-ス･データまたは牧正データを含
tI)内部データ7E列-のTタIt=ス方法の仰序を脱明をしています｡本紙から甜足した トレース ･データ

を取得したい勘合は､本章をお読みくk'きvl｡

+訴4章 ｢I/0 ポー トの依V･方｣には､リ7'･パネルのⅠ/0ホー トの使い方rE関する惜削 三含まれてい
ます｡外母の洲定群 (ノ､ソドラ等)との通惜rcT/0ポー トを使用したV場 合は,木筆をおも!みくださいo

■窮5辛 ｢ステークス.レポー ト機能｣では､本務のステークス･レポー トの/ステムや､その使い方が
解説されています.本章では､SRQ割 り込みも群映されています｡BASICプE,グラムに使う木器のス
テークスを知 りたい曲合は､本章をお荒みください｡

■第6事 ｢プE･グクミングのt:IT･｣には､測定に直接関節しなへ ブE,グラミングに鮮利な偶旬が含ま
れてVlます. これには､ディスクの丁クセス､インスッケル}ントBASICのコyH)-JL,､そしてプ
t'グラムのT-Jヾ フグ等が含まれています.

J務 7辛 rTプ9ケ-/ty･サンプ ,̂･7't,ダフム｣では､果無の淵定t行うJ一合に使用するサンプ
･̂･プE,グ?ムを掲I乏します｡

J第 8辛 rコマンド･9フ丁 レy スJでは､trP･lBコマ y ドを丁 ,̂フ丁ベット¶M=すべて淡明してい
ます.

プログラム･モジューノしの使い方

本番には､完全なブt7グラムのスタイルrCなっていない､サンプ〟.プロダフム.キジ>- ･̂,が多く含まれ

ています｡これらのプt,グサム･キジ>-ルには､必要なコー ド以外は含まれていませんので､モiji-〟

の横付Eが簡Jaに理解できるようrCなっています｡これらのモ /'ユー ,̂を組み合わせることに上って,必要

a:フF,グヲムを作成することができます｡

プロダフム ･モ171-A,は､次のスタイ ,̂と年休に上って群祝されています.,

上書己の例のように､キ ジ >-A-には行番号も､初抑化払理 も､EⅣD文もありません｡実行可能なBASIC
プI,グラムには､ これら全てが必要です｡

1･2 はじめに



プログ ラム ･モジ ュールを使 用 しての実行 プログ ラムの作成

サy7'JL･.プログヲム ･モジュー ,̂を使用したプログラムを作成するには､次の手相にしたがいます｡

1 プログヲムの先頭に初期化モ/'31- ,̂を追加 します.

2 7'ログフム･モジュールを配放します｡

3 プログラムの最後に実行される行にEND文i･追加します｡

行番号は､BASICェディタによって自動的に付加されます｡

初期化モジューJL,

初期化モ1,㌧ ーJL,は､ノ､-ドゥェTの3m rJ子を変数として定耗し､インスッウ̂ ,メソトBASICとTTP
J3ASICの萱を吸収します｡通常は､初期化モノユ- ,̂を変吏するだけで､インスッウ̂ ,メソトBASICと

HPBASICで同じプログラムを使 うことができますC初期化キジ1-ルは､打PJBの初期化も行います.

以下は､プE,グラムの典型的な初期化モ/'ユー ･̂です｡

モジューJL,1-1.インスッウJLメントBASICの初期化

モジューノし1･2.外部コントE)-ラの初期化

本マニュア ･̂の各モ171-A,では､プE7ダフムの最初忙適当な初期化キジi-ルが存在するものと仮定し

ており､次のような変数を特に脱明することなく併用しています｡

QE5100 1IPE5100A/Bのデバイス･セレクタを表します｡800はイyスツケ̂ ,メyトBASIC
用で､717は外部コントローラ用ですc

scode uPE5100A/Bが竣成されている､インクーフェ-ス ･セレクト コー ドを鼓します｡
8はイソスッケルメソト8ASIC用で.7は外部コントp-ヲ用です｡

帆

例として､第 2章のモij1-Jt,2･2とイyスyウルメyト8ASICを使用 した､完全なプログヲムを以下
に示します｡

10 ASSIGⅣQE5100TD800 Iモジュール1-1

20 Scode=8

30 ABORTScode

40 CLEARCE5100

50 0UTPUT申E5100,"DISAtlIHB"
60 1

はじめに 1-3



TO OUTPUTOESIOO."PRES.CHAⅣ2■■lモジュール212
80 1

90 EⅣt)
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HP･lBの概要

HP-IBは､ コソトローヲ､測定器､そして周辺機器を/ステムに統合するために使用される､汎用のデij
タ ･̂･インタ-フェ-ス ･/ステムです｡fTP-1Bは､lEE4881】US額坤規格に準拠したヒューレット
バ yカー ド社のイyクーフェース ･バスの呼称です｡

コ ン トロー ラ

HP-18デバイスK対して､ トーク (デークの出力)またはリスソ (T--タの受け取り)を軒可することの
できるデバイスをコントローブといいますo

アクティブ .コy トローヲは､(複数のコントローラが接続されてVlる巌合)バス上の他のデ,,-イスをコソ

TIT7-ルナることができます｡コントローラは､1度にlつしかアクティブになることができません｡ア

クティブ･コントロープは､PASSCONTROLコマンドを使用することに上って.他のコントローフに制御
をバスすることができます｡

同一バス上で･/ステム .コソト｡-3になることのできるのは､ 1つのコントローフだけです｡ /ステムの

電源がオンの時は､システム.コントローフがアクティブ･コント｡-フ忙なります. 別のコント｡-ラ

が7'クティプ･コントローラの盤台､システム.コントp-ヲは､ABロRTセレク ト.コー ドを実行するこ
とに上り､V･つでもアクティブ･コントローラになることができます｡



デバ イ ス ･セ レク タ

HP_IBのデバイス.コyトロールは､アクティブ ･コyトロ-ヲからコマンドを送ることによって､行わ
れます｡Tクテイブ.コントローヲは,71-ノ､イス･セレクタを指定することによって､対象となるデバイス
を選択することができますC

図 1･1.HP･lBデパイ又とア ドレス

図 1･1は､71p-ItlT ドレスとデバイス･セレクタの関係を示しています.たとえば､HP-IB｣二の7 ドレ
スが "1,"のブリンクの7-I,'イス.セレクタは､fIP-1Bでは"701''です｡

rlPインスッケル}ントBASICは､nPE5100A/Bの中で内硬 イy クーフェースによって接椀されてい
ます｡内護 インタ-フェースのインターフェース ･セレクト.コー トは､"7"とvlう外部セレクTl･コー
ドと区別するために"8T'忙なっています.

本館だけが内徹インター7ェ-ス忙嬢焼されているため､イソスソウルメソトBASICから内助撞擬され
た7'ナヲイザを指定するには.L'oo"から"30"までのどのア ドレスでも使用することができます.本笹で
は､デバイス･セレクタが"800"になるよう忙､"00"というア ドレスを使用 します｡



操作の準備

この項では､HPJBケーブルの凄珠 と､HP-1BコントE7-ルのア ドレスの設定について解鋭します｡ 本
署旨をコy I.ロールには､次の2つのどちらかの方法を選ぶことができます｡

■イソスッウJL,メソトBASTCコントローラの使用 (オ7'ゾ5rンUIくRは除 く)

■外部コントp-ラ の使用

どちらの場合でも､次の処理を使用 して､コントt,-ヲと本給の細網をすることができます｡

1tlP-IBケーブルを接続する.

2 lip-lBア ドレスをセyトする｡

3 コy トt,-?のIC用碑柵を行う｡

イ ンスッ ウノしメ ン トBASICを コ ン トロー ラ と して使用 す る (オ プ シ ョン UKRを除
く)

71PインスッウルメyT･BASICシステムは､木器k:内蔵されたBASICコントE71ヲです｡IIPイソス
ッウ̂ ,メソトBASICは､HPBASICのサブセットです｡

rlPインスッケルメyトBASICを併用すれば､HPE5100A/Bを内部からコントロ-ルナaことがで
きます｡HPイyスッケルメyTIBASICrcは､ソステム･コントロ-ヲ忙な ることができます｡他の

HP-I8測定器も､HPE5100A/Bの リア･-ネルにあるHP-lBコネクタを通して､コyトロールするこ
とができます.

1.インスッrlノL,メントBASIC用のHP-lJ3ケーブル接続

木器とイyスッウル}ントBASICとは､すでに木器の内政 インターフェース{.提携されているので､特
に嬢成する必要はありません｡国ト1をご覧くk'さvl｡ しかし､他のHP-1B汎定継を擦摂する必要があ
る磨合は､次べ-ジの ｢外部 HP-1Bケープ ,̂の接続｣をど塩 ください｡

2.インスッウノしメントBASJC用のHP･IBア ドレスの投定

HP-187 ドレスのフE･ント･パネルの改定は､内報イソクー7ェースrC影響 しなvlので,特に必要ではあ
りません｡｢デバイス･セレクタ｣で示されているように､本館の冷浸に比内耗イyターフヱ-ス経由で､
どのア ドレスでも使用することができます0

3.インスッウJLメントBASICの設定

イyスッウ ,̂メソトBASICを改定するには､以下の手喉に従ってく7t'さV･O

ユDINキーボードをリア .パネルのコネクタに蜂碗します｡(Tユーザーズ ･ガイ 日 をt'覧ください｡)

2本器の電源を投入します｡

3PRIVT文用のインスッ ウ̂ ,}ソトBASICの出力田城を､LCDディスプレイに割 り当てるたわPE､

【亘壷aDISPLAYALLDCATIONHALFINSTRttALFBASICを押します.

4田 I-BASICEDITi･押して､インスッウルメソ日3ASICェディクを開きます｡

イソスッケルメソトBASICェディタの群しい併用方法は､rUsingHPインスッウル}ソトBASICjを
ご覧ください｡

本館の電源を投入した後でキー*'- ドを接続した滋合は､〔亘 亘)を押 してキー入力を可舟EKしてくだ'さ い｡
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外部コントローラの使用

外缶コyトロ-ヲを併用すれば､リTIJくネルのHP-1Bインターフェースを併用 して本誰をコント｡-〟
ナもことが{･きます｡】†P･Itlケ-プルを使用してコソ71｡-?と木器を妓成 してください｡

1.*#HP-lB+17JLQ)Ba

木器と外部bq走誰をHP-柑 ケーブルで接成します｡llp-IBコキクタは､奉幣のyT･パネルにあります｡

HP一IBケーブ ･̂を嬢成す各界のルーAを以下に示します｡

■tlP-IBT-バイスは,合計で最大 15ま{･です｡

■最大合計ケーブル鼻は20rrLで､各ケープ ,̂は長大2mまでです｡

上紀のルー ,̂が守られていれば､TIP･u]ケーブルをどのJ:うな形矩 (リニア,スター､コンビキー yヨy)
でも接続することが{･きます｡

注喜己 flp-rBケーブルを連続には, ドタイバは使用しないでください｡ ドライバのスロット
は､頼 り外し時以外M:は併用 しないで ください｡

2.HFI-lJ3ア ドレスの投真

木符には､up-J8T ドレス設定用のハー ドウェT.スイ?チがありません｡取定は､フtJソト･パネルの
操作のみになります｡本軒のtlP-1BT ドレスを変だするには,以下の手中に従ってくk'さい｡

1(壷 )HP-IZは 押します｡
2 ADDRESS･E5100AまたはADDRESS E5100Bを押します｡

3数値キー/i-/TIを使用 して､新しいTドレスを入力します｡(外帝コントt,-?の 】TP-LBT ドレスの克
復は避けてください｡)

4 xlを押 して操作七完了します.

別のHPE5100A/Bをコソトロ-ルしたh韻合は､HP-IB7 ドレスを変吏し､同一Jl'ス上の7 ドレスの
丑複を避けてください.

本経が外部コント｡-クからJIP-工J]コマL'ドを受け中ると､Localが7-ィスプレイ上 K現れ､木骨紬;リ

モー ト･モー ドrEなったことを示します. リモー ト･モー ドでは,7L'yト･パネルのキー操作を弁こなう

ことができません｡ リキ- ト モー ドをキャンIt̂ ,するには､Localを押します｡

3.HPBASIC操作の事dF

HPBASTCの捷YF:ヰORをするには､お手元のHPBASICの･/ステム ･マニュ7'̂･をと覧 くk'さい.,
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サ ン プル ･プ ログ ラ ム ･デ ィス ク

本マニュ7 ,̂中のサyフル ･プログラム (7'L,グラム ･モジュー ,̂i.はありません｡)は､付属のサンプ

ル ･プログラム ･ディスク (HPパーツ番号 E5100-61001)にあります｡

デ ィスクか らの プ ログ ラムの ロー ド

r13AS】Cのサyプル ･プログフムを使用するには､まずそれをイyスツケ̂ ,}ソトBASICにp- ドして
から非行します｡

1 サンプJL･プE=グラム ･ディスクを.ディスプレイの下にある内蔵ディスク.ドライブに挿入 します｡

2回 DISPLAYALLOCATIONI)ASICSTATUSを.押しますC

3MSⅠ■■.INTERⅣAL,4日

4 GET"7アイル名■■〔亘壷)とタイプしますQ
外部コントE7-ヲのサyプ ,̂.ブログ?ムを併用するには､まずそれを外初コyトロークにロー ドしてか

ら実行します.

1 外部コントp-ヲのⅠIPl)ASICi,投起します｡

2 コントワークのディスク･ドヲイブK､サンプル ,ブEjグラム･ディスクを挿入しまナC

3 ディスク･ドヲイブを弟在のディレクトリに設定します.

4GET‖77･イJL名●'(亘正 )とタイプします｡

指定可能なフ7,イノL.名は､本マニュ7'̂,のサンプ ,̂･プログラムの前にあります｡

PC上での サ ンプJL.･プ ログ ラム ･デ ィスクの読 み込み

サンプル 1プログラム･ディスクは.HPコyトE7-ヲで使用されるL工F(LoglCallnterchaLngeフォー
マッt)で供給されているために､PCからこのディスクを宗t,ことはできません｡プログラムを､PCで
院tTことのできるDOSフ*-ヤ7トにコンパ-トしたvl解合は､以下の手仰rc従ってください｡

1DOS7*-マットされたディスク (35インチ)を用意します.

2 プログラムを､サyプ ,̂.ブログヲム.ディスクからイソスッウルメyトBASICにロー ドLます.こ
の手朋に関しては､ ｢ディスクからの7'pグラムのロー ド｣をど覧 ください｡

3 サンプル ･プログヲム･ディスクを頼 り出し.DOSフォーマットされたディスクを押入します｡

4SAVEHファイル名"〔亘 壷 )とタイプします｡

本音差は､LIFあるいはDOSフォ-マyトをサポー トし､どちらのディスクが使用されているか自動的に
判別します｡

注記 ItPE5100A/Dでは､LIFフ*-マプトのディスクを初期化することは.<･きません｡
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関連ドキュメント情報

以下の ドキュメントを参照することにより､本マニ17 ,̂で述べられてVlもものよりも詳細な情報を得 る

ことができます｡

以下のIVニュTA･は､HPE5100A/Bに付玩しています｡

･ rIIPE5100A/Bユーザーズ .ガイ り 木器の説明､およびフロント バネ ,̂のキー操作

～r】IPE5100A/B馴 た説明旬日 木器をフロント ノ､ネル ･キーから操作する馴 巨について脱明 してい
ます｡

HPE5100A/BKは､オブ/ヲンUKR (HPインスッウ ,̂}ントBASTC削除)が備わってVlなvl限
り,以下のマニュ7 ,̂も付属 します｡

I rlTLStrumentBASICMamalSupplementJインスッウルメyトBASICの情報

以下の ドキュメyトで も､閑適情報を得 ることができます｡

■ rHPBASICブpグラミング･ガイ ドJlipBASTCプログクミングの解税 (HPBASICシステム
に付展)

I TTlltOrlalDescr)ptlOnOrtheIIewlett-PackardlnteEfaceBllSJHp-Ⅰ8およびIEEE488群軸の
概要 (HPドキiメy ト番号 5952-0156)



2
設定および測定のプログラム

本革-(･は､改定､IL-ザ校正､ トリガ,71--タの敢相などを含tr基本的な測定プログヲムを解映します.本

章では､以下の項EIKつVlて説明しますQ

ITIP-IBコyトロールの概要

I馳走手相の自動化

Jサyブル ･7'LJグラム 基本iRJ走プログラム

HP-1Bコ ン トロー ル の 概 要

プロダフムセキき始める前に､本館にIIP-1Jlコマンドを送る方法を知っておかなければなりません. この
頃では,以下の項目について説明しますo

IHp-IB コマンドの送僧

■Queryの送信と応答の抗み込み

HP-1B測定器のブログヲミング鐘戦がある方は､この項を飛ばして ｢測定手筋の自動化｣に進んで くだ
さい｡

HP･lB コマ ン ドの送信

HPBASICとインスッウルメントT3ASTCは､OUTPUTステー トメントを使用して､rlP･IBTJバイス
をコントL,-ルナもfIP･IBコマyTIを送 ります.たとえば､

モジューノし211,本器のプリセット

この行は､71P･lB コマy ドをダブ -̂･クォー ト(PRES)でかこんで､ア ドレスがOE5100のHP11Bデバ
イスに送ります.このコマンドは本彬をブリセ yトします｡ 国 手-を押した般合と同じ動作をしまナQ

各JIp-IBコマyドをセミコL7ン(,)で区切ることによって､複数のコマンドを1行で送ることもできますC

モジュIJL,2･2,1行内での抜放コマンドの送借

独定おJ:び測定のブl)グラム 2･1



Oueryの送信と､応答の読み込み

送信後に応答を返すコマンドがあります. これらのコマンドを､QueryとvIVlます｡Queryには.コマン

ドの最後に挺間符(7)が付きます｡

応答は､次のようにENTERステー トメyトを使用することによって､破 り出すことができます｡

ouTPtn QESIOO."CErT▼" この斤は. iyクーhl汝放牧定モ問い合わせます.
ElTERtESIOO.Cllht■r この行は,戻りは七取り出します.

モジュ-ノし2･3.センター周波数設定の問い合わせ

戻ってきた値は､正Lいタイプの変数に格納しなければなりません.上の例{.は,Queryは､現在のセン
ター周波数役定に応じた値を返します｡したがって2番目のffは､戻 り値を数値タイプの変数 (Center)
に入れてVlます.

各コマンドの戻 りデ-クのタイプ (数値あるいは文字列)は rJIp-rBコマンド.リ77レンスJのリフT
レンスの項にあります｡

2･2 設定および測定のプログラム



測 定 手 順 の 自動 化

この項は.サンプ ･̂.プログラム･モノ1-ル､および以下の機能を悼用した木器の改定に相当するコマy

ド忙ついて塀映します.

1 Tタテイブ.チャンネルの敗走

2 測定とフォ- マyトの殻定

3掃引の改定

4 校正

5 デバイスの凍続

6測定の トリガ

7 デ-クの処理と転送

8 プロダブムの棉7

1.アクテ ィブ ･チ ャ ンネルの設定

測定､フォーマプト､校正､袈示,マーカ等の木骨差の各機能の設定をする肌に､まず丁タテイブ.チャyネ

ルを拍足します｡この指定が,全ての設定に彩管 します｡

蓑 211,アクティブ･チ十ンネノL,の設定

1 ?ぺ̂ ･がlCH2】のせ合は､ソ71キーt便FPしてクベルtlCHl]に切り書九tす.

これKIEl当する7'pグラムは､以下のようになります｡

モジュー.JL.2･4.アクティブ ･チャンネノしの投定

2.測定 とフ ォー マ ッ トの設定

衷 2-2.nll定とフォーマッ トの設定

アクティブ･チャyネ ,̂､測定､フォーマットの設定に相当するプロダブムは.以下のようになります｡

1生定および,lrJ定のプログラム 2･3



ouTE'UTQE5100,'pCElll.llAJDDE¢lIIP.HE▲SAR.FHTL DCM" Tクディプ.チャ/オJt,iI､ゲイ y ･7ェーズtk伽で､
滴定モA/凡 そしてフ*-マプトセLOG t̂AGrCセ7
1lrも.

3.掃引の設定

モジュール2-5･アクティブ･チャンネル/,AU定/フォーマットの設定

表2･3.柵引の設定

セソクーIq波数を70Muaに

周波数スパンを 100kHzに

これに相当するプログラムは､以下のようになります｡

モジューJL2･6,柵引の設定

注記 コマンド91行時には､それらの附帯に注意してくださいbHPE5100A/Bpcは､ Z租の
チャyネ ,̂設定 と2つのステイミュブスがあり,それぞれ別に設定することができます｡

改定は,現在選択されているアクティブ･チャンネル､またはアクティブ.スティミュラ

ス忙適用きれます｡したがって,アクティブ･チャyネル/ステイミュクスは､他の改定
をおこなう机に改定しなければなりません｡

設定 キー操作 HP-1ZIコマンド

THRU測定校正の完了 (亘 〔)RESPDKSETERV CALIRESPSTApCRE5PDOWE

例 として､周波数レスポンス校正の手取と､対応するtTPIIB コマンドを見てみます｡

殻冠処理で耽明されているように､校正をおこなうには､OUTPUTステー トメントを使用して HP-lB
コマンドを正しvlqq番で実行しなければなりませんoさらrc,もう一つ虚空なことがあります｡
HPE5100A/Bが校正スタンダー ドを珊走している臥 あるいは校正係数を計算している間は,プログラ

ムを停止しなければなりません.

2-4 校定および,1IJ定のプログラム



プログラムを停止しなければならない理由は､llPE5100A/Bの測定モノユーJL･とイyスッウル}ソ ト
BASICが,データを別々K.処理するためです｡ このため.イソスッウ̂ ,メyH3ASICは､押J定誰の測定
モジュールがジョブを完了する前に次のコマンドを実行しようとしまチ. これ仕､測定キジュ-ルが時間

のかかるジョブ (掃引や校正係数の計井)を処二理している場合に起こる投合があります｡測定モノ}- -̂

は､処理中に受け頼ったltP-173コマンドを処理することができません｡したがって､HP･lBコマンドを
正常に実行するには,測定モジュールと,コントローヲ'{･使用される処理の同期をとらなければなりませ

ん.以下のモノ1-ルは､ 2つの処理の同期の破 り方を示します｡

校正処理

1 校正モー ドの設定

モジューノL,2･7種正モ- ドの設定

2 スタンダー ドを凍椀して､測定をおこなう｡

桶引処理tj:､上り多 くの時間を必要とするので､STANCTQucryを使用して,掃引の完了をチェyタ
しなければなりません｡STANCTを実fj:すると､校正測定を開始し,校正汎愛終了次第､1セ返します｡

そして､ENTERステートメントがQucryからの戻 り値を受け取るまで､プログラムは先に進みませんO

IrPUT-lCDTIECTTmtl.TコEIPRESS▲lYtEY〝.▲$ 7'py7'ト メッセ-ソt袈示して,～一入力t持つ.
ouTPlJT●E6100."STlrC'" 加受tおこなう.

EJTERQE5100.7■p

モジ1-ル2-8.連続と,AU定

3測定完了時に､校正床数が計算されます｡

校正係数の計井時にも､プロダフムを停止させる必要があります｡ここ{･は､RESPDOyE?が針井の完了
を監硯するために使用されます｡

ouTPtmtlp16100.''RESPDOJE'■■ 佼正続JW計事tJlこなう｡
E■TEA4ESIOO.Tq)

モジュIJL2･9.校正係数の計井

これで校正が完了し､ripE5100A/Dによる汎愛の独伸が乾いました｡

5.デバ イ スの接続

オペレータに､デバイスを竣成するように伝える必要があります｡ このステー トメyHi､INPUTを使
用して､キーボー ドからデータが入力されるま{･､フF,グラムを停止させます｡

モジュール2･1D.デ′(イスの撞事完

設定および測定のプログラム 2･5



チ/<イスが横桟 されると､プロダフムが測定を開始します｡校正の時と同様に､測定が完了するま1.､プ

ログラムを停止させる必要があります｡

6.測 定の トリガ

測定に上る掃引が 1回のみの壌合は､次の 1行を実行することに上って､掃引完了のモニタをおこなう処

理を省略することができます.

モジュール2･11.,則定の トリガ

EXECUTEステ- トノントによってSING コマンドが実行されると､プログヲムは掃引の完了まで停止
します｡

注記 EXECUTEコIVyT:は､HPE5100A/Bのインズック̂ ･メソトBASICでのみサボ-
トきれているので､外部コントローラからこの方法を使用することはできません｡複数

回掃引の廃合と同じ方法で､掃引の終了とプログラムを同期させる必要がありますE,

外部コントE)-ラを使用する等含

外部コントローラを使用する也合はEXECUTEステー り ソトが使用できないので､SINGTQueryを使
用 して捕引の終了を倹出します｡

モジューノL.2112.外部コントローラ用 トリガ ･モジュール

7.データの処理と転送

Queryコマンドを使用すれば､必要な汐L定T-1クを取 り出すことが{･きます｡

以下の処理では､(表示伊坂の長大値を返す｡)OUTPMAX!コマンドを実行してVlます｡

OUTPUTtコp●5100."OUTPIl▲r'■■ J大使t返すたわQk打y

ETTERQEp+Bloc,V■111●
pA7rT"hxIJLtAJA▼Llu●".YLll)4,"dJ)■● 戻り虹を費示すも.

モジューノし2113.データの処理と弔三速

8.プログラムの終了

プログラムを終了しますc GDTOステー トメyトなどを使用 して測定を繰 り返すこともできますO

モジュール2-14.プログラムの終了

2-6 協定おJ:ぴ,ThJ定のプE)プラム



サ ンプル ･プログラム ･1:基本測定

以下忙､この項で覗明したプログラムのリストを示します｡ このブE7グラムi･参照して､説明を碓隠して
ください｡

Disk このプログラムは､付尿のサンプ ,̂17'ログヲム･ディスクに､EIASIC(For

lnstrurnentBASIC)という名前で含まれてVlま+Q外部コントローヲ用のプログラム
紘,BASTC_Eという名肌になっています｡

ASSIGⅣqE5100TO800

Scodo=8

CLEARQE5100

0tJTPUTQE5100.'lDISA打IHB■■

IBASエCの初期化

lt･}1-JL.1-1]

OUTPUT匂E5100."PRES'' 1アナライザのブLlセ yト

l[モジューノし2-1〕

OUTPUTQE5100.日cnAⅣ1,AⅣAIIODEGAINP,HEASAR.FMTLOGM''

Iチャンネル/測定/フォーマットのは定

I[モジュール 2-5]

OUTPUT¢ESIOOi■'CEⅣT7OMHZn !柵引投定

DITTPUTOE5100,■■SPAⅣ10OK71Z" l[モジ1-ル 216]

OUTPUTOE5100.日CALIRESP■■ l校正モー ドu定

1[モジューノし2-7]

INPUT "CONNECTTHRU,THENPRESS [RETURN]".DtnS

OUTPtTTQE5100,日STANC?■■

ENTERQE5100,Tmp

OUTPUT蛇5100.日RESPDONE?"

E〃TEROE5100.Tmp

DISPllRESPOⅣSEGALCONPLETEDII

INPtJTllCONNECTDUT.THEⅣPRESS

EXECUTE'lsING‖

l操操と校正測定

I[モジューノし2-8]

l校正係数の計井

I[モジューノし2-9]

lメッセージの表示

lRETURⅣ〕 ■■,Dl皿‡

Iデ′(イスの接続要求

Ilモジュール 2-10]

I,lu定の トリガ
I[モジュ-JL2-11]

OUTPUT¢E5100.■■AUTO" (オー ト･スケーノL･

OUTPUT¢E5100,■■OUTPMAX7日 lデ-夕の処理と石三速

ENTEROE5100,Valuo llモジューノし2-13]

PRINT■IMAXIMUMVALUE 日,ValuQ."dB■'
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530

540 END

550

2･8 LA宝およびir定のプログラム

lプログラムの拝7

I[モジューノし2-14]



カラム引数と変数

引数をともなうfIP-IBコマンドは,前の萌で説明 したとお り,以下のように実行します｡

モジューノL.2-15.Eil定価をとるコマンド

コマン ドに血仕が定♯されている盤合､j8位やマルチブヲイヤ (K(キt,),H(メガ)など)を<k借>の末

尾につけて使います｡(.tl̂ ,チプライヤは,必ず単位 とともに使用 します｡)

1妊淡とタ丁タダyスの■合もTqじ｡

27yTタタyスとナtブタyスの+合もrqじ.

Bi位は省鴫することもできます｡省略 した地合は,デフオ ,̂トのn1位が適用 されます｡引数の値は､変数を

使用することrc上って,状況に応じて変えることもできます.

モジューノL.2-16.変数をとるコマンド

このステー トメントは､rip-rl]コマンドCENTpc､変赦Cenlerを引払 として与えます｡ このように､ク
ブル ･クォー トの外に引故を出し､セ ミコロンで区切 ることrCよって､変鞍を引数として使用することが

できます｡(コ.VソT-の後ろには必ずスペースを入れtrh )

文字列の引数をとるllP-1B コマyドを以下に示 します｡

モジ1-JL2･17,文字列の引取をとるコマンド

文字列は適才ダブル ･クオー I(I.)で くくりtすが､この8台は HP一柑 コマyFとして全体がダブ ･̂.タ
オー Iで (くられているので,内ATのダブ ･̂･タオ- トを=韮 (''")にする必要があります｡

投吏および荊主のプE)プラム 2-9



このiB合､二正のダブル ･クォート("I)をyンyル ･クォート(J)に置き換えることもできます｡

モジューノし2･1tl,文字列の引取をともなうコマンド

文字列引数に対しても､変数を使用することが{･きます.

モジ1-ル2･19文字列変数の引軟をともなうコマンド

このステ-トノyトも､基本的には数値変数の垢合と同様ですOただし,文字列はゾyプル･クォート{･く

くる必要があるので､文字列変数RlellameSの前後に､yング ･̂.クォー トを送るようにしています.

二n-ダブ ,̂･クォートは､4正のダブ ･̂.クォートで閉じます｡また､ /ソグ ,̂.クォー トを使用した盤合
は､二n-ダブル･クォート(日日){･閉じます｡

以下の例は､どちらも正常に動作しま九 (ただし､ この例で併用したコマンドPROG.EXEC…GET
は外部コントL'-クからのみ契行可舟EですO)

モジューノし2-20.ダブノレ クオー ト付きのコマンド

モジュール2-21.シングル ･クォー ト付きのコマンド

2-lD u定および測定のプログラム



3
データの処理と転送

はじめに

本章比､T-1タの処理お上び内部デ-ク配列へのアクセスの方法を説明します｡

本章で覗明する項目は､以下のとおりです｡

■データ配列

■データ再云送方法

■サン7'̂,･プt}グヲム 補正データ転送

データ配列

木器は測定データ､誤差補正デ-タ､そしてステイミュ?ス･データなどのデータ配列を持ってV･ます｡ こ
れらの配列データは､IIp-IBコマyドを併用 して読み乎きすることができます.

木器のデータ処理の略図を図 311ユrよび図 312に示しますt,

データの処理と転送 3･1
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図 3･1.佃半なデータ処理の流れ 1

3･2 データの処丘と伝送
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宰棄P 雅≡琴宗憎㌢巨甑 .

転亘師 事訂蔑滑 ㌧綜 2

h tMil{;"i去'こ師 宣 苫貯 EP 一.古S-q-

匡13･2.データ処理のSfEれ 2

点根の枠内は､中間あるいは処理済みのデータを持つデータ配列です｡以下の項では､各データ配列につ

いて税明します｡

デ-夕の地理と伝送 3･3



生 デー タ配 列

生デ-ク配列rcは､校正データによる修正を含んだ､実行済みのデータ処理梅巣を格納します.データは､

複素数形式 (美都/虚飾の組合せ)になっており､OUTPRAWTコマンドを使用して番号み出すことができ

ます.測定データに対して独自の補正方法を併用したい勘合は､Q)生データを生データ配列から取 り出し

(モジュール 3･1参照)､② このデータ忙独自の補正方法を適用し､そして③ 補正71-1クをデ-ク配列に
入力します (モijユ-ル3-2)｡

次のキジ1-ル例は､生7--クの問い合わせをおこない､それを取 り出します｡

DI7TDJLt(1201,12) 1兼赦データ虫特用H:JVOPxZt延さする.
DtTrPUT●E5100.･■DUTPR▲V'‖ 生データ配列の問い合わd'
EITEROE5100,D■t(･)

モジュール3･1.生データ配列の取得

+槻迎flPJB コマンド

デ-タを生データ配列に送る際には､次のコマンドを使用します｡

INPURAW,daLa アクティブ･チャンネJt･の生データ配列に,データを送るQ

データ配列

これが､折蓮補正の適用される生データ{.す｡ この配列は､現在測定されているバフメーク用で､祝

群数形式 (突部/虚部の組合せ)になっています｡データ配列のデータは､OUTPDATA7または
OUTPDATAP?i.読み出すことができます｡(誤萱補正された) トレース･メモ リがある垢合は､

OUTPMEMO?またはOUTPMEMOPTQueryが､それを読み出します｡生データと7--ク配列データ
は､どちらも電気的遅延や トレース･マスなどの後処理機鵬を反映しません｡

以下のキジユ- ･̂例は､デ-ク配列のデ-タをセyトします｡

モジューノし312,データ配列データのセット

L関迎HP-1BコIVンド

データ配列デ-タの問い合わせには､以下のコマンドが使用されます｡

OUTPDATA,dLlta アクティブ ･チャンネ ,̂のデータ配列を問い合わせる｡

未フ ォー マ ッ ト･デー タ配列

次の段階で7*-マットされる復果敢の組合せの配列t.す｡フォ-マ ントされていないデータはZhみ出す

ことができません｡

3-4 データの処理と転送



フ ォー マ ッ ト済 み デー タ配列

表示されるデータの配列です｡電気的遅延などの､全ての後処理横脈を反映します｡ZiF列の読み出し放任
は､現在の繋示フ*-マ プトKよって変わります｡

7-ィスプレイに兼示されている情報と同一なので､通常はこのデータZe列が一番6E利です｡選択さTL,たバ

フノータの叫位でデータを使用 したい塊合は､ この配列を併用します｡

以下のキジ>- ･̂例は､デ-ク.トレース記列を闘い合わせ､それt取 りtLiLます｡

DZJtDtt(1201.I7) 暮兼JkデIJt支け屯もためにNOPxzt宝*ナ8.
0m 4丘IlOO,"□LTTl'flLR'" デーP IレースE升trqvL合わ･dha●
EJTn lE5100.D■t(･) OuTPFOR〟Pが､I-ftt事JL7■--ァIで出力する.

モジューノL.3･3.データ･トレースE列の取得

I朋id日IP-1Bコマy r

以下のコ.Tyrを使用 して,データ･トレース配列にTタtスします｡

OUTPFORM! Tクティプ･チ十ンネ ･̂のデータ･トレース配列を出力する｡

OUTPRTMEMT Tタティブ.チャンネ ･̂の}モリ･トレース丘:列を出力する.

非Tタティプ ･チ十yネ ,̂のデータ･トレースだ列は､以下のコマyドを使用してアクセスすることが

できます｡これらのコマンドは､Tタティ7･チャyネ ,̂を変東しないで､両方の トレースを申博す古顔

rc8(利です｡

OUTPIFORM7 非丁クティプチャンネルのデーメ.トレース配列を出力する｡

OUTPRITMEM! 非Tクティブチャンネルのメモリ.トレース一己列を出力する｡

校正係歎配列

校正椿兼は､院襲補正 ,̂-チyで使用される校正係数の配列に格納されます｡各配列は､特定の誤蓮モデ

,̂の解凄灸件に対応します｡校正係赦は､OUTPCAI･C(01lO3lTで脱み出すことが･Cきます.

較正 と敵襲Itデ ,̂の鮮細は､r機能競明普Jをと短くk'さい｡

配列へのアクセス

コントp-?から校正係数配列-校正データを入力するには､本指が事助に改正をおこなって､校正デ汁

タを使用可能にしてある必要があります｡これは､以下のステップでおこなvlます.

1 tF正を有効rcするためrC,Tミー校正を巽行する｡

2.新しい校正係数を送る｡

校正節軌は故実赦データであることに注意してください｡

■朋迎tlPJB コ† y r

校正係赦配列にTクtスするには､以下のコマンドが使用されます.,

OUTPCALCtOIJO2lO3)! アクティブ .チャyネルの､指定された校正
係数配列T--クモ出力する｡

INPtJCALCt叫02lo3) アクティブ ･チャンネルの､指定された校正

係赦 d:列T--タを牧童する｡

データの処理と転送 3･5



メモ リ ･トレー ス配列

DATlコマンドを送るか､DATA一十 杵EMを押して､ トレース･T--タを71レース･メモリに格納する溌合
仕､データ配列デ-タはメモ リZe列に格納されます｡}キジ圧列デ-タは,フ*-マット処理を通 り､
LCDディスプレイに5St示されている}キ9･トレース虎列に格机されます｡匹83-1および図 3-2をE'蒐
ください｡

16-トレース制限の他にも､一皮に トレース ･メモリに格納できるトレースの故は ､ yステム･}モ少の

キ十,(シティと､ トレースの雅定点数で変化 します｡本給は,常に3トレース分の}モリセ6Bz保していま
す｡鼓りの}モ9は､イソスッウル}ソt.BASICのグラフィックスと共有きれます｡

メモ リ配列へのアクセス

醗み取りは､アクティブになってVlるメモリ虎列のデ-タのみです｡メモリ配列は扶み取 り専用です｡以下

のキジユー ･̂例は､メモリ配列からデータを読みます｡

otTrFtrTJESlOO.-I)tTrPT7tE)叫 7タティブKなっている.
EJTEI +EBlOO.Dtt(･) OtcTrの辞りすt受け屯も｡

モジューJL3-4.メモ リ配列データのtk得

トレース配列へのアクセス

トレース1配列データでは､競み書きの両方が行えます｡以下のキ ジA-A,例は､ トレース配列のデ-タを

tットLtす｡メモリをディスプレイrtセ 7 トすう帆rc, トレ-スからノモy-の格納処理を実行するIB
空きがあります｡

otTTPUT4ES100.''1)▲Tr.I Iレース･f-タtIレース定71JJe,に枯ML､Iレース兄列廿4tを執り当てる.
otTTm ●ESIOO.●◆OLrTPT7tETl'■■ Iレース虎列t問い合わせる.
ouTPVr●EBlOO.E)▲t(･) Q"7-rのJ=り依モ支け屯8.

モジi-ル315.トレース配列データのLB定

A関連llP-1Dコマンド

以下のコマンドは,メモリ･トレース配列の内容をfylい合わせるたわに虻用されます｡

OUTPTMEM! 7クテイブ .チ十ソネルのメモリ.トレースを出力する｡

OUTPITMEM7 非アクティブ･チャンネ ,̂のメモリ･トレースを出力する｡
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データの転送方法

この項は､データ転送の方法を解説します.データ配列のデータを､外部に送 り出すには､ASCIIとバイ
ナリの2つのデータ転送方法があります.外部から入力する盤合は､ASCTT転送のみです｡

+二 二 一 弓 HP-lB 巨 ト 巨 ∃

ASCll転送

アナライザー巨∃! HP-lB コントローラー巨∃

図3･3.ASCllおよび/(イナif転送の内部処理の概略

ASClr転送はフ*-マットされた処且を通るために､ブE,グラムが7--タ･7*- マットを同視としませ
ん｡適rc､J<イナリ転送は政凄データを送 りますが,データの-ツタを利用してデータを指定しなければ

なりません｡Jl-イナy転送はASCn転送より高速です.

ASCll転送

ASCIIフ*-マyト転送は､木器とコントp-ヲ間の配列デ-タ転送の中で､一番簡鎖な方法です｡木器
とコントローラが､転送されるデータのフォーマットを自動的にこのフォーマ yトで処理するため､デ-

ク･フォーマ ッTLを気にする必要がありません.OUTPUTとENTER文を併用して､配列データを送信
あるいは取得するだけです｡

ASCIf転送7*-マットは､各データ測定点毎に14文字 (T-1タ)または22文字 (スティミュラス)の
文字列として送られます｡ この文字列には､数字､記号､小数点などが含まれます｡したがって､201ポイ

ントの測定点の坂東赦データのデータ長は､6,030バイ トrCなります｡(各データのデータ区切り紀号
"LF"を含む｡)

本筋から､ASCllフ*-Lqットを併用してデータを取り出すには､以下のような処理をおこなvlます｡

1取 り出すT-一夕と同じ大きさのデータ配列を定耗する｡

デ-夕の処理とl云送 3･7



2データ転送フ*-マプトをASC工1忙櫓定する｡

3 データ･Queryコマンドを送る｡

4 データを取 り出す｡

モジューノし316.ASCHフ*-マ ントi:使用したアナライザからのデータの取得

フォーIqットを指定して､デ-クを送る7t'けで,木器忙容易にデータを送ることができます｡

OUTPUTJEBIOO,"FOM4" ^SCJl?I-▼アトt指定すら.
oLrrPUTQESIOO."I■PUD▲Tl'1.DJLt(･) コ▼yドとデ-タt送る｡

モジューノし3･7ASCH伝送でアナライザL=データを送る

バ イナ リ転送

チ-ク転送を高速化するには､ バイナリ.フォーマプトを使用しますOバイナリも≡送には､3つのフォ-

ヤyトがあります.データの問い合わせ時に本船が出力するデータ.フォーマットの一塩を以下に示します.

rlEEE64I:'ット浮動小数点フォーIqy7.

図 3-4に､IEEE64ビyト浮動′ト赦点7*-マットのデータ転送フォーマットを示します｡ データは､

200/300/リーズ.コンビ1-クの内軒KIEEE64ピYト浮恥小数点フ*-.qツトで格糾されるたわ,
コンビュ-タによる再フォーマ ットの必要がありません｡ このモー ドでは､各数値が8バイ トを使用し
ます｡

# 6 データ.サイズ(′くイト)(6′くイト) ⊂ ≡ ≡ ≡ ユ -1 ′く(,I,:(8バイト) (8バ∵ 一 三

固314.1EEE64ビット浮肋小鞍点フォーマット

■lEEE32t='ッT.浮動小数点フォ-マ γト

EZl3-5K､IEEE32ビット浮動小数点フ*-マットのデータ転送フォ-IVyトを示しますQ このモー ド
では､各数値が4バイ トを腔用 します｡64ビット･フ*-マットとの違いは､有効桁政です｡64ビッ
ト.フォーマyトは､ このフォ-マットの2倍の精度があります｡
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# 6 デ-ラ(バ6帯 ズ 匝 十 く(JJ,至(イト) (4′{イト) ∴ -

図3･5.1EEE32ビット浮動小歎点フォーマット

.MS_DOS@ フォ_寸 ,I

このモー ドは､IEEE32ビyト浮動小数点フ*-マットが修正されて､バイ トの塀番が逆になったもの
です｡MS･DOSフォーマ ットには､データの僻番を保持するために銃み込tI必婆のある,4バイ トの
-yタがあります｡ このモー ドでは.再フ*-可ツT.をすることなくPCの内部にデータを格納するこ
とができます｡

データ ･-ツタ

図 3-4や図 3-5で示されているように､バイナリ･7*-マット転送では,実蕨のY-1タの前に7--タ･
-ツダが付きます｡バイナリ転送を使用する壌合は､データ本体 と一緒にデータ.-ツダも処理する必要が

あります｡

バイナリ.フォーマYトでデータを問い合わせる盤合は､木器は固定長 (8バイ ト)チ-チ.-7ダを出力

しますので､デ-メ .-yダを8バイ トの文字列として扱うことができます｡

バイナリ転送を使用してデータ配列にデータを送る礎合は､送るデータPCデータ ･-yダを用意する必要

があります.データ.-yダは転送されるデ-タのサイズを持ちます｡データ･-ッダは､ /ヤーブ (#)､
"7--ク･サイA'"のバイ t･数､デ-ク･サイズの3つの部分からなりますd

㊨++ll l ll_….‥]

図316./(イナリ･データ･- yダ

たとえば､201ホイy トの測定点の複素数データの64ビYト･フォーマyトのデータ.サイズは､3216

バイ ト(=201×2×8)になります｡"3216''は4桁(4J<イ り の赦字ですから､データ･ヘッダは､
"#43216''忙なります.本館で発生した問い合わせをされるデータ･-Yダは､`̀データ･サイズ"の前rc
"0"を入れることに上って得られる､8バイ トの固定長へYダです｡たとえば､上のデ-ク ･-ッダは､
"#6003216T'という8バイ ト文字になります｡配列にデータを送るには､どちらのタイプで も使用するこ
とができますb
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アナライザからのデータの取得

バイナリ転送モー ドを使用して7'ナライザからデータを板持するには､以下の処理に従います｡

1バイナリIT-1タ･バスを指定する.(フ*一マット･オフを指定｡)

2 データ転送フォーマyトをバイナリに指定ナも.

3 取 り出されるデータと同じサイズのデータ配列を定葬するC

4 データQucryコIVy ドを送る｡

5デ-ク･-ツダを放 り出すq

6 データを弔 り出す.

7 ターミネータを取 り出す｡

8 バイナリ転送が終了したら､転送フォーマットをASCITモー ドにセyトする.

図 3-4および Eg]3-5で示されているように ､ バイナリ･データが､ASCTTヘッダとバイナリI7--タ本
体の組合せで送られます｡7--タを正 しく取 り出すには､データ･ヘッダとTJ-クそのものを別々忙取 り出

す必要があります｡

以下は､IEEE64ピッh･フ*- マットを使用した､デ-クの受け取 りをおこなうサンプJL,･モ/'エール
です｡

りrc717モGFう.け 一 タ ズ

モジューJL･3-8.,1イナLl伝送を使用した7ナライザからのデータの取得

注吾己 バイナリ転送は､データを本務に転送する場合には,用vlることはできません｡外部か

ら､木器にデータを読み込tr盤合には､ASCIl転送を用います.

■関迎HP-IBコマンド

データ転送フォーマットの婚定には､以下のコマンドが併用されます｡

FORM2 TEEE32ビyト浮動小数点フォーマ yトを選択する｡

FORM3 1EEE64tfyト浮動小数点フ*-ヤ Yトを選択する｡

FORM4 ASCITフ*一寸ッT･を選択する｡

FORM5 MS-DOSフォーLlyトを選択する.
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サンプル ･プログラム-2:バイナリ･データ転送

IEEE64ピ ソト浮動小数点フォーマyトを使用 した､ トレース･データ転送のサンプ ,̂.プログラムです｡
このプロダフムは､各 トレース測定点毎のデータをバイナリ･フォーマットで転送し､画面に表示しますQ

Disk このプログラムは､IlINARYという77イル名で､付属のサンプル .ディスクに含ま
れています｡(ForlnStrument8ASIC)外部コントt7-ラ用のプログラムは､
DINARYIEという名軌です｡

ASSIGNOE5100TO800,FORHATONIIBASICの初期化
ASSIGN匂DtTO800.FORMATOFFJ
Scode=8
CLEAR¢E5100

DIMDa℃(1201),Stlm(1201) I変数の宜T

OUTPUT¢E5100;■■PRES'1 1,測定の校定
OUTPUTQE5100,"CHANl.ANAMODEGAINP.MEASAR.FMTLOGM■■

ⅠNPUT''EntQrCOntQrfrQquOnCy(MHz)日,F_cQnl:
INPUTl1Ent匂rfzLequenCyEiPan(kH2;)".F_甲 an
OUTPUTOE5100.■'CEⅣTII.FICent+1E+6
OUTPUTOE5100.日SPAN'I,FIE)Pan+loo°

EXECUTE"SING'l l,AU定の トリガ
l[MODULE2-12]

OUTPUT¢E5100."POIⅣ?n ′(イナLl転送を使用してデータを取得

ENTER¢E5100;Nor
OUTPUTQE5100,日FORM3'l
DUTPUT匂E5100."OUTPRFORM?''
ENTERCE5100USINGr'#,8A",HlaadlirS
ENTERQDt.Da℃(*) l
ENTERQE5100USING■'#,lA■'.End‡

OUTPtJTOE5100."OUTPSTIM?" lスティミュラス価i:JLイナリ転送

ENTERQE5100USING"l.8AH.Head8r‡
ENTERQDl:,Stlm(+)
ENTERQESIOOUSING■■書.1A",End‡

ASSIGNODtTO+ I伝送データを表示
FORI=1TOⅣop
PRINT"POINT''.I,Stlm(Ⅰ),■■[Hz]■■,Dab(I),"[dB]"
ⅣEXTI
I

END lプログラムの終了
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4
り0ポー トの使い方

はじめに

HPE5100A/Bのリア･バネ ,̂には,24t='ットのⅠ/0 ホー トが装備されていますC ここでは､BASTC
からⅠ/0ポー トを併用する方法rcついて脱明しま九

24t='yH/0 ホー トは､以下のようなピソ配管にな･'ています｡rユーザーズ･ガイ ドJの付鉛Dの ｢ノ､
ヲレル1/0(壕碑bJ:ぴオプレコソ006)｣を参照してくk'きい.

図 4･1,l/0ポー トのビン配fr

以下に､インスッウル}ソTIBASICでコyTIT71ルできるラインの併用について粥明します｡

出力ポート(ビン5-28)

HPE5ユ00A/Bは､出力する7--ク帽にあわせて8唖類の出力ポー トを選択することができますC このら
ちホー トC(t'y21-24)とポー トD(ビン25-28)は入力ポートと兼用になってお り､注意が必要です｡

I/0ポー ト-7--クをtiIカナもには,以下の2つの方法がありま+Q

■イyスッウル}ントBASICのWRITEIOを使用する｡
■lip-IB コマソドのOtJTAIO･-OUTf110を使用する｡

データ出力

以下にデータ出力の手垢を示します｡

1A,8,F以外の出力ポー トを使用する解合は､C,D7p-- トを出力ポー トに取定します｡

り0ポー トの使い方 4･1



2 コソ7.ローヲから]/0ボー トを介してデータを出力します｡データ出力には以下のコマンドを併用し
ます｡

C,Dポー トが入力ポー トK設定されているときrc､C,Dボー ト(E,G.lIホー トも含tI)-T--クを出
力すると､書曾メッセージCAUT10N･WRONGI/0PORTDIRECTIONが表示されま+.
データが出力きれると,出力ポー ト用ヲイ トストローブ出力(I:'y31)忙負ノ､ルスが出力されます｡外部機
器から1/0 ホー トに出力された71J一夕を読み込むときは､ この出力i･モニタして同期を取 ります.

入力ポー ト(ビ ン21-28)

肌述したとお り､入力ポー トは出力7h-- トと兼用になっています｡データを入力するときは､あらかじめ

C,Dポー トを入力モー ドに改定する必要があります｡C,Dボー トが入力モー ドrc牧定されると､C,D
ホー トのl/0 ステータス .ライy(ピソ29,30)が LOW に設定されますQ外部からデークをインポー ト

する♯合は､C,Dホー トのJ/0ステータス･ライy(t='ソ29,30)をかならずチェックして､確軍にC,
DボI I.が入力モードに設定されてLnることを確出してく7Eさい.

1/0ポー トからデータを院み込tlKは､以下の2つの方法があります｡

JインスッウルメソトBASICのREADIO文を使用する｡

JHP-1BコマンドのOUTPINPCIO!～OtJTPtNPE107を使用する.

データ入力

以下に､外部親船からのデータ入力の手塀を示します.

1C､Dポー トを入力ポー トrc股定します｡

4･2 1/0ポー トの使い方



2 C､Dポー トの1/0ステータス･フィン(ピy29,30)をItユタして､LOW pc限定されていることを
確認しま+D(ただし､POSLコマソド{.正翰理に役宅している溢合は､入力モー ドはHIGllになり
ます｡)

3.データをI/07ポー ト-入力します｡

4 コントローラから以下のコマyドを美行して､I/0 ポー Tに入力されたデータを続み込みます｡

Cボート(4ビytl)

Dポー ト(4ビyり

Eポ-ト(8ピッt)

DUTPIyPCIO7data

DUTPIFPDIDl1data

OUTPIFPEID?Gala

DataニREADID(15.2)

Data=READIO(15.3)

pal;a=READIO(15.4)

チ-ク入力を本館に伝えるために､lNPUTl入力(ビy2)があります｡許 い∩使用法は､ ｢1NPUTl入
刀 (ピソ2),OUTPUTl出力 (ピソ3),OUTPUT2出力 (ビン4)｣コマソドを参照してくh'さいo

lNPUTl入力 (ビ ン2),OUTPUTl出力 (ビン3),OUTPUT2出力 (ビ ン4)

WJ定時に､HPE5100A/Bと外部機器との間{.タイミングを取るために､ステークス ･ラインがE'ソ2-
4に割 り当てられています.以下にそれぞれの働きを説明します｡

INPUTl入力(ピソ2) 外部からタイミングを本音旨K-知らせるためrc併用 します｡ このビンに入力が

あると､OUTPUTl,OUTPtJT2が櫓足した状憶に役定されます｡

OUTPUTl出力 (ピソ3), 外部牧瀬-lipE510OA/Bの状態を知らせるために使用します｡
OUTPUT2出力 (ピソ4) INPUTl入力時に､指定した状態に改定されます｡汀p-TB コ･Erソ ド{･任恵

の状蒋M:限定することもできます｡

INPUTl入力時のOUTPUTl,OUTPUT2の状臆は､以下のコマンドで設定します｡

INPUTl入力時のOUTPUTl,OUTPUT2の状態を性交するコマンド

また､以下のコマンド{･OUTPUTl,OUTPUT2を任意の状態に改定できます｡
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チ-夕l/0例

それでは,只体的M:ステータス.ナ インを併用 したデータI/0例t見てみましょう｡ ここでは､
OUTPUTl､OUTPUT2を以下のステ-クス ･インy'ヶータとして官用します｡

OUTPUTl 測定とT--タ典男が終了して Iリガ待ち状糠の時にHIGHに改定されtす.

OUTPUT2 測定を行っている間HTGHに改定されます.,

これらの状態をタイミング･チャー トとして表すと､以下のようになります｡

LNPUT'__刀

OUTPU,.√ 1 -｢｣一｣ ::wHl l
l ーl

oUTPUT2 l HIGH
l LOW

l ー l
△ △ △

■丁 ∫

図 4･2.INPUTl,OUTF)UTl,OUTF>UT2のタイミング ･チャー ト

1 まず､rNPUTl入力時の OUTPUTl,OUTPUT2の状髄を取足します｡図 4-2より､OUTPUTl
は LOW､OUTPUT2はTIIGl王に設定 します｡

OUTPIJTOE5100."DUTIEⅣVLH

OUTPUlrQE5100."OUT2EがVN"
2 つづvLて､ql定を行います.nTPUTlの入力にあわせて トリガをかけhJ走を行います｡データ処理が

耗7すると､ ･̂-プの先頭へ戻って トリガ待ち状態t示すためPE､OUTPUTlをHJGllに設定しま
す｡INPUTlポー TL-のT--タ入力のタイミングは､tNPT!QllCryで粥ぺ ることができます.

4-4 I/○ポー トの使い方



LOOP

EPE▲T

モジュール5-1.データl/Oの使い方

l/0ポ- トの使い方 4･5



ハラレJLI/0モー ドA(オプション005のみ)

lipE5100A/Bのオブ/ヨソ005忙は､入力4ピッt/出力8t='ットの1/0 ボー トが装潤されています｡
以下に､オブ/ヨン005T/0 ボー トの､13ASIC71pグヲムからの使用について現明します｡

データ出力 (4ビ yト)

データを出力するには以下の方法がありますd

llイ/スッウルメソトBASICの舶合は､WRITEIO ステー トメントを使用する.

WRITE10 15.2,daゎ

LtlP･T13コマンドのOUT810を併用する.

OUTPUT¢E5100,■■OUT8IO■■,data

データ入力(8ピット)

入力されたデ-クを読み込tFには以下の方法があります｡

■インスソウルノントBASICの壌合は,READIO文を使用するo

Data=READIO(15,2)

JHP-IBコマンドのINP8107またはOUTPINP8107を使用する｡

OUTPUTtE6100."IIIP810'一' I/OtトートからのデータをEr書出力させも■
EITER eESl∝〉.htL 戻り値はJビット データ

モジュール5-2.入力データの耽み込み

OUTPUT ●ESIOO.''IIP810'◆ I/0ポートからデ-1をノJtyに読み込み､}Jty上のデータt出力舌せる一
口LITPUT●ESIOO.llOtTrPI∫PBIt),''
ErTER4ESIOO.DJLt■ 戻り甘rlJ:世JピッIKOが設定されたeビyト デ-タ

モジュール5･3.入力データの臨み込み

4･6 り0ポー トの使い方



5
ステータス･レポー ト機能

本水には､/ステムの状態をレポー トするステータス･レジスタがあります｡レジスタの内容は､本管旨の状

態にJ:って変化します.このレジスタを読み取ることに上って､木器の特定の状態を知ることができます｡

本章は､以下について鵬明しています.

T一般的なステークス .レ1,'スク.モデ ,̂

･HPE5100A/Bのステークス･レジスタの構造

IIプFJグ?ム内でのステータス.レ/'スタの使用

■サy7'̂,,ブE7グヲム 校正の実行

一般的なステータス ･レジスタ ･モデノし

本非には､7ナライザの状伸をレ7ポー トするためのステークス.レポー ト システムがあります｡

図 511.-枚的なステータス･レジスタ･モデJL,

ステークス･レポー ト ソステムは､図 511に示されるような階層桝適になっています｡本務がある状態
になると､イベント レジスタの対応するビyIが "1''rcなります.したがって,イベント.レジスタを
抗みとれば､本群の状態をチェックすることができます｡

イベント レジスタのビットが "1"になり､対応するイオ-プル ･レジスタの ビアT.も仙1"忙なると､ス

テークス･バイ ト.レジスタのサマリ･ビットが L'1''にセyトされます｡ステークス･バイ ト･レジスタ
は､ /リアノレ･ポールで閑ペることができます.

ステータス ･レポ- トth熊 5･1



サービス･リクエス ト･イオ-ブ Ĵ･レ/'スクの対応するビットが"i"の溢合は､ サービス･リクエス ト

(SRQ)がステークス･バイ ト･レijスク･ビットのポジティブ･トランジ/コソに上って発生します.SRQ
を発生させすることによって､コントローヲに本館のサ-ビス･リクエス トを知らせることが{･きますO

イベ ン ト･レジスタ

対応するアナライザの状態の変化i･､イベント レジスタ中のイベント.ピットとして反映します｡ これら

のビットは,7ナヲイザの状態の推移を過碗的に監視し､必要PC応じてイベント･ピyI.を変更しますo

ITp-rI)コマンドを使用してイベント･ビットを変更することはできません｡

本署吾には､以下のイベント.レジスタがあります｡

■汎受水イベント ステータス ･レi,'スク (衰5-3をご覧 ください)

I楳嘩イペ/ト ステータス･レジスタ (衷 512をご覧 くださvl)

Iオペレーンヨy･ステータス ･イベント･レ>'スク (表 5-4をご覧くだきvL)

イネー ブル ･レジスタ

イオ-プ ･̂･レジスタは､SRQの発生に関適したサヤリ･ビyトをセットするイベント ビyトを選択 し
ます.レジスタのビットは､マスタ･ビットの働きをします.特定の状噂変化.(.､ステータス- イヾ ト･レ

ジスタのビy トをセットLh:い盤台は､対応するイネーブル ･レジスタのt:'ットを"1"忙セットしますC こ
れで､対応するイベントが発生した時にステ-タス.}<イ ト レジスタのサヤy･ビットがセットきれますO

ステー タス ･/iイ ト･レジ スタ

イネーブル･レジスクで有効にきれたイベント･レジスタが "1"忙 セyトされると､ステークス.バイ ト.

レジスタの対応するビットが "1"忙セyトされます｡ このレジスタは､出力キューやSRQのステークス
も表します｡

ステータスIバイ ト･レ/'スタの値は､⊃yトローラから/リアル.ホール文まh:紘+STBTQueryを使用
して訳 tFことができます｡どちらの方法でステータス･バイ ト レジスタを醗んで も､ステータス･Jヾイ

ト･レジスタの内容は影苧されません.穀511にステ-クス .バイト レジスタの内容を示します｡

yリ7 ,̂.ホールは､ステータス.バイ ト レジスタのどγト6竜一､RQSビットとして読みます.+STBT
コマyドは､ピット6をMSSI:'ットとして続みます｡

サーttス･リクエス ト･イネーブル･レジスタを設定することで､ステークス･バイ ト･レ/'スタに連動し

てSRQ(サービス･リタエス 日 を発生させることができます.

トラ ンジシ ョン ･フ ィル タ とコンデ ィシ ョン ･レジ スタ

トラン/'ノコソ.フイJL･タを使用すると､本絹の状態のどの トラン ジ/ヨンがイベン ト レジスタにt='ット

をセットするかを選択することができます.

ステータス･レ/'スタにトラソi,'ゾヨy･フィルタがある場合､イベント･レ/'スクの下に､コyディ/ヨ

ソ･レジスタとLnう下位レジスタがあります. トラソ/'ショソ.フィルタは､イベント･レi}スクとコン

デイyヨン･レジスタの間rcなります｡ トラy /'/ヨy･フィルタを併用すれば､コyディ/ ヨソ･レジス

タ･ビyトの正/n遷移の両方または一方Kより,対応するイベyト･レジスタ･ビットを "1''忙限定{･
きます｡例えば､ネガティブ.トフyザタyコソ･フィルタを設定した凝合､コyディショソ.レジスタ･

t='ットが Ll''から"0"忙変化したときに.対応するイベン ト レジスク･ビットが "1"忙設定されます｡

5･2 ステ-タス ･レ,ll- ト書書E



B]5･2.トランジシaン ･7イJL,タとコンディシi)ン･レジスタ

HPE5100A/Bでは､オベレー/ヲソ .ステークス .レジスクの "7'.,ダフム実行中"ビットにのみ トラ
ンジソコソ･フィルタがあります. 71ヲンジンヨソ･フィルタを使用することに上って､プログヲムの美行

の最初あるいは最後に,SRQを発生 させることが{.きます｡
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ス テ ー タ ス ･レジ ス タの 構 造

ステータス･バイ ト レジスタ(STD)は､木器の内布状_垢Bt示す3つの各ステータス ･レジスタの状帳を
まとめたものでナ｡図 5･3に､本館のステータスIL,ポー ト息群を示します｡

図5･3.ステータス ･レポー ト+M

木器には､軟誰の状態をレポー トするステ-クス･レポー ト･/ステムがあります｡ステータス･バイ ト

は､8ビァトのレ/'スタで,各ピットがその時点における練器の状頓t表しています｡外帝コントI,-フカ､
らステークス･バイ t･の内容を競み稔るKは､SPOLL(717)命令を依います｡SPOLLコマ y ドは､東沖

をリモ- ト状態Kせず､正捷ステータス･J､イ トの値を読み埠 もことができます｡そのため､コソTIE,-ラ

が値を読み頼っている間でもフロンレ{ネルからのキ-操作が行えます｡また､◆STI】?コマンドを駆って

ステータス,バイ トの内容を脱み取ることもできます｡ステータス･Jヾイ トの値を読み取っても､ステーク

スIJiイ トの内容に彫甲はありませんO穀5-】忙ステークス･バイ トの各 ttット定萩を示 します｡

5-4 ステータス･レポー トt*能



衷5-1.ステータス ･パイ ト(STD)のステータス.ビット定羊

ピット位dl 名称 説明

24a67 (EyentSta一u占Regjster8) イベント.ステ-クス .レジスタ 8(イyスツケ̂ ,ノント イ

限定されます.

サマ リ.ど.yト 鞍愛されました○

MSS

改定きれました.

FLQS(Reques一Service)Summaryt)iL)

以下は､ステータス･バイ トのメyセージ･Tベイヲブル (MAV)の内容を脱み懸 る打P･8ASICのサン
プルプロダフムです｡

10 Sl:attSPDLL(717)

2O Stt)4EBIT(Star.4)
30 PRINTStb4

40 EⅣD

B]514.ステータス ･,1イ トの読取 り例 (1)

また､次のようにブ1,yヲムす ることもできます.

10 ASSIGNOE5100TO717

20 0tJTPUT¢E5100,■■●STB?■■
30 ENTERQE5100,Sta℃

40 Stb4=BIT(Sta℃,4)
50 PRINTStb4

60 ETID

図 5･5･ステータス IJiイ トの読取 LJ例(2)

ステータス ･レポ- トBL能 5･5



ステータス･バイ トの下位には､イベント ステータス･レジスタ(ESR)､ イベント ステークス･レジ
スタB(ESB)､ オペレーショナル ･ステ-タス ･レジスタ(OSR)がありま九 各レジスタは､ステー
タス･ビyトが監視しているイベyトの状態によってビットが設定されます.このステ-クス ･ビットは､

対応する状態が発生したときにセYトされ､Queryコマンド忙よってレジスタの内容が醗み取られたとき
や､●CLSコIVンドが架f〒されたときにクリアされます.

表512.イベント.ステータス ･レジスタ(ESR)のステータス ･ピント定轟

ビット位aE 名称 脱明

023457 (OT,erahonComplete=OPC)

(QueEyError)

した.

(ConmandError)電源投入ビ./ト(PowerON)

516 ステータス･レポー ト8t能



表 5･3.イベント･ステータス .レジスタB(EBB)のステータス ･ビット定義

ビッ ト位tF 名称 硯明

0345610ll1213 1回掃引/グルーブ赦掃引終了 ピッ

IComplete)

ス4) りました○

リミ.yト テス ト不合格 (トレ-

ス3) りました○

リミット テス ト不合格 (トレ-ス.2) りtLIt○

リミット.テス ト不合格 (トレー

ス1) りました.

リミット テス ト合格 (トレ-ス

4)(LimitPaBSed,4) りました.

3) りました9

2)(IJimitPJuSed,2) りました○

兼5-4.オベレーシiン ･ステータス ･レジスタ(OSR)のステータス .ピ ント定義

ビット位IE 名称 悦明

各ステータス･レジスタにはイオ-ブル ･レジスタがあり, これをイネーブ ･̂忙することで､ステータス･

ビyトの状態Kよりサービス要求(SRQ)ピットを発生させることができます.たとえば､本務の掃引が終
了したとき忙SRQを発生させるには､那 lの横丁を示すESBの第 0ビット(1回那 l/グルーブ数掃引
終了 ビノt)のマスク･レ/'スタ{.あるESN】】の第Otlッtと､SREの第2ビyトをセ yトします｡ この
改定は､ESJ∋の第 0ビアt･からSRQ発生-の道を作ることになります｡

SRQを使用したプログクミングrcついては,rlIP一柑 7't7グヲ ミソグ ･ガイ ドJを参照 して くださいQ
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OSPT,OSNT

OSPT(オペ レー シ ョン ･ステー タス ･ポ ジテ ィブ ･トラ ンジ シ ョン ･フィル タ)

オへレー/ヨy･ステークス･レジスタ･ポジティブ ･トヲソ/I/ヨン1フィルタをセyトしまナ07h'/'
ティプ･トラ/ ソyンヨン･フィルタに "1"をセyトすると､オペレ-ン ヨソ･ステークス ･コソディ

/ヨソ.レジスタ(OSR)のピットの0から1-の立ち上が りで､対応するオペレーンヨy.ステータス･

イペソt･レジスタ(OSER)へ 1を暫き込みます｡

木器のOSRは､ビット147t'けを利用して7'Fグラムの実行状態を示してVlます.したがって､OSPTの
ビyト14をセットすると､プログラムのスター ト時にOSERのt='ット14に"i"が省き込まれます｡
(OSEのビット14がItツトされていれば､同時にSTBの1='ット7忙"1"が書き込まれま+o)

OSNT(オペ レー シ ョン ･ステー タス ･ネ ガテ ィブ ･トラ ンジシ ョン ･フィル タ)

オペレ-/ヨン･ステータス･レジスタ･ネガティブ .トランジショy･フィルタをセットします｡ネガ

ティブ･トフンijyンヨソ･フィルクに1をセッ71すると､オベレーソヲン.ステ-タス.コyディンヨ

ソ.レジスタ (OSR)のt='ットの 1から0-の立ち下が りで､対応するオベレーyヲン･ステークス･イベ

ント レ/'スタ(OSER)へ 1を審き込みます.

本館のOSRは,ビット14だけを利用してプログラムの実行状態を示しています.したがって､OSNTの
ビット14をセノトすると,71'グラムの終了時にOSERのビット14にIL1"が書き込まれます｡(OSE
のttット14がセットされていれば､同時にSTBのt:'バ 7忙"17'が番号込まれます.)

5･8 ステータス･レポー ト模範



プ ログ ラ ム 内 で の ス テ ー タ ス ･レジ ス タの 使 用 方 法

アナヲイザの特定の状態の変化を判定するために､ステークス.レボー ト機構を使用することができます｡

次のような方法があります.

1ステークス .レジスタ (イベント･レジスタまたはコソディ/ヲン.レジスタ)を直接読みとる.

■サービス･リクエスト(SRQ)を使用する｡

ステー タス ･レジスタを直接読 み とる

Tナライザの特定の状態を判定するために,ステータス ･レジスタの内容を直接見ることができます｡ス

テータス･レ/'スタの変更を受けたタイミyタを知る必要がない崩合は,この方法を併用 します.以下の手

17で､レジスタを濃膿抗みとります｡

l イべyT･.レジスタあるいはコソディ/ヨン.レジスタの内容を問い合わせる｡

2罷 り値を取 りttiす｡

以下は､BIT関数を使用 したHP-BASICのサyブル .プログラム{.すQ

モジューノし4･1.イベント･レジスタの読み出し

pbg迎HP-IB コマyド｡ 以下のQueryコマンドで､イベント レジスタの内容を直嬢映 tIことができ
ます｡

+STD? ステータスIJl-イ ト･レジスクの内容を返す｡

+ESR7 イペント･ステークス .レジスタの内容を返す｡

ESB? 脚定鯨イベント･ステータス.レジスタの内容を返す.

OSR? オペレ-ション･ステークス ･レジスタの内容を返す｡

OSER? オベレー1,ヨソ･イベント･レジスタの内容を返す｡
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SROと割り込み

FIp-8ASJCではプt,グラムの初期化 ･̂-チyで本誰からのサービス .リクエス ト(SRQ)によも割 り込み
私選の指定がで きます｡

SRQそのものは､SRQの発生元に関する情弗を一切持ちませんが､SRQの発生元のT-バイスのステータ
ス ･J<イ r･レジスタのリクエスト サービス(RQS)ビアトは､1にセットされます｡バス上に複軌のT-
バイスが嬢碇されているtB合は,yy丁 ･̂･ポールを使用 して､本給のRQSビアト(tt-/ト6)をチェック
することがICきます｡

状態が変化するタイ ミングを見たい港合は､SRQ割 り込みを使用 します｡HPIBASICではSRQ割 り込
みを-tツトするには､以下の手中を使用 します｡

1 削 り込みの飛び先t定鵜する｡(ONINTR文を使用する｡)
2 対応するイペyI.･レ/'スタ･ビットのイネーブ ･̂′.レジスタを 1にセットする.

3 対応するサービス･レジスタ ･ビットのイネーブJLH レジスタを 1pcセットす る｡

4SRQ割 り込みを取定す る帆rc､ステータス.レジスタをクリアすう｡

5SRQ割 り込みを改定する｡(ENABLEINTR文を使用する｡)

6 イベントを開始ナも｡

7SRQを持つ｡i正常､プ｡ダフムはエy ドレス ･ループで待つ0

8HP-IB上K:､SRQを発生することのできる振放のデバイスが存iEする18台は､目的のデJ,lイスの､ス
テータス･バイ ト レジスタのど?TL6をチェアタします｡SRQがEl的のT-バイスから発生している♯
合は,ステータス ･バイ ト.レジスタのビット6は､1にセットされています｡

以下の桝では､掃引の耕丁を&知するたわにSRQ創 り込みを任用 します｡ これpcは､ESZ]のビット0が
併用されます｡

(2○=1)

UTPVTUTPtlTLTTPUTTTEItTTPUTr▲BLELTTPUTlltiAS■●●P_F)OTE■▲GOTQrt)IF 00;Dpc
モジュIJL4-2.SRClと割り込みを使用したけ引終了のtA知

達吉己 ●CLSは､イベント レi;スタとステータス･バイ ト レジスタだけをタ97'Lます｡イ

) 三言 ㌫ ;≡;三三olび 桝 ''ン◆フィルタの脚 ､◆CLSコマン ド郷
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図 5･6に,上の例でのSRQの発生手順を示 します｡

図 5･6.SRQの発生手順

J関i垂HP-18 コマソ TI

SRQの発生させるには､以下のlJPIB コマンドを使用 しますQ

+SRE(数値) サービス ･リクエス ト イネーブル ･レジスタをItyトしまナロ

'ESE(数値) イベント ステークス･レジスタのイネ-プ ,̂･レジスタをセットします｡

ESNB(数値)

osE〈数値)

DSPT(数値)

DSNTl数値)

測定者各イベント ステークス･レ/'スタのイネーブル ･レジスタをセ ット

します｡

オベレー/ヨソ.ステ-クス･レジスタのイネーブル .レジスタをセ ット

します｡

オペレーション･ステータス.レジスクの トフソノンヲン･フイJl,クを､

ポジティブrcセットします.

オペレ-ソヨン･ステークス ･レジスタの トタン/'ショソ ･フイノレクを､

オガテイブにセットします｡

ステータス ･レポー ト1群能 5･11



6
プログラミングのヒント

はじめに

本章では､HPE5100A/BとイyスッウルノントBASIC､外部コソT.ローラを併用する浪合の方法､注
意点について覗明しています｡また後半で比､プロダフム作成時のテクニック,高速化のためのヒントなど

r._ついて紹介しています｡

本章で説明する項目は以下のとおりです｡

b外部コントローブと本館の併用

I外部コントローブからのイyスツケ^･} y トBASICの制御

■プログヲミyグ･テクニyク

外部 コ ン トロー ラ と HPE5100A/Bの併用

JiPE5100A/Bは､他のHP一IBl鮎 純 利御するコyトローヲとしての機能を備えています｡外部コント
E7-ヲを使用する溢合､2台のコントローラを同一パス上で使用することもできますB本項では､同一バス
上での2台のコントローラの使用rcついて脱明します｡

ロー カル操 作の ロ ックア ウ ト(LOCALLOCKOUT)

外部コントE7-7で HPE5100A/Bを制御している掛合､ftPE5100A/Dはyモー ト状態にありまrh
リモー ト状脂では､フロント･パネル ･キー操作は受け付けられませんが､LOCALキ-を押すことでy

モー ト状態は解除されますOオペレ-クが誤ってLOCALキーを押してリモー ト状態を解除し､親王相投走が

変更されるのを防ぐために､LOCALキー自体を含tEすべてのキーを無効に設定することができます. この
状態をt7-カル ･ロックアウトといいます.

E7-カル ･｡ブタTウトは､以下の宇隈で設定できます｡

モジューJL.6･1.ローカル ･ロックアウトのセッ ト

また､ローカル .ロック7'ウトはLOCALコマンドを送ることによって解除で.きます｡

モジューノL.6･2.El一カノL.･ロックアウ トのキ十ンセル

プログラミングのヒント 6･1



∫,'ス ･コ ン トEl- ノしの方法 (PASSCONTROL)

コントE1-ラは､同一パス上に複数存在できますが､実際にバスを制御するコントp-ヲは､同時に 1つ

k'けしか存在できません.この､バスをコントロールする頼利を持つコントE,-ヲを､7'タティプ･コント

p-ヲといいます｡

/ステム起動時にコyトローJL,権を所有するコソトロ-クを､ゾステム ･コyトロ-クといいます. /ス

テム .コソトローラは物理的に指定され､プF,グヲムが制御して変更することはできません｡複数のコ

ントt,-クを併用する舶合は､コントロール篠を他のコyトロー)へ受け渡します.BASTCのPASS
CONTROI.文は､コントロール輔を受け渡しますO

モジュール6･3.バス ･コントロール

この文は､丁クテイブ.コントp-ヲ7t'けが突行できます｡

/ステム･コントローフは､以下の文を葵fj:することにより､いつでも7'クテJr7･コソトロ-ヲ忙なるこ

とができます.

モジューノし6･4.アボー ト

この文は､ システム･コy7-｡-ヲだけが実行できますE,

6･2 プログラミングのヒント



外部コントローラからのインスッウノしメントBASICの制御

HPE5100A/Bは､外部コyト｡-ラからイソスッケルメソト8ASICを制御するためのコマンド.セY
ト､プログラム･サブゾステム･コマyドを備えています｡ブE7グラム.サブ/ステム.コマンドを使用す

ると､外部コyト1]-フからイソスッウ̂ ･}yトBASICのプログ?ムを実行したり､インスッウJL,メソ
トBASICで使用している変数を参照することなどが可能になります｡本項ICは､ブt,グラム･サブ/ス
テム .コマンドの使い方について､以下の項目を脱明します｡

J配列の参照し 転送

■外部からのBASICコマンドの美行

■ブログヲムの転送

注吉己 以下の鋭明で使用するコIVソ｢､プロタフムは､すべて外部コントt7-7上で実行する

プログラム･サブ/ステム･コマンドのリファレンスは､第 8章を参照してください.

注記 プログラム･サブ/ステム･コマンドは､SCPl(StarLdardCommandslor
Programmablehstruments)に坤払しています｡

変数､配列の参用は 転送

外部コント｡-クとイソスッケルメソトBASTCを同時に実行するtB合に､プロダブム間でのデータのや
りとりが必要になる舶合があります｡ここでは､ブログ?ム.サブ/ステム･コマyrを使用して､デ-メ

の交換をする方法について説明します.

政情変数の事冊

外部コント｡-ラから､イyスッウルメソトBASTC側の数値変数のデータを参照するには,以下の文を
葵f〒します｡

モジューノL,6-5.k億変数の書冊

文字列変数の参照

同様に,文字列変数は以下のようにして参照‖_ます｡

OLrTPtJT ●ESl00 .■'PAt)aSTR''StrlTLSS川
E一Tm ●ESIOO.StrlngS

モジューJL･6･6.文字列変数の春用

プI=タラミングのヒント 613



欺価変散の転送

数値データをインスッウルメソトBASIC内の変数へ転送するには､変数名 とデータを引数としてコマン
ドを実行します｡

モジューノし6-7.数億変数の転送

文字列変散の転送

文字列デークをインスッウ̂ ･} ソトBASIC内の変数へ転送するには､変数名とデータを引数としてコ11
ソTIを実行します｡

モジューJL.618.文字列変Plの伝送

配列の手照と転送

同様に､配列の内容 も参照することができます｡

DIN DLtlArrA1(I101.12) 峯村すら配列と同じ大きさのJE列t定暮しtす.
OtJTPUTl65100.1'PROC m 5''D一t_■rrAy'''
EITE■ tESlOO,D■t_Lrr叩く.)

モジューノし6,9,配列のI云送

なお､配列の要米E'との参照 (例 PROG･NUMIH 'DaLarEay(1,1)I)はできません｡
虎列データを転送するには､配列名とデ-タを引数 としてコマ y ドを笑fj=します.

モジューJL6-10.配列の書冊

美玉賢には､プログラム間のタイミングをとる必要があるの{･､ブログヲムは多'少複雑になります｡ ｢サン

7'JL,･プロダフム ー3外部コyトローラからのイソスソウル}ソトBASICのコントロール｣を参照して
ください｡

6･4 プログラミングのヒント



外部 か らの BASICコマ ン ドの実行 (PFtOG:EXEC)

HPE5100A/BのBASICコマンド行{･実行できる13ASICコマンドを､リモー ト操作で実行することが
できます｡

以下に､FROG:EXECコマンドを使用した例を示します｡

:".FilQS

モジューJL.6-ll.PFtOG:EXECコマンド

実行状態 の制御

外部コントローラから､BASICブt,グヲムの架行状髄をチェックあるいは改定することができます｡

インスッウノしメントBASICの実行状態の制御

PROGISTATコマンドを併用して､外部コントp-クからインスッウルメyトBASICの実行状態を制御
することがICきます｡

モジュール6･12.FIF106:STATコマンド

群しくは､rHP･lBコマンr･リ77レンスJIを参照してください.

インスッr>JL,メントBASICプログラムの実行状態の調査

外部からインスッウル}ソトBASrCの葵行状梅を知るのに､以下の方法があります｡

BFROG:STATTQlleryを使用する｡
戻 り値により､RUN,PAUSE､STOPのいずれの状態にあるかわかります｡

ouTPtTTtESl00.''PRDOSTIT'" 実行状位t問い合わせる.
EITt,AOE5100,StAttlBS 戻り虻は文字列
DISPStLtuSS

モジュール6113,I7ROG:STAT?OueTy

･OSR(オペレーンay ･ステークス･レジスタ)のビットユ4を調べるo

OSRのビット14は､インスッケルメソトBASICの梁fj:状態にあわせてビットが投定されます｡粟fj=

中は1,停止中(PAUSEも含む)は0がセットされます｡

OLrTPln 465100,"OSR,H
EJTERQE5100,Osr
DIY(Odr,14)

モジュール6114.オペレーション.ステータス ･レジスタのチェック

プログラミングのヒント 6･5
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また､インスウルメントBASICの実行状舷にあわせてSRQを発生させる塊合､OSPT,OSNTを指
定することにより､SRQをブログフムの開始時か､終了時に発生させるかを選択することができます｡

01)TPUT●ES100,''OSPT16381" 7'qダフJ.知行開始時にSRQt焚生す5.

モジュール6-15.SRQの発生

終了時にSRQを発生させるtB合は､OSPTをOSNTに変更します.

注記 OSPTやOSNTの敦定は､CIJESや◆CLSではクリアされません｡ 股定をクリアする
Kは､OSPTOまたはOSNTOを実fj:します｡

LPROG:WAIT7コマンド.(.､プE,グラムが終了するま.{･外部コソトローヲの弊行を仲止する｡

PROG:WAIT7QtleTyを実行すると､実行中のイソスッウルメソトBASICが終了した時点で1を返し
ます｡ENTER文で戻 り値を読み込むと､値が戻るまt.プログラムは実行を停止します｡

□LITPUTQE5100.■'PkO6V▲IT'" 7't'y?ムが耗丁するまで待つ.
モジュール6-16.FIROG:WAITコマンド

Iインスッウ̂ ,メソTIBASICでプE,グラムの状態を示す変数を設定しておいて､FROG:NtJMB?また

はPROG･STRTQucryで､外部コントローブからこの変数を参照する｡
イソスック̂ ･メyトBASICプロダブムの具体的な実行状態､たとえば現在校正はすんでいるか､など
を知 るために有効な方法{･す｡外部コントE7-ヲ側で CASE文などを使用して､この変数の内容によっ
て処理内容を変えるように設定しておけば､コントp-ヲ間での細やかな連携が可能になります｡ この

方法を使用したサyブル ･プログラムが, ｢サンプル ･プログラム ･3 外部コントE･-ヲからのイソス
ッウルメソT18ASICのコyトt,-ル｣に椙tiされています｡

プログ ラムの転送

外部コントF7-ヲとイソスッウ̂ ･}ソトBASICの間で.プログラムを転送することができますQ

外部コントローラからインスッウノしメントBASICへの転送

以下の例は､外部コyトE7-クのディスク上のプt,グラムを､JiP-1Bを介してイyスッウルメyト
BASICエディタ-転送しますC

6･6 プE)タラミングのt:ント



LOOP

モジュール6･17.インスッウJL.メントBASICエディタへのプログラムの転送

イyスッウル} ソトBASICは､転送されたプログヲムをチェyクして,文法エクーのある行を臼三釈 します｡

インスッウルメン トBASICから外部コントEl-ラへの転送

迎に､イyスyウル}ン7LBASICエディタ上のプロダフムを､外部コントE･-7-乾送することもでき

ます｡

以下の例は､文字列配列 PROGSにインスッケルメ/トBASICェディタの各行を格納 していきます.

モジューノL.6-18.プログラムのインスッウルメン トBASICエディタからの転送
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サンプル ･プログラム13:外部コントローラからのインスッウJL,メントBASICのコ
ントロール

このブFZグヲムは､外部コントロ-ヲとインスソウルメソトBASICを同時に実行させ､双方での動作杏
iul伏します.外部コント｡-ヲからインスyク̂ ,メソトBASICの実行状態を知るために.インスッウル
メ/トBASICでプpグラムの状態を示す変数(Stat‡)を改定 しておいて､外部コントEト ラからこの変
款を参照 しますO外部コソTlローラでは､SELECT CASE文を用いてStat‡の内容にあわせて処理を
おこないます｡

具体的には,改定､校正､測定､データ解析などの処理はインスッウJL,}yトBASICで行い､その結果
を外部コントローラ-転送します.なお､各ステYブでの実f〒命令は外部コントローラからおこないます｡

注記 インスyケルノン71BASICがEXECUTEステー り yトに上る払理を行,てい引i;a
に､外部コントローフが別のHP-IBコマ/ドを送ると､EXECUTE処理が正常に終了
しない場合があります｡港合によっては､tTPE5100A/Bが停止します｡これを避ける
ために､JiPE5100A/Bが処理を行っている間は外部コントローラから新しいコマンド
を送らないよう忙してくh-きvl｡具体的な方法については､サンプル ･プロダフムを参

考にしてください｡
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図 6-1.外部コントローラからのインスッ･)JL,メントBASlCの制御フロー

インスッウルメントBASIC用プE)グラム

Disk このプログラムは､付属のサンプ ･̂･プロダフム･ディスクに､lELCTRI,とV･う名
軌で含まれてVlます｡

10 ASSIGⅣ¢E5100TO800
20 Scode=8
30 CLEAR¢ESIOO
40

IIBASICの初期化

プElタラミングのヒント 6･9



150 Stat‡-HSETTING■1 1

160 CalS=II.I
17c center=0

180 Spln土0
190

200 0UTPtTrQE5100,日DISAHIHB" I湘夏の投定

210 OtTrPUTQE5100."PRES''

220 0UTPUTQESIOO.-'CHANl.ANAMODEGAINP;JIEASAR,FMTLOGM''

230 0UTPUTOE5100.-'HOLD''
240

2SO EXECm "AN▲OCHl■- 1波形解析集件のは定

260 EXECtTTEll▲NARFULLII -

270 EXECUTE.lANAODATA" I

280

290 PAUSE

300

310 OUTPtJTCE5100.Hc訓Srl.COnter.Span
320

330 Stal;‡‡HC▲LIDRATIロN" l校正
340 PAUSE

350

360 IFCll‡="Y"ORCal‡='ly■■THENGOSUもR_Gal
370

380 1一口OP

390 Stat‡="COyNECTDEVICEr■ l拭料の捷lた

400 DISPllCONNECTDEVICE■■

410 PAUSE

420

430 Stat‡="MEASUREItEⅣT'■ l測定

440 DISP■■NOVhEASURING

450 EXECUTE l̀SING‖

460

470 VRITEIO8.0,13
480 EXECUTEl10UTPFILT?l1

490 DIHRQt(5)

SOO FORIloTO5

510 RQlE(Ⅰ)=READIO(8,Ⅰ)
520 NEXTI

530

540 PAUSE

550 ENDLOOP

560

570 STOP

580

590A_Gal
600 St.at‡znCOⅣⅣECTa"
610 DISPllCohJleCtTHRUl1

620 PAUSE

630 DISP

640 0UTPUTQESIOO;"CALIRESPl'

670 0UTPUTQE5100;'■STANC7r■

6･10 プログラミングのヒント
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ENTERQE5100,Tmp
1

OUTPUT¢E5100,-■RESPDOⅣE"

ENTEROE5100;Tnp
REnTRN

END Lプログラムの終了

外部コントローラ用プログラム

I)isk この7't7グヲムは､IBCTRLEという77イ ,̂名で､付属のサyプル･ディスクに
含まれています｡

110 ASSエGNQE5100TO717 1外部コントローラの初期化
120 Sco山〕=7

130 ABORTScode

140 1

150 IⅣPUT"C8nterFrequency (MHz)?",Centor l柵引粂件の入力
160 C8nter=C8mter+1.E+6

170 INPUT■■SPAⅣ(k汀2;)'",Span l

180 Span=Span+1000
190 1

200 0UTPUTQESIOO,"CLES■■

210 0UTPUTQE5100,■■+OPC7日

220 ENTERQE5100,Dpc
230

240 OUTPUT◎E5100.HPROGSTAでRUN■■

250

260 0UTPUTOESlOO,"OSNT16384.OSPTO■' IIZ)ASIC停止時にSRqを発生

270 ロUTPUTOE5100,■'OSE16384.*SRE 128日

280 0NINTRScodoGDTDPaused I

290

300Begln･
310 VAIT 5

320 ENAEnEINTRScode.2
330 LOOP

34O EⅣDLOOP

350PauBQd

360

J....L
/ヽI
.1さ

37O OUTPUT¢E5100,l■PRロGSTR? 'Stat‡'l'

380 ENTEROE5100,Stat$
390 1

400 SELECTStat‡

410 CASE"■川SETTIⅣG'l■‖ 1

420 8UTPUT¢E5100,■■PFLOGNUL4B'CENTER'.".center

430 0UTPUTOE5100."PRDGNUMB'SPAN',■■.Span
440 GOSUDContlnllB

450
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460 CASEl…11CALIBRAT工Oril川

470 INPUT''CAL?'I,Cal! 1

480 0UTPUTOE5100.■1PROGSTRJCal‡'.''.Cal‡;■■
490 GOSUflContlnu8

500

510 CASEHH''coⅣⅣECTA""
520 INPUTI-ConzL8CtmRU,ThenPress[EⅣTER]",A$
530 GOSUもContlnuB

540

550 CASEHl"coI川ECTDEVICErlHH
560 1yPtTr■■CozuQCtDevICe,ThenPresslENTER〕日.A‡
570 GDSU13Contlnue

580

590 CASEIHlrINEASUREXENTIlllll

GOO DIMRot(S)

610 0UTPUTdESIOO;"PRDGm B7JRETH■
620 ENTERQE5100,net(.)
630 CLEARSCREEN

640 PR川T"LOSS",Rot(0)."【dB].帥 ".Rot(1)."tRz〕‖

650 PRINTHCENTFreq".Rot(2).‖【Hz】.q●L.Bet(3)
660 PRINT''D.LF",R8t(4),‖【Hヱ】,DRF",Rot(5)."lnz】■1
670 GOSUDContlnul3
680

690 ENDSELECT

700 GOTOI)l)gュn
710

720Contln110.

730 0UTPUTOE5100,日CLES■■
740 0UTPUTOE5100."●OPC,■■
750 EⅣTEROE5100.Opc
760 0UTpUTOE5100."FROGSTAでCDⅣT■'
770 RETURN
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プ ロ グ ラ ミング ･テ ク ニ ック

本項では､EPE5100A/BをBASICでコントローJL,するプログラムを作成する盤台に役立つ情報を提供
します｡

本項では､以下の情報を掲畷していますO

■ディスクの使用

■ ソフT.キー ･ヲベノレの使用

■処理時間の測定
■IIP-1Bェラーの弼査
■高速化のヒント

デ ィスクの使用

tipE5100A/T3は､ディスク･ドライブ､RAMディスク･メモリの2つの肥憶糞笹を裟備しています｡
コyト｡-クからこれらの陀増資樫へアクセスするには､以下の2つの方法があります｡

■測定器部を介してアクセスする.,

IrP-rELコマンドを併用して､木器の機器設定などを保存､または読みだす垢合にこの方法を使用します.

以下のプE7ダフムは､測定セットTタブ･データを任意77イル名で内蔵ディスク-保存します｡

lC ASSZGTQEEI100Tロ717
20 ⅠTPLrT"
30 DUTPUT

モジュール6-19.測定セットアップ･データの保存

また,以下のプロダフムは､保存したセットTy7'･T--クを nPE5100A/Bへp- ドしま+.

モジュール6･20.測定セットア ップ ･データのロー ド

.イyスッウルメyトBASICから直接アクセスする｡

HPE5100A/Bを経由せずに直接77イルをアクセスします.フTイルのデータそのものを額 り扱 う魂
合に使用します｡許しくは,rrrPInstrument8ASICPTOgrarnm】ngTechnlqtJeJの第 7章 ｢Data
StorageandRetrleVal｣を参照してくださいo

以下のプロダフムは､ トレース.データを内稚ディスクからブログ?ム中の配列Dat-格納します｡

プログラミングの ヒント 6-13



6O

モジュ-JL6･21.トレ-ス ･データの保存

注記 STODDISX/STODMEMOとMSIの吸定は独立して保存されますOこのたわ､

】 ;il.I..T".:LS. ･t..･ 了 J.川P･､'｢､̀-' ･:: .1･･:

ソフ トキー ･ラベJL･の使用 (ONKEYLAt)EL)

ONKEYI.A】】EL文を併用して､オリノナ ,̂のソフトキ- I?ベルを袈示することができます｡

モジュール6･22.ソフ トキー ･ラベルの使用

ラベ ･̂は､プログラム実行中のみ表示されます｡このため､輸根 ,̂-ブなどを使用 して､7IPグラムを実

行し続けるように設定します｡

ソフトキー .ヲベルは尾大20文字まで教示できます｡

ソフトキ- ･ラペノL,の表示

ONKEYLABEI;C変示したソフトキー ･ヲベルは､(享重責垂 HBASICDⅣKEYLABELSと押すと宋
示されますO

ソフトキー ･フベルの表示には BASLというHP-IB コLVンドが使用ICきます｡

Module6･23.ソフトキー ･ラベルの便用

架穀の使用例は ｢サンプJL,･7'ログラム ー4 ソフトキ-操作によるプログラムの読み込みと実行｣ を参
照してくださvL･｡
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処理時間の測定 (TIMEE)ATE)

TTPE5100A/Bのリ7'̂-.タイム･クロックを併用して.プログラムの処理時間を測定することができ
ます｡

処理の計時は､以下の手l汀で行vlます｡

モジュール6-24.処理時間の測定

リアル ･クイム･タE7yクの単位は秒【S】で九

HP･lBエ ラ-のチ ェック (OUTPEftRO?)

プE,ダブム中に苑生したHPJBエフ-は､OUTPERROTQuery{･粥べることが.{･きま+ . この機能を
使用すると､プログラムのデバッグ時などに､バグの原因を発見しやすくなります｡IIP-IBエラーは以下

の手塀で閑ペます｡

lILTtTTP1)TrTERrSPE SD]
モジュ-ル6-25.HP-1Bエラーの明太

たとえば.誤ったllP-1J3コマンドを送った場合に発生したエヲーを上す己の手職で調べると､以下のメッ
セー/'が表示されます.

-113,日Undeflnedheader'l

このメYセージを rHp-IBコマンド･リ77レンスJIの ｢エフ- ･メyセージ｣で調べると､送られたコ

マンドがtlPE5100A/Bでサポー トきれていないことがわかります｡

エ7- ･メッセージは､エラー･キ11に保持されます｡エフー ･キ1-をクリ丁するrCは,*cLSか
CI.ESを契fj=します.

高速化のヒント

ここでは､プログラムをより高速に笑fj=するためのヒントを掲載Lます｡作成したプE7グヲム忙該当する

額Elがあれば､7'T7ダフムを修正してください.

pデータの解析には､マーカは{･きるだけRT用 しないでください.もし､併用する場合は､MARD
OFFコマyド{･マーカの表示を潤 します｡

J拡張 イソスッ9̂ ,メソト8ASICを使う｡詳しく仕付拍Jの ｢拡漣イyスッケル}ソト13ASTC機能｣
の章を参照 ください｡
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■インスソウル} y ト8ASJCでは､ONINTR割 り込みは使用しない｡

割り込み処理は併用せずに､ステータス･レジスタを直接参照します｡

モジュール6･26, ステータス ･レジスタの拳照

I7クティプ･チャンネルの切 り換えはできるk'け行わないQ切 り換えが必要な崩合は､デュアル.チャン

ネルをONにする｡

以下のコマンドは､非アクティブ ･チ十ンネルに対して有効です.

OUTPIFORM? 非7'タテイブ.チャンネルのフォー･tTツト車己列データを出力しますo
OUTPIRFDRM? 非7クティプ ･チャンネ ･̂のフォーマット配列デ-タの実数部を出力します｡
OUTPITMEM? 非7タテイブ .チャンネJL,のサブ･トレ-ス･71--タを出力しますo
OUTPIRTMEM? 非7'タテイブ･チャンネ ,̂のサブ･トレース･T--クの実数部を出力します｡

u ガ ･コマソドは､7'タテイブ･チャンネルに対して有効ですが､RESTコマンド(回 の

MEASURE凡ENTRESTART)を使用すると､アクティブ ･チャンネルと非7タテイブ.チャンネルを､
チャンネル切り換えなしK再測定させることができます｡

Lサブ.プログヲム上りもサブ･ノレーチンを使用するQ

l不必要な行は､コメント 7'ウT.または削除する.
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サ ンプル .プ ログ ラム ･4:ソフ トキ-操 作 によ るプログ ラムの読み込み と実行

このプL,グラムは､挿入されているディスク中のフアイ.̂･名をソフトキー.ラベルに表示し,選択された

77イノレを7'E7ダフムとして実行します｡ このプログラムを使用すると､ソフトキー操作だ'けで簡世にブ

ログヲムを実行することができます｡

このプログラムのファイル名をAUTOSTにしておくと起動時に自動的に実行されるので､キーボー ドが

接続されていなvl騒合に伊利ですO

Disk このプログラムは､LADEI,というファイル名で､付属のサンプルIT-ィスクに含ま

田 豊三ごますO'FoTInstrumentBASTC' 外部コントロ湖 のプログラム鵬 ｡ま

ASSIGN¢E5100TO800 I初期化

DIMDlr‡(1.200)[80〕,F110‡(1200)[10]

CATTODlrS(+) l ディスクL=フアイノL.を保存

F118-end=O lフTイル名を軌t..

FllQ-nヽ】皿bQr=l

WXILEFllelend=OANDFile_numberく200

F118‡(Fl l(Lmnb8r);DlrS(FlltI_nl皿ber+7)[1,10]
IFFile‡(Fl18_numbe r)=■■" THEN

FllelCnd=1

F118-nuJZLbQr=FlllLnunbQr-1
ELSE

Fllla_nl⊥mblar主Flle_numblar+1
ENDIF
ENDWHILE

Max_page-工NT(Flュe_nl皿b｡r/6)◆1 ●オン,キー ･ラベル表示をセット

Npage=1
0UTPUT¢E5100;■■BASL‖

H8ad

Page=(Ⅳpase-1)+6

ONKEY1LABELFlllaS(Page◆1)GOSUB
DyKEY2LABELFlle‡(Pale+2)GOSUB

DNKEY3LABELF118‡(Pag8◆3)GOSUB

DNKEY4LABELFlllaS(PagQ+4)GOSUB
ONKEY5LAZlELFlleS(Page'5)GOSUB

OⅣXEY6LABELFlloS(PagQ◆6)GDStTB

ONKEY7LABEL"NEXTPAGE■■GOTOJlmP7

0NKEY8LABEL■■PREVPAGE■■GOTOJump8

77･イノし名を表示

lキー入力を待つ
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JuLnPIGETFlleS(PagQ◆1) 選択77,イルを収得

ユuzz)p2GETFlleMPagQ◆2)

Junp3GETFlleS(Page+3) L

Junp4･GETFl18‡(Page◆4)

Junp5:GETFll的(Page◆5)

Jump6GETFllo‡(Page+6)

JumP7Npage=Npag8◆l

IFNpzLSQ>Maz_pageT打ENNpagelHaLpag.a
GOTOHead

Jump8:rpagQ=Ⅳpagel1

IFNpage<三lTHENⅣpage=1
GOTOHead

Iプログラムの終了
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並列処理

HP87510Aでは.全体のスJL,- プットは測定時間のみではなく測定時間と解析時間の和となります｡これ

は.測定後K解析を実行しているからです. HPE5100A/Bは､測定と同時rc解析のた吟K･データ処理
をすることできます｡ この並列処理を行うことにより.全体のスループットの向上できます.以下rc､並

列処理の概略を示しています

盆盈姓聖 1回日 2回日以降

測定 ｢ 顧 ｢ ｢ ｢一頂 雇｢｢

` ｣ 八 ㌧

解析 L｣運動 L_｣旦勘 '

並列姐 lq 2日 に

測定 測定 測定 ｢.~面豆｢ ｢ 面 F｢

'Ls芸 も L t

図 6-2.並列処理の枚念

従来の沌定では､全体のスループットは (測定時間+解析時間)になります｡ところが､並列処理機能を併

用したE5100Aのスルー7'ッ71は､iRF定時間に細りなく近くなり､解析時間を無視することができまチ.

並列処理は､以下の様なデ-タ処理をおこなうことによって実額されていますQまず､ディジタ〟.ンyナ

,̂･プロセッサー (DSP)が測定を行い､測定の処理と同時に､木器内液のCPUが解析のためのデータ

処理を行っています｡ここ{.､CPUが同時に処理してV･るT-一夕は,DSP･<.､同時忙測定しているデー

タではなく､一つ前の測定データであることに注意してくださV･｡ このため､並列処理.{･ス ,̂-プットを

向上'C･きるのは､製造の倹韮工程のGO/NO-GO粁価のような､多くの拭料を､迎税して測定評価する舶
合です.Bi発の測定 ･解析P:は､並列処理は意味がありません｡

並列処理プログラム

並列処理を行うために以下のコマンドを用いますo

TRIGMEAS 並列処理専用のT.リガコマンドです｡このコ･t,/ドで並列処理用の洲定を開始します｡

MOVADARY TRIGMEASで測定したデータi･曲列処理ブ｡.tスできるように､解析7'pセスに受け渡

すコマyドです｡侮回の測定ととに実行する必要があります｡

ADTDTRAC MOVADARYで頼り込んだデータを､DataProcessに過してTTaCeDataを表示します｡

梅回の測定tlとに実行する必要があります.
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これらのコマンドを使用 して､次のような7'JL･ゴリズムで並列処理の班q定7●｡ダフムを作成することにな

ります｡

Dt】P

Module6-27.並列処理

以下の部分は､必ずセットPCして突fj=します.並列処理 したい内容については､ADTDTRACコLt,ソドの後

に尖fj:します.

DUTPUTOE5100.''MOVADARYrl I データを解析プロセスに転送

ロtTTPUTOE5100.1'TRIGMEAS■■ I ,Au定開始 (2回日以降 I

DUTPUTOE5100,"ADTOTRAC■■ l 解析プロセスを測定L=並列に開始

サンプノし･プログラム･4a:並列処理

このプロダフムではフィルタの測定を行い､フィルタの代襲的なバク}-クの解析をくり返しfj=う評価に

台いて､解析処理をiRI定の基側で行わせることによって全体のスループットの桃 をねらったプログラム

ですQ

Disk この7.,グラムは､付属のサンプル 1プログラム ･ディスクに､PARA(FD'
lnstrumenLBASIC)とvlう名前で含まれていま+O外部コント｡-ヲ用のプログラム
は､PARA_Eとvlう名机で含まれています｡

ICONCURRENTPROCESS

ASSIGNQE5100TO800

CLEAROESIOO

DIMPnext(1.10).Fnext(110)
Ll=5

GOSUtlSettlng
GOSUZ)THRUCAL

GOSUBJleasurQ

STOP
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240Slattlng
250 Fc=7E◆7 170MHZ

260 Fspan=100000 1100kHz
270 Ifbv=8000 18kHz

28O Nop=201
290 1

300 0UTPUT¢E5100.日PRES '1
310 0UTPUTOE5100.日POIⅣ■■.Noや

320 0UTPUT別乙5100."CIiANl;ANAMODEGAINP,対EASAR.FMTLOGM■■

330 0UTPUT¢ES100,"HOLD■■

340 0UTPUTOE5100,"CENT H.Fc,".SPAN ",Fspan

350 DUTPUTdE5100,■'IFEW -'.Ifbv
360 RETURN

370

380Thruca1

390 0UTPUTQE5100.■■CALIRESP■' lスJL･-補正を茸択､夷行します

400 OUTPUTOE5100.日STANC?"

ヰlo ENTERQE5100,Tmp

420 0UTPUTOE5100,l'RESPDONE?"

430 ENTER¢E5100.Tmp
440 REm N

450

460M8aSure l

470 EXECUTE■■AWAOCHl■■ l解析を行うチナンネル､範潮などを投定します

480 EXECUTEllANARFULLll 1

490 EXECm HANAODATAl1

500

510 Ⅳ三100

520 INPUTHEnterloop
530 Tsta∫l:=TIMEDATE

540 EXECUTEIITRIGHEAS"

550 I=1

560 WEiエLEIく…N

570 EXECUTEHMOVADARYH

580 EXECUTEllTRIGMEASl1

590 EXECUTEllADTOTRACll

600 EXECUTE■1PEAX?H

".N

Il固めの測定を実行します

l測定と解析i:LロDPを使ってくLJiEL行います

I測定データを解析プロセスに受け渡ます

I測定のトリガ｡並列処理書用の トリガコマンドです

l並列解析の処理を開始します

l並列処理を行わせている解析

610 Pmax亡READIO(8,0)

620 Fznaz妄READIO(8,1)
630 FORK=lTDL1
640 EXECm l'NEXPIく7H

650 Pnoxt(X)=READIO(8,0)

660 Fnext(K)=READIO(8,1)
670 NEXTK

680 I=I+1

690 ENDWHILE

丁oo TStOP=TIMEDATE
710

720 PRINT ‖PEAK(MAX) ll,Pmaz,■■[d】〕]C",Fnaェ/1E+6.日[M地]"

730 FORI(=lTOL1

740 PRINT "PEA玉((ⅣEXT[".K,"])".Pn8Xt(K).■'[dB]O''.FnQXt(7()/1E+6.■■[MHZ:]"
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NEXTIく

PRINT ■■LOOp -'.N,-'NEXT[K] ･■1;LI

PRINT r■TIME(AYE ) ■,(TstopITstart)/Ⅳ'1000."[msBC]"
RETURN

END

空列撃理雫戸主旦空襲善し
並列処理を行うtB合の注意点を以下に､まとめてます｡

D並列地理の測定の ト9ガには必ず TRIGHEASコIVソドを使用してくh'さい｡

I並列払点のコマンドを巽行する溝合は､必ず以下のpM:実行してくh'きい｡

1 TRIGHEAS(-回目の潤走)
2 LOOp

3.MOVADARY(データのE速)
4 TRIG蛇AS(珊定用の り ガ)
5 ADTOTRAC(並列姓理プt7tス開始)

6並列に実行する群析コマy TI

ll並列地理は,刑定中にrq時に解析プロセスを実行しますから,以下のような鵜台は､並列処二理によるス
･̂-プットの改善効果が少なくなります｡

J.測定時間が､1点あたt)02m抄以下嫡引のJA合

2.解析ブE71tスが､複雑で測定期間にくらべて解析時間が非7rに長い溝合

例として､解析内容がOtrrPXFIL?ヤOUTPRESO?などのフイ ,̂タ､横地干専用解析コマンドの♯合{･

はあまり劾決が期待ICきません｡

■並列処理の効果は､多くの拭料を連携して測定する搬合に用いることができます｡1佃の拭料を測定する
ような,血発の測定+解析の動作には使用することができません｡
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7
アプリケーション･サンプル･プログラム

本章では､実際の測定を行う般合に併用するサンプル ･プログヲムを掲戟します.

r リスト掃引の雷と定と実tj=

r校正7--タの保存と改定

■･tフ ミック横取子の解析

■水晶横軸子の解析

本来IC娼tRしてVlる各サンプル 17'ログヲム ･リス トには､サブ ･̂ ,-チyを省略 している溌合がありま

す｡その盤台.必要なサブ.A,-チy名とその役割につV･ては各サンプル ･プロク'ヲムの最初にリス トして
います｡

なお､サyプル･プログ?ム･ディスクの各プロダフムには､必要なサブ･ルーチンは各ブE,グ?ム中にす

べて含まれていますO
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サンプル ･プログラムー5:リスト掃引の設定と実行

リス ト掃引テーブルをプログラムから設定し､実行します｡

このブログヲムを実行すると､セグメント赦､セグノント範囲､表示ボインT.数を併呑に入力していくだ

けで冊雌にリスト掃引テーブルが改定{.きます｡

Disk このブt7ダフムは､付属のサyブ ･̂･ブErグラム Iディスクに､LIST_SWP(It3ASIC
用)という名肌で含まれています｡外部 コソItPーヲ用のプログヲムは､
LISTSWP_Eという名前で含まれています｡

IIBASICの初期化

CLEARQE5100

DIMTablQ(131,13) l 変款の査吉

ⅠⅣPUT"NtnberofDlagmQntE;?'',Numb 'セグメント政の入力と表示
I

PRI肝TUSING'LIOA,llA.llA.20A","SQgment".1■Start(MHz)日."Stop(MHZ:)■■

.1■JJu血 8rOfpolZlt8■■

FORI=1TOⅣuJnb lテープJL,設定ルーチンに飛ぶ

GOSUBLoadpoln
NEXTII

LOOP l変更のIEL宇佐を尋ねる

INPUT"Doyo†l 17anttOedlt'(Y/N)日,AnS
EXITIF AnSEHNl'ORAn‡t■■n"

INPUT■'SQgZnentNunb匂r7■■,I
GDSVBLoadpoln I
ENDloop

DITTPtTr匂E5100,"pRESll l測定セ ントア ンプ

DUTPtTrQE5100,■■CHANl.ANAMODEGAINP.MEASAR.FMTLDGW ■ I

OUTPUTQE5100.■■EDITLIST" lテーブル ･セットア ンプ

ロUTPUTQE5100,■■CLEL"
FORエ=1TOⅣtutb

OUTpUTOE5100,■■SADI)■■

OUTPUTOE5100,■■STAR",Table(Ⅰ,1)●1E◆6

0UTPUT¢E5100,"STOP■'.Table(Ⅰ,2)･IIE◆6
0UTPUTOE5100."POIN''.Table(Ⅰ,3)

OUTPUTOE5100,■'SDDN"
NEXTI

OUTPUT¢E5100.1'EDITDONE■■

OUTPUTQE5100,日SUPTLIST■■ l

OUTPUTQE5100.日LISDDBASE■'
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470 1
480 0UTPUTOE5100,日sI加G7" l.Au定および自Ibスケーリングi:実行

490 EⅣTER◎E5100,Tmp
500 0UTPUT匂ESIOO,■■AUTD" 1

510 STOP lプログラムを停止
520

530 Loadpoln rテ-プノい パラメータ設定サブルーチン
540 INPUT"EnterStartfrequency(MH21)■■,TablQ(I,1)
55O INPUT■-EntorStopfrqquenCy(MHz)日,Table(I,2)
560 1NPUT■■Enternumberofpoints".Tablla(Ⅰ,3)
570 IFTablt)(I.3)=1THE肝Table(Ⅰ,2)=Table(I,1)
580 PRINTTABXY(0.Ⅰ◆1);RPT‡("■●,58)
590 PRIⅣTTABXY(0,Ⅰ◆1).I.TAB(ll),Table(I,1),TAB(22).Table(I.2),
TAI〉(35),Tablo(工,3)
600 REmR〃
610

-プログラムの終7
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校 正 デ ー タの 保 存 と設 定

校正データを77イ ,̂忙保存し､再び設定します｡

ここでは､東館の校正係数配列メモリKある誤葛補正7--クi･外市 コントローラ-転送して77イJL･忙保

存し､ふたたびフ7･イルのデータを本船の校正データとして併用しまナ｡

校正係数配列は､各エラー項Elに対応して3つのメモ リに複素数データとしてス トアされ ています｡本サ

ンプ ･̂では､周波数レスホンス校正のエヲー IT-1タ(配列 1仁保持されている)を転送､再投足します｡
各エクーqi目と校正係数配列の対応については､rHP･rB コマンr･リフTレンスJの付録Dを参照して
ください｡

校正データを保存するには､以下の2種類の方法があります.

1SAVDSTA コマンドで戦線改定デークと共に､本鵜の内搬ディスク､またはRAMディスク.メモリ

rc保存する.

2 コントローフ-校正デ-タを転送し､その7---タをコン トt7-ヲ&rjのディスクに保存する｡

ここでは､2の例を抽併します.1の例については､第 6章の ｢ディスクの使用｣を参照してくださvlo

サ ンプル ･プ ログ ラム ･6:校正 デー タの外部 コ ン トロー ラでの保存

このブログヲムは､校正データを外部コントローヲ-転送し､77イ ･̂忙保有します｡

Disk このプログラムは､付属のサンプ ･̂･7'.'グラム･ディスクに､CALSTR_E(forLhe
externalcontroller)という名前で含まれています｡インスッウル}yトBASIC用のサ
ンプ /̂･プE7グヲムはありません｡

110 ASSIGNOESIOOTO717,FORMATON

120 ASSIGNODtTO717.FORMATOFF
130 Scodla=7

140 CLEAR¢E5100

150 CLEAR¢Dt
160 1

170 DIMDal;(1201,i2)

180 Nop=201
190 1

200 GOSUBSotup
210 GOSUBCa1

220 GOSUBGetlCal_data

230 GOSUBSavq_Gal_data

240 GOTOEnding
250 1

260Setup
270 INPUT■■cEⅣTER?[MH2:]l-.F_cent
280 F_cBnt=F_cent+1E◆6
290 INPUT"sPAⅣ?【k71Z]日,FlSPむ1

ョoo F_8Pan=F_Span+loo°
31O OtTrPUT匂E5100,■■pRESH

lサブルーチン･コール

測定セ ントア ンプ

32O OUTPUTQE5100,■'CHANl,ANAMODEGAINP.MEASAR,FMTLOGM"

714 アプリケーション･サンプJL,･プログラム



330 0tJTPUTQE5100.日HOLD‖ I

340 0UTPUTQE5100,■■PDIN",打op
350 0UTPUT¢E5100.日cENS日.F-cent,F_span
360 REm Ⅳ
370 1
380Ca1
390 工ⅣPUT"CONNECTTJIRU,THENPRESS[RQl:urn]日,Dum‡
400 0UTPUT¢E5100,"CALIRESPH
410 DUTPUTOE5100,■■STANC,L'
420 ENTERQE5100.TElP
430

440Swoop-endD工SP…SVEEPCOMPLETED"
4SO OUTPUT匂E5100,"RESPDOIは?''

460 EⅣTER¢E5100;Tap
470
480 DISPllTHRUGAL COMPLETEDH
490 RETURN
500 1
510GBt_Gal_dal;a'
520 ⅠNPUT■■PRESS[RETURN]TOGETGALDATAFROM
HPE5100A/D'l.Dl皿$

530 OtTTPUTQE5100."FORM3日
540 0UTPUTやE5100.HouTPCALCOl?‖
550 ENTERQE5100USING'1#,8A-I.Head8r‡
560 ENTER句Dt.Da℃(+)
570 EⅣTERQE5100USINGH書.A",End$
580 RETURN

校正

l校正データの取得

590 1
600Save_Gal_data
610 IⅣPUT"EnterFileName(vlthextcn810n)●1,Fllc‡
620 CREATEBDATF110‡.Nop,16 1
630 ASSIGNQFllcTOFi18$ 1

640 【】UTPtrTQFllC,Bat(+)
650 ASSIGNQFl18TO+
660 RETURN
670 1

680Endlng
690 ASSエGNQDtT【)
700 1
710 EⅣD

棟正データの保存

1プElグラムの鞍7

サ ンプル ･プログラム ･7:校正 データの外部 コン トロー ラか らの設定

CALSTOR_Eで外部コyトロ-ヲに保有した校正データを,再びTJPE5100A/B-転送して殴走し
ます｡

較正横fFEをONにする1CめPCは,スタンY-ドを測定して校正解放を計井する必要があります｡しかし､
校正データのみを転送した娘合は測定をtj=っていないので､校正観能をONにすることができません｡こ
のため､このサンプノレ･ブpYラムでは,ダミ-の校正押億 を行ってから校正デ-タを転送して､校正幾能

をONに設定しています｡(サブ･A,-チンDummy-cat)

アプリケ-シiIン･サンプル･プログラム 7･5



校正係数を転送後にHPE510OA/Bの取定､たとえば周波赦葡囲､を変更すると､転送 した校正係数は無

効rcなってしまvlt九 HPE5100A/Bの改定は､かならす校正データを転送する肌に行う必要があt)
ます｡

Disk このプロタフムは､付属のサンプ ,̂.プE･ダフム.ディスクに,CALSET_E(rorthe

田 TL;rLa!cIOnptr;'ierl;;言書聖だ まれてい紙 イソスッウルノ州 SIC用のサ

110 ASSIGNeE5100TO717;FORMATDN

120 ASSIGNQDtTO717.FORMATOFF
130 Scod(l三7

140 CLEAReE5100

150 CLEAReDt

160 1

170 DIHDa℃(1.201,12)

180 Ⅳopf201
190 1

200 GOStlBSetup
210 COStTBLoad_Gal_data

220 GOSUBDummy_Gal
230 GOSUZLSondICalldal.a
240 GOTOEndlng
2SO I

260Sotup･
270 INPUT''CEⅣTER?lMHz]rl.F_cent
280 F_clint=F_cent･IIE◆6
290 INPUTHSPA717[kH2･〕■■.F_Span

300 F_EZPanEF_BPanJIIOOO
310 DUTPUTeE5100.'lPRES"

IサブJL.-チン･コ-ノし

アナライザ ･セ ントア ンプ

320 DUTPUTOE5100.r'CHANl,ANAMODEGAIⅣP;MEASAR;FMTLDGM"
330 0UTPUTOE5100.r■HOLDr■

340 0tTrPUTOE5100."POIN-I,Nor l

350 0UTPUTOE5100.■■CENS●1,LCQnt,FJZpan
360 REm N

370 1

380Dummy_Gal
390 0UTPUTQE5100."CALIREST-1

400 0tTTPUTQE5100,l'STAⅣC1■■
420 ENTEROE5100,でnp
430

440Cal_ezld

450 0UTPUT●ESIOO.'lRESPI)DⅣE7'-
470 ENmOESIOO.Tnp
480 REm Ⅳ

490 1

SOOLoad_Gal_data

510 川PUT"EnterFlュeNazne(vltheztenslOn)..,Flle‡
520 ASSIGⅣQFlloTOFlle$

7･6 7プリケーシコン･サンプJL･ブF]グラム
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530 ENTER●F11e.Dat(+)
540 ASSIGNQFileTO◆
550 REmy 1

560 1

570SendーCaLdata･ ■校正デ-クの送LJ出し

580 INPUT "PRESS lRETtJRⅣ】TOS訓DGALDATAFROH打PE5100A/B.".Dumヰ

590 0UTPUTQESIOO,"FORJt4"

600 0UTPUTCE5100.●lINPUCALCOl'',Da℃(◆)

610 RETUR打

620 1

630Ending:
640 ASSIGNODtTO■
650 1

660 END

Iプログラムの特7
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サンプJL.･プログラム ー8:セラミック振動子の解析

セラ ミyク振動子の共歩き周波数,共瀕インt='-ダンス､リyブルを測定します.

この測定には､波形聯折コマンド0UTPCERR!を併用します｡測定する,,'フメークは､Z,,/,.Z.,
la,llpLJ,RpLg,RpLSです｡各/iラメ-クについての詳細は､rHP-IBコマンド･リ77レンスJの
｢OUTPCERR7｣を参照してくださいO

田IJ定粂件

D ログ根暗&位相フォーIVy ト

Dイソビー ダンス変換 ON

t周波数 レスポンス校正

用意するもの

･封料 (セラミック振動子)

l拭料と本館を嬢揺するケーブル (または治具)

■TIIRtJ校正スタンダー ド

I)isk このプログラムは､CER_RESというフアイ ,̂名で､付属のサンプル ･ディスクに含ま

れています｡(forIrLSLrumentBASTC)外部コントローラ用のプログラムPj:ありません.

ASSIGN¢E5100TO800

CLEAR¢E5100
■IDASICの初期化

OUTPUTOE5100,"PRES'' r,則定のセットア yブ

OUTPUTQE5100,"CHANl.HOLDH

OUTPUT匂E5100.■■ANAM8DEZTRAⅣ川EASAR;FMTMAGZP.SCAT ill

OUTPUT¢E5100,■■CDUCOFF‖

OUTPUTQE5100.1'DUACDFFll

ロUTPUTOE5100."POIⅣ201''

OUTPUTCE5100.■'IFBW4X打Z■'

OUTPUTOE5100.''POUEO■■

OUTPUTOE5100."DISAHIHB■■

ⅠⅣPUT"CqnterFrequency (kHz)''.Center '柵引条件の入力
Cent8r=Centor+1000

ⅠⅣPUT ■IFrequoncySpan (kHz)",Span
Span=Span+1000

OUTPUT(PE5100."CENS ■■,Center,Span

GOSUZ3Thru_Gal

EXECUTEllANAOCHlll

EXECUTE■lAⅣAODATA■■

EXECUTEllANARFULL"

7･8 アプリケーシi)ン.サンプノし･ブl)グラム
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l波形塀析のセ yトア ンプ



370

380 IJRITEI88,0,05
390 EXECUTEllTHRRll

400 LOOP

ヰlo DISP‖ConnectI)1aVICB andPressContlnu8

420 PAIJSE

430 DISPllMEASURIⅣGll

44O EXECUTE11SINGr■

450 EXECtlTEHDUTpCERR?"

46O Rr=READID(8,0)
470 Fr=REAt)ID(8.1)

480 Ra=READID(8,2)

490 Fa=READIO(8,3)

500 Rp111Qft=READIO(8,4)

510 RpIICQnt8r=READIO(8,5)

520 R pLrlght…READIO(8.6)

530 GOSUEPrlntlng
540 ENDLOOP

550 ST〔】P

560 1

570Prlntlng

測定

取得パラメータを表示

580 PRIZJTUSING…5A,6D3D.6A";■'Fr",Fr/1000,■'(kHz)l1

590 PRINTUSIⅣG''SA.6D3D.6A■■.■'Rr'',Rr.■'(ohzn)■■

6OO PRIⅣTUSIⅣG"SA.6D3D,6A■',■'FaH.Fa/1000.,日(kflz)"
610 PRIⅣTUSING‖5A.6Ⅰ)3D,7A■■,"RaH,Ra/1000,日(kohn)"

620 PRINTUSING■■12A,3D3D,SA■■.■■RIPP18LEFTl'.Rpl_lらft.‖(dB)"

630 PRINTIJSING■'14A.3D3D,SAH,‖RIPpllaCENTER■■.RpLcenter."(dB).I

640 PRINTUSING‖13A,3D3D,5AH.''RIPP18RIGHT'■,RpLrlght," (dB)■■
650 REmRⅣ
660 1

670ThrulCa1
680 DISPnConnoctTHRUstandardandPr8Z35Contl

nù)ll
PAUSE

D工Sp

OUTPUTeE5100,I-CALIRESP"

DUTPIJTOE5100,■■STAⅣC?■'

ENTER¢E5100.Tnp
OUTPVTOE5100.日RESPDONE,…

ENTEROE5100;Tmp
RETURN
I

EⅣD

THRU校正

Iプログラムの終7
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サンプル･プログラムー9:水晶振動子の解析

水晶振動子の共損周波数 (位相 OQ)､共振インt=--ダンス(任用 Oo)､および等価回路定数の測定を行い

ます.

測定ナる/iフメータは､以下の通 りです.

共振パヲメータ(OUTPRESO!使用) Zr,Fr

等価回路定数(EQUCO?､EQUCPARA!使 Co,CL,Lt,RJ,Go,Ro
用)

測定条件は､

■7r壁Jネットワーク治具を使用します.

･共襟時の水晶-の印加電力lpW]と英世抵抗 ln】から木器のJ'ワ- .レベルldl〕m]を計辞して駁定L
ます｡

■リス ト掃引を併用して､並列客土測定点と英世点近傍の2朝潮の測定を行います｡

使用するサブ･ルーチ y

PoweLset. 共振時の水晶の印加電力 lJJWlと井較抵抗 〔f2]からバワ- .レベル【dBm】セ計辞し
ます｡ここでは省略していますo

I.isLSet: リス ト崩引テープ ,̂を役定します.ここでは省略していますQ

PLcal, 7T治具用の校正サブ･JL,-チンです. ここ{･は省略しています｡

Printing･ 解析データを画面上に出力します｡ ここでは省略しています｡

Disk このブE7グラムは､FRCLEqVという77･イル名で､付属のサンプル ･ディスクに普

田 三三oTいけ ○ r̀orlnstrumentBASIC)外部コソトロ-ヲ用のブログヲムはあ｡ま
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DINStartf(12).Stopf(12).Ifbv(12),打op(12)

ASSIGNeE5100TO800

CLEAReESlOO

OUTPUT eESlOO.''PRES"

otTrPUT¢ESIOO;''CHANl,ANAMODEZTRAN,HEASAR,FMTMAGZP.SCATlr■

OUTPUT OE5100;I-HOLD目

OUTPUT●E5100,●■DUACOFF.I
Om UT CESlOO."COUCDFFl'
OtTrPUTeE5100,''DISGDFF''

Otm UTeE5100.日DISAHIHB'-

INPtTr"centerfr.aqueJICy'(NHz)",CQnter
Centor=Clanter■1.E◆6
川PUT "SpaJlfzLequenCy' (kHZl)ll.Span
Span=Span+1000

GOSUBPov8r_80t
OUTPUTOE5100;■■POWE",Poyqr
GOSUBLュst_Bet

l

GOSUflPLCal

EXECtTTE -'ANAOCKlH

EXECUTEl'ANARFULLl'

EXECtTrEl'ANAODATA"
l

DISPl'CONNECTDEVICE.andPRESSCO】一丁工NUE 'l
PAUSE

DISP
l

l MEASUREMENT

LOOP

EエECtTTE IISINGlr

EエECtTrE"OtTTPRESO?"
cl=READIO(8.0)

FrEREADIO(8.1)

WRITEIO8.0.Contくけ◆9
EXECUTE"EQUCO7l■

CO=READID(8.0)

EXECUTEHEqUCPARA?"

CO三READIO(8.0)

7プリケーション･サンプJL.･プログラム 7-ll



65O A Cl=READIO(8,1)

660 l Ll=READIO(8,2)

670 1 Rl=READIO(8,3)

680 l GO=READIO(8,4)

690 1 ROlR王ADIO(8,5)
700 1

710 EXECUTE"EqUCPARS47 "

720 1COEREADIO(8.0)

730 Cl輔EADエ0(8,1)

740 Ll=READIO(8.2)

750 Rl=READ10(8.3)
760 1

770 GOSUZIPrlntlllg
780 1

790 DISP■●CONNECT7ほXTDEVICEazldPressContlnuel■

800 PAUSE

810 1

820 EIJDLOOP

830 1

840 STOP

850 1

860PovQr_BQt● I
870 1
880 DATA10

890 DATA15

900 1

910 READV

920 READA
930 1

940 INPUT"POWER(uV)'',V
950 VlW/1E◆6
960 1

970 工NPtJT■■RESISTANCE(OIIZl)",A
980 1

990 I PovQrlovolcalclllatlOn
lOOO 1

1010 Pl_r3三125
1020 RO=50

1030 Rl=50

104O R2=50

105O R3Z833

1060 R4TIS9

107O R5=662

1080 R6E142

109O PlJ 2=R6●(R3+R4◆R5■(R3+R4))/(R3+R4◆(R3+R4)●(RS+R6))

1100 VO_aE(PlJ2◆且◆Pl_r3)←SqRT(W/a)
1110 Vp;(R3'R4◆(R3◆R4)●(R5'R6))/(R小R6)■VO_a
l120 VO=(RO◆Rl◆R2)/(Rl◆R2)+Vp
l130 Vl-VO/4

1140poverE10■LCT(1000◆VIA2/50)
1150 1

7-12 アプリケーシ⇒ン･サンプル･プログラム



1160 RETURN

l170 1

1180 1

1190PLCal I

120O OUTPUT(PE5100.■■CALISlll"
1210 I

1220 DISPHConnQCl;SIIORT, andpress[Contlnue]■■
1230 PAUSE

1240 DUTPUT¢E5100,"CLASSllB?.I

1:260 EⅣTER¢E5100;Tmp
1270 J

1280 DISP ■■LeavlBthlatQrnlmalOPEN.andpr888[Contlnt柑]■■
1290 PAUSE

1300 0UTPUT¢E5100,日CLASSllA?"

1320 EⅣTER4E5100;Tnp
1330 1

1340 DISpHConnoctLロAD.andprやZ3S[ContlnuQ]''
1350 PAIJSE

1360 0UTPIJTQE5100,■■CLASSllC7日

1380 EⅣTERqlE5100,Tztlp
1390

1400 0UTPUTOE5100.''SAVl■■

1420 EⅣTER¢E5100,TzTIP
1430 1

1440 RETURN

1450 1

1460 1

1470PrlZltlng
1480 1

1490 CLEARSCREEN

1500 1

1510 PRINTTABXY(1,1);rlRESULTl'

1520 PRINTUSING"25A,3D8D,6Al事."RESONANCEFREqUENCY(Fr)日.Fr/1E■6,日(HHz)■■
1530 PRIⅣTUSING

1540 PRエNT
1550 pRIWTUSIⅣG

1560 PRINTUSIyG

157O PRINTUSIⅣG

1580 PRINTUSING
1590 PRINTUSING

1600 PRINTUSING

‖14A,15X,5Ⅰ)

■■10A.SX.5D
‖10A.SX.5D

H10A,SX.SD
"10A.5X.SD

-'10A.SX.SD

.■10A.5X,5D
1610 !

1620 RETURⅣ

1630 I

1640L18t_Slat 1

1650 Startf(1)=Centlar+9

1660 Sl:opf(1)=Center+9

1670 Ⅳop(1)=1
1680 Ifbv(1);1000

1690 Startf(2);CentOr-Span/2
1700 StDPf(2)=COnter◆Span/2

2D.6Al■.'lCI(Zr)VALUE■■.Cl."(ohJn)■■

3D,SA'I,'lCOVALUEl-.co+1E+12."(pF)1'
SD,SAIL,llCIVALUE''.cltlE+12.ll(pF)n
3D,5A■■,■■LIVALUE''.Ll■1000.-I(mn)■■
3D,6A■'.1'RIVALUE■liRl;‖(ohRL)‖
3D,5A■■.■●GOVALUErl.GO+1000.日(zhS)'1
3D.6A■●,■̀ROVALUE日,RO.‖(DI皿)"
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Hop(2)7200
Ifbv(2)EIOOO

OUTPtTrQE5100,rl.EDITLIST.EDITuSl.CLEL-I
FORIFIT【】2
0UTPUTOE5100,■■SADDH
ouTPUTOE5100;"STAR",Startf(I)
ouTPUTOE5100.日STOPH,Stopf(I)
OtTrPUTOE5100;■■POINrl;Nor(Ⅰ)
ロtJTPUT●ESIOO;"IFBtJ";Ifbv(I)
OtTrPUTOE5100;"SDONH
NEXTI
OUTPtTrCE5100;‖EDITt)ONE'1
OUTPUT●ES100.日SVPTLISTr-
OUTPtTTQE5100.rl.LISDOBASEr■
RETVRN
I

EIID
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8
コマンド･リファレンス

コモ ン ･コマ ン ド

●CLS

エ7- ･キ1-､ステータスIバイ ト･レ/-スタ､オベレー･/Tソ.イベン ト･ステータス ･レジスタ､ス

タンダー ド･イベ ント･ステークス･レジスタ､イ yスッウノレノンT･･イベンI･ステータス ･レジスタを

クリアします｡(Q.leryなし)

- J o-･-1-････- "

*ESE <数値>

スタンダー r.イペソt.ステークス有効 レジスタの皆を改定Ltす｡

+ESR?

スタyダー r･イベント ステータス ･レジスタの値を返 します.(Queryのみ)



*lDN7

llPE5100A/Bの IDを表す文字列を返します｡(Qt.eryのみ)

*OPC

符t#中のすべての操作が完了したときに､スタンg'- Ll.イベント ステークス.レジスタのビット0(オ
ペレーンヨソ完了ピッt)をt'トするように指示しま九

+opcをQuery{.使 うと､符息中のすべての操作が完了したときに"17'を返します｡

事PCB <数値>

HP･TBのコントp- ,̂diを一時的にfIPE5100A/D収gにdナ浪合のコント｡-ヲ剛のア ドレスを指定し
ます. (QueTyなし)

パラメータの布dl 0～30

<ttL>

*RST

HPE5100A/Dを初期投定状態に戻します｡(各初期改定値に附しては r汝能脱明暮 J をビ曳 くh'き
い｡ ) また､ このコマyドは､崩引ヤデータの破り込みをス トアプし､HPイyスッ>̂ ･メントBASIC
をytァトします｡(Queryなし)



*SRE <数値>

ステータス ･バイ ト有効 レジスタの値を限定 します｡

'STB?

ステ-クス ･Jヾイ ト･レジ'スタの内容を読み出します｡この堤合､読まれ る値の ビット6はマスタ ･サマ

リ･ステータス ･ビットです｡(Qua,yのみ)

queryL=対する屯等

*TRG

トリガ ･モー ドにBTJS目 方が改定されている鹿合に､tlPE5100A/I)に トリガをかけます｡(Query
なし)

捌 l鵬 を誓 Tll･EElOO,"･TRG･.

*TST?

内部セルフ･テス トを実行し､その括衆を返 します｡(Queryのみ)

101110:Bt芯なし

*WAl

すでに送信したコマン ドの処理がすべて完了す るまで符捜します｡(Queryなし)
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コマンド･リファレンス

ADTOTflAC

HOVADARYで取 り込んだデータを､DataProcessに通してTraccDataを鼓示します｡ このコマンドは､

TRIGMEAS､MOVADARYとともPC並列処理する船台rcのみ用います｡(Queryなし)

ANAMODEUtGAINPrZREFLIZTRAN)

淵定横能を選択 します.

ANAOCHt1･4)

波形解析横能の対生となるチJrソネルを選択します｡評しくは付弾 I)を卒照してください｡(Queryなし)

- I D-I- ･E与1- ･▲･A- 1"

ANAODATA

波形解qT酬 Eの村政としてデ-タ･トレースを選択します｡肝しくは付鉛Dを参照してください.(Query
なし)

614 コマンド･リ77レンス



ANARANGPu<数値1>,<数値 2>

ANAOMEMO

波形解析良能の対生としてサブIレースを選択します｡鮮しく仕付琳Dをさ照してくださいt,

ANAPOINS?U<数値>

APIAOC】1コマンドで指定されたチャンネ ･̂rc対して,引丑で与えられた測定点番号(トNOP)のステイ
ミュヲス値を返します｡(Queryのみ)poINコマンドii照｡

ANAFIANGU<敦値 J>,<数値 2>

波形群析dt能の≠幽t､スタート(汲価 L)､ストyブ依 (欺GLC)で設定します｡肝しくは付穀Dを事
照してください｡

パラメータの■D

(L4LHLt王)

ANARANGPLJ<数値 1>,<数値 2>

lq波数/パワー掃引時の解析レンジを､測定ホイソト番号IC世定しまrh 可源投入時の初期値､画面表示レ
ンジの変JE時の役定借等の動作はANARANGと同じです｡
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ANARFULL

波形解析世相Eの範蹄を･ステイミヲス幅全体に設定します｡鮮しく仕付弟Dを参照 してくださいO(Query
なし)

ANASTIMP7∪<数値>

ANAOCHコマンドで指定されたチャンネルに対して､引故で与えられたステイミュヲス値にもっとも近

い測定点番号を返します｡(Qucryのみ)poINコマンド参軌

ATRCLJi1l2)

マーカ機能を用いる7クテイブ･トレースを選択 します.

入力ポー トのTyテネークの低を選択 します｡
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ATTIRAUTOutOFF10NlDll)

ATTJAAUTOu(OFFlONIOll)

入力ポー トAの丁ッチキータの自動設定のON,OFFを選択しますO

ATTlBAUTOLJ(OFFIONIOI1)

入力7TE- ト8 の丁ッテネ-クの自動改定のON,OFFを選択します｡

垣壷這)▲TT- -IPORTb▲VTO
oFFiたはoAUTOOFF
oJまたはlAUTOON

入力7Jl- トCの7ッテネ一夕の自動牧定の ON,OFFを選択します｡

圧壷 這 )･TTE■U･TOIPORTC･t,TO

oFFtたrloAUTOOFF
oltたけ1AUTOON

ATTIRAUTOuiOFF】ONIOFl)

入力7h'- トRのTyテネータの自動改定のON,OFFを選択します｡

(亘這亘 ).77-▲TOk POIT A ･t,rC

qFFtたrtoAUTOOFF
o7tたは1 ÛTOON
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m WU<数値>

I(ワー掃引時に内部の信号源7プチネータが切 り替わる時の切替後の待ち時間を設定しますB

オブノヲンOLOのみ有軌 (オ71ゾヨン010がインスト ･̂されていなV,TIPE5100A/Bでこのコマンド
を実fj=しても甘皆(WARNING)の表示は出ません｡)

AUTO

トレース･データを､自動スケール銅盤して画面に表示しますO(Queryなし)

〔亘亘i⊆王)▲tTTOSC▲LE

BASL

HPインスッウ ･̂メソトBASICのプログ?ムした､ユーザー定萩キー (ONKEYLABEL)を表示しま
う㌔ (Qt･eryなし)

匡壷 …壷)IlB▲SIC O‖ EYL▲阻

特定の操作の終了を示すビープ音を鳴らすかどうかを設定します｡
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BINSIZEu<yG>

BEEPFAILLJtOFFfONIOFl)

リミット テス トのFal】(不合格)を知らせるビ-ブ昔をONまたはOFFに役宅しまナdリミット テ
ス ト機能がONの状態で. このt:A-7-音をONにすると,リミット テス トの結果がFallとなるたび'忙
ビープ音が鳴 ります｡

BEEPWAFINLJ10FFiONIOl1)

書昔時のビープ音通知出離のON/OFFを切 り替えます｡この機能をONKすると､甘告メッセー/'が表
示きれると同時にど-プ昔が鳴 ります｡

BINSIZELJ<数値>

INPUTRACBで出力するⅠ/0ポー ト-のid!現 したデ-クの個数を改定しま九

INPUTRACBの2番Elの穀定パヲメータの最大値を設定 します｡(オブ/ヨyO22のみ)
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BLIGHTLJiOFFIONFOl1)

LCD画面のバ yタライ トの ON/OFFを切り替えます｡

BOTVu<数値>

ログスケール時の､グラフの下端の値を限定します｡

CALCOPYU<数値 ノ>,<数値 2>

校正の状態をチ･Yンネ ,̂間でコt='-します｡(Qucryなし)

パ?メ-タの税明

CALILJ(NONEIFtESPlFtAllONEP)

校正法を選択しますq
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CAUくくOISILH LSIRS】CP)∪<数値>

JI択されている潤定モー ドの校正キ?トの笹を設定します.

村¢ナ8+- (亘亘)mDZETC▲LttT OPロ 571,.M LTSTl).LOABSTD,LL.L,.Cp

パラ1-タの托I 0:OPENS:SHOFrrL:LOAD

LS:Lq

R5:一㌔CPこCp

l■■l

dt用el

CENSLJ<数値 1>,<数値 2>

ステイミュフス値のセンター値とスバyを設定しますC
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cENTU<数値>

ステイミュクス値の中心を定義します｡

CHADu<文字列>

T-ィスタのカレント ディレクトリt変更します (変更するディレクトリ名t指定しますゝ(Queryなし)

対Cナ手キー 匹 亘 )F工は - LrTT Cm .0- Ⅰu CTPLY

I<タメ-タのPLー】

CHANUtlI21314)

Tタテイブ .チャンネ ･̂を選択します｡(Queryあり)

tMeA･/Format)ACTIYECl【】

C州

24ttッ日/0ポー トのCポー トを､人力ボ-tに選択します｡(Queryなし)

- l qmp- ･E5.-."- "

CIVALu<数値>

ユーザ定兼の CI値を入力します｡
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CLASSl1(AIBIC)

CLACTu<数値>

SRC比TRFL'コマンドにて水晶輯勅子の負荷時共坂周波数(FL)をサーチ測定する殿の実際に嬢横されてい
る負荷容畳の値を lF]-(.設定します.HP41900A7Tネ ットワ-タ .テス トフィクスチ ャやJIP41901A
SMD7｢ネ ットワーク ･テス トフィクスチャで使用するEg定 C付きCLボー ドにはそれぞれ負荷容色値が
正確K値付けされてお り､その値をこのコマン ドにて入力 します.

なお､AppendlXX にサyプル .プt'グアムを載せてあ りますので参照 して ください｡

CLASSlltAIBIC)

ホー ト1(Sll)の校正スクyダー ト タクス (SllA(OPEN),SllB(SHORT),SllC(LOAD))を選
択 します｡(Queryなし)



CLEL

7'クティプなリス ト･テーブルをクリTLます.(Queryなし)

Cl_EMil･4)

マーカをクリアします｡(Queryなし)

画 cLE▲Rl▲AIEA

CL.EMNU3

(亘壷)に定集したソ7トト ･メニューを消去する｡"AUTORECMNU"というフ丁イル名で､田
の設定を保存しておけば､竜虎投入時忙自動的にロ壷壷)の設定を読み込みま九 (Queryなし)

- l □uTPm ･E6100･,･M U3日

CLES

ステータス.-イ ト(statusbyte)､スタンダード･イベyト ステークス･レ/'スク(eveTLtStatl'S
reglSter)､イベント ステータス･レi;スクB(eventstatusregJSter8)､オペレーショナル ･ステータ
ス.レ/'スク(operatlOnalstatusreglStCr)をクリアします｡(Queryなし)

脚 I ou,- ･ESl00 ,"-ES"

CLT(iTU<数値>

SRCHTRFL'コマンドにて水晶横勅子のn樺時共較周波数(FL)をサーチ測定する際の日常の負荷容丑の値
を【F】で設定します｡SRCHTRFL'コマyドは､このコマンドで設定された負荷容量値に対する負荷時共振
周波数を求めます｡

なお､AppendixKにサンプル .プロダフムを載せてありますので参照してくださvl｡
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COPYRIGHTutOFFFONl0l1)

CONT

り ガを迎域モー ドに改定 しま九 (Queryなし)

〔亘壷亘)cO-TITUCUS

CONVLJiOFFIZTRAIYTRAFZREFIYREF)

測定データのイyt:A-ダyス､ア TIミクソスなどの変換を行います｡ このコマンドは､AⅣAM8DEをゲイ
ソ ･フェ-ズrc設定 して い るtB合 にのみ有効で す｡

COPYFtIGHTU(OFFl0Nl0l1)

コピー?イ I表示を ON/OFFLます｡(Queryなし)

/<フメ-タのJk明
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CORRUIOFF10N10ll)

誤堂瀬正横fIEのON/OFFを切り替えます｡

CORRS7

7タテイブ ･チャyネルに>ける学費清正練能の状態を出力 します｡(Queryのみ)

qL[eryl=■Te¢暮

COUCutOFFIONFOrl)

チャンネJt,･カップリングをONまたはOFFpc改定します｡

GOUT

24ビット[/0ポー トのC7h-- トを､出力7hL トに題択 しま丸 くQueryなし)

脚 併 l out,VH E5.00 ,.CDUT,.
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CWFFtEOu<歎値>

CREDu<文字列>

DOSフォーマットのディスクに新 しvIディレク日 を作成しま｢h (Qtleryなし)

ls.ye/RmllJFlu-UTTCtS▲Ⅷ J)Il- ql▼

<文事刃> JE大8文事のfLvtfイL,タ目 名(+t大3文事の妊女子)

CURD?

カレント ディレクトリ名を返します｡(Qucryのみ)

対応Tもキー (蚕豆亘壷亘)FnEVTmlrYCVmE■TDtRBCTロlY

t文字列)

任用桝

CURMPOIN7

点薪の淵定点とその点でのatl定7--クを返します｡(Queryのみ)

CWFREOu<数価>

パワー掃引時の周波数t倣足します｡
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DATAMUtNONEIFIESPIFtAl10NEP7

7'タテイブ.チャ1,ネJL,に>ける一点帯正横能の改定t･選択します｡一点補正横能は､CORRDFFの時のみ

に阜能します.

DATAMNU(1･10)

Tタテイブ ･チャンネ ･̂における一点補正に併用する補正データ用のインデックス仰AEを設定します｡

QtleryL=封する年書

DATl

データトレースをメモyトレースにセーブしま+.(Queryなし)

〔至垂亘 ∋ DEFI･E TLACE D▲T･-川 ix

DAYMYEAR

日付の表示フ*-マ･/トを ｢El 月 牢Jに取愛します｡(Queryなし)

園 JtOLESsrCLqCtO■PoAY●Lr
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DELA

FMTDELAと同じ動作をします｡FHTを参照してください｡

DELO

デ ･̂タ ･マーカ･モー ドをOFFにLます｡(Queryなし)

(亘;亘亘)AJtODH - H DDf"rF

DELFtf1･4I
T- ･̂タ ･マーカ.モードのリファレンス ･マーカtBI訳します｡

DELRFIXM

Ea定 977レンス.マーカを牧定します.(Qtleryなし)

(垂垂ヨAmDEJtE]UHJrq -JDKtl

DIN

24ビットl/0ポー トのD*-- トを､入力にZ択します｡(Queryなし)

鯛 肋 l .uT,..T.SSl｡｡,"D""
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DISAUtALulHIHBFALLBlBASSJ

表示酉面 の割当てモー ドを選択 します｡

DISGu†OFFLON1011)

ダ リd'ドの表示の ON/OFFをffvlます.

DISPLJ(E)ATAWEMOIDATMIDMMIDDM)

糞示す a I.レースの タイ プを選択 します｡

8120 コマ ン ド･リフTレンス



DUACutOFFIONlDJl)

DISTutOFF10Nl0日)

トレースの表示の ON/OFFt切 り換えます｡

l<クメータの蛇明

(0ーり

DONE

選択したスタンダー ド校正の測定が完了したことを通知 します.(Queryなし)

POUT

24ビットl/0 ポ- トのDポー TLを､出力*'- トに題訳します｡(Queryなし)

- E qm･柵 -DD- ･

DSKEY

フロyいくネ ･̂のキ-とp-タy･ノブの操作を無勅にします｡ これらの撫作を再び有効とするには､

ENXEYコ† yドセ送信します｡(Queryなし)

脚 J om･ESl〇〇･･･Ds･EY"

DUACU(OFFl0NIO】1I

複軌のチャyネルを同時K.表示するか､7'タティプ.チャyネ ,̂だけを表示するかを切り替えます｡

コマンド･リファレンス 8･21
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DUACuiOFFION10H)

EDJTt)ONE

リスト テ-ブルの操典を終了します｡ (Queryなし)

EDlTuSl

リス日 の編集を開始します｡(Queryなし)

(亘…亘壷)LZST･0 日 tDI,LIST

EDlm lS2

リスト2の溝兼を開始しiす｡(Queryなし)

〔亘萱壷 )U ST -0 日 也rTLl･T

EDITLIST

少スト テープ ,̂の収集を開始します｡ (Queryなし)

(亘 重 さ〕EDITLrST

ELEDu<数値>

駄科の位相変化に合わせたt気的遵延のq盤を行います｡
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EOUCPARA5?

ENKEY

DSKEYコマyrによって無効となっていた7°ンレ1ネ Ĵのキーとロータリ.ノブの振作を再び有効にし

ます｡(Qt･eryなし)

EOUCO?∪<数値>

指定周波政.{･の､Coを返します｡詳しくは付録Dの ｢EQUCO† tlaLtLe｣をii照してくh'きい｡ここで
Coは,以下の式で求められます.

C.=生
UJ

Where.

B. /.における虚数部

U. 2×7rX/.
/. コマソr･/17メタで推定した周波赦

Z変換を選択しているJ>合は,Co柱,以下の式を用いて東わられます｡

-1

CTD=瓦一㍍ こ

このコマyrはLOGMAG良PHASEt点択したJB合のみ有効です｡他の7*-マットを点択した浪合
は､0を返します｡また､指定した周波数が解析L,yジからはずれている&合も,0を返します｡インビー

ダyス変換がONのヰ合に8.が0の時は､EqUCO'は0モ返します｡(QueTyのみ)

EQUCPAFIA5?

EqUCPARAと同じ等価回路IC解析しますが､GOを強示しません｡解析申囲PC反共頒周波赦 (F.i)を含んIC

いない場合､EqUCPARAは､WARNrNGを表示しますが､EqUCPARA5は,鼓示しません･(QueTyのみ)
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EQUCPARA?

クリスタル振動子について6米子の等価回路解析をfj=ヘ ノ､ヲメーク､Co.Cl,Ll,RJ,Co,Roを出力し
まう㌔ 評しくは､付韓Dの ｢EQUCPARA'｣を参照してくださvlo(Queryのみ)

EOUCPARS47

クリスタルせ動子について4菓子の等価回路解析を行い､′くヲメーク､Co,CL,LL,RJ,/.,/"/,,/A./B
を出力しtす｡評しく仕付#Dの ｢EQUCPARS47｣を参照してくだ'さい｡(Qtleryのみ)

1人くJP

EOUCPARS?

タリスク ･̂振動子Kついて6束子の等価回路解析を行い､J'ヲ}-タ､Co,CL,LL,Rl,/.,/A,/,,/1,
/l,Go.Rcを出力します｡辞しくは付斡 Dの ｢EQUCPARS'｣を参照して く7t'さい｡(Queryのみ)
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ESlH

lJl<J2

EOUMu<数値>

EqUCPARA?､EqUCPARS?コー ンドの等価回鞍解析にカV･て､T rミタンス円の円近似に使用するポイyト
鼓を指定します｡EqUCPARA'(またはEqUCPARS')は､円近似を行うときに､河定点数から指定した点数
のみを6E用します｡Eqtmが滴定ボインTL政より多 く設定されたJB合､EqUCPARA?はすべての甜走ポイy
トt使用 して円近似t行います｡初期取定位は8です｡書事しくは､付キDの rEQUCPARA?｣をさ照し
てください｡

ES87

イベント ステークス.レジスタBの俵を出力します｡(Queryのみ)



ESNBU<数値>

イベント.ステークス･レジスタ Bのピッ71を殻足 します｡

EXETU<数値>

TESTS{,選択されているサービス ･テス トを実行しますQ(Qlleryなし)

対¢1古手- 包亘壷)EIECVTETEST

パラメータの税明

EXPCutOFF10NIOll)

校正補間モー ドの ON/OFFを設定 しますB

EXPZPUtOFFIONIOll)

イソt=-- ダンスの位相表示を 3609で折 り返さず忙表示 (拡張性招致示)す るか,折 り返 して表示するか設
定 します｡
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EXTflLOCK?

EXTREFINPUTに入力されている基準信号に河瀬しているかどうかをPlぺますB(Ql.eryのみ)

EXTTu(OFF10NSWEE)

外部 トリガ ･モー ドを取足 します

FILCLJ<文字列 1>.<文字列2>,<文字列3>,<文字列 4>

77イルのコピーを行います｡(Queryなし)
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FILCu<文字列 1>,く文字列 9>,<文字列 S>,<文字列4>

l内NEフE'ッビー ディスク･rケイブのヰ合 1.内稚 RAM ディスク･ノモリのせ合 E)

FMTLJ(LOGMIPHASIDELAl lADMGrADMBIMAGZDF)
ディスプレイ ･フォー マットを題択します｡

(McAB/Form.lJFPRJL.TILOOJt.= P且▲SEIL8- ▲- DEL▲YILIJ "▲- Pに▲SE
L王J■▲OtDSL▲Y.REALAIKlq工J▲RY,LOOHlO.u lX▲○,PZllSE,D6L▲Y.kEIL
r2lLBIJAJLr.nPllDEDPJ▲SE.IZIIPE▲SE1.IylIpコ▲SEy A-I,OlB.lzl.

IYl.PE▲SE王.PE▲StT.A.0,Jl.I

LOGM 対Jt競伯フ*-▼ブI
PHAS 位相フ*-･ryI

DELA 讃jZ7*-▼ 7ト
LINM リニア♯liフォ- マッ ト

REAL ;応Jt来示フ*--ケ ト
n4AG dE赦来示7*一一ッ ト

LOGMP 村政Fl■一位梱 7*-サ ブ I
LOGMt) 対JtやNi-遅延7*-マyI

LINMP yニ丁世相_世相フォー▼ グト

LINMD y三Tt柏一選好フォーヤ クト
EXPP 拡Sl位相71-, 7ト

MAGZP IZト位相 フォーマグ11

MAGYP IYト世相 7*-マグI
IMPRX 氏_X7■-一寸yI

ADMGB (】_fi7*-▼Yト

MAGZ lZlフォーマ プト

MAGY IYlフ*~マ プト
PHAZ Z位相 フ*-マ 711

PIlAY Y位相 フォーマ yI
IMPR R.フ*-マ プト

IMPX X 71-▼ yI
ADMC G フ*-▼ プI

ADMB 8 7*--47ト

ーヽ MAGZt)F 任用追従用 7J･BFフ*- I ,I (*ブ/.yo23のみ)

QIJCryL=村1る応書 LLOGM IPHASIDELAFuNM IREALHMAGILOGMPILOGMDILITW PI

LIMMDrEXPPIMAGZPrMAGYPIIMPRXFADMGPIMAGZIMAGYI
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CRAPFORMu(F'CLlTIFF)

FOFtM2

HPllBを介 したトレース･データ転送､波形解析コマンド(付韓D参照)の出カフ*-lVプTLを,TEEE
の32ビット浮動小数点フ*-†?トに設定 します｡外帯コyトT7-ヲからの入力時には使えません｡群細
は付投C を事照してください｡(Queryなし)

FORM3

HP-IB を介したトレース･データ転送､波形解析コマyド(付頼Dii無)の出カフ*-マ?トを､IEEE
の64ビット浮動小批点7*-マットに改定します｡外琳コントE･-ヲからの入力時には使えません｡辞細

仕付鐘Cを参照してください｡(Queryなし)

FORM4

HP-IBを介した トレースIT--クー転送,波形解析コマyL'(付鋲D参照)の出力フォ-マ ットを､ASCIl
フ*-LVソトに投足します｡詳細は付線Cを容即してください｡(Queryなし)

FORMS

HP-rT3を介 した TLレース ･データ転送､波形解析コマンド(付頻D参照)の出カフ*-マットを､
PC-DOSフ*-マプトに改定します｡外やコyトE,-7からの入力時には虻えません｡書苧細は付着C を
参照してください｡(QtJeryなし)

GRAPCOLu(FIXqVAFICIHONO)

垂両イノIi;をディスクにt-プするときのダフフイブタ･ファイルの表示色を選択します｡

GRAPFORMu†PCLITIFF)

菌iELイメージをディスクrEt-プするときのグラフィック･77イ ･̂のフ*-マプトをZ択します.

l
-

-



GRODAPERU<数値>

群遅延測定の丁バーチャ値をスパ ンのパーセンテージで取定 します.

HOLD

袈示画面上のデータ.トレースを箇定 し､崩引とデータの取 り込みを停止 します｡

lDN?

木器のrD を出力しまナ｡
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AFBWAUTO

各測定ポイントPCついて適正なlF帯域将を自助改定します｡(NoQuery)

匡壷…a IFBVH tFBV▲-

lNID

7ロツtt'- ･ディスク･ドタイプのディスクや､RAMディスク･メモリの初期化を行います.(Query
なし)

lsAYC/RecAJ17FエLE- LZTTI･- ALTL･- 18A



lNP810

1/0ポ- トの4ビYト並列入力ポー トをRJってデータを入力 しま九 (オブ / ヨソ005のみ)

lNPT7

24ビ7日/0 ポー トの Inputlrc入力があったかどうかを示す値をかえします｡(Queryのみ)

JNPUCALCf01･83)LJ<数値 (I)>,<数値 (2)>, ,<数値 (n)>

測定時の補正に用vlも誤襲係数を､架敷布 と虚数部の形で HP-1Bを通 して木器のノモ少に格納 します.

データ入力時の転送フォーマットは､ASCII転送 (FORM4)のみですd(Ql.eryなし)

<tTA> X計れ (デー9 ･フ*-マット 六A8.杜放8)

DI打▲(1201,12) NOP 20L
■N正JIA4rt曲たしてください.

OLITPITrI-E5100.'lIJPIJCILCOl".▲(●)

lNPUDATAU<数値 1>,<数億 2>, ,<数値 n>

データ配列にデ-タを入力しますCデータ入力時の転送フォーマ ットは､ASCIl転送 (FORM4)のみで
す｡(Queryなし)

<kGl> 社兼赦(f-タ･7*-マ'I 兼地 帯,止政利
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lNPUIFOFINlu<数値1>,<数値 2>, ,<数値 71>

lNPUD… 叫 01-03)∪<数値>

アクティブ.チャンネ ･̂忙おける測定時の一点満正に用いる誤妻係数を､実数帝 と虚数部の形で入力しま

す｡DATA脚 でイyデックス領域を作っている時はイソ 71-yタス領域に7--タを入れるだけ{･す.(Query
なし)

<k価> 載兼赦(7--タ･フ*--<ット 葵政市,虚政和)

lNPUFORMu<数値 1>,<数値 2>, ,<数値 n>

フォーITyト配列にデータを入力します｡デ-ク入力時の転送フォーマアトは､ASCIl伝送(FORM4)の
みです｡(Queryなし)

INPUIFOFIMu<数値 1>,<数値 2>, ,<数億n>

非7タティプ ･チャyネルのデータトL,-ス配列を入力します.7--タ入力時の転送フォーマットは､

ASCII転送 (FORM4)のみ{･九 (Queryなし)

チャンネル政が3以上の鍵合､INPUIFORM7{.入力されるチ十ンネルは以下のようになりますO

アクティブ.チ十 ンネ̂ ZNPUIFORMで入力
されモチ+ン書^

<■仙> 1兼虫(デ~タ･7r~マッ ト 突Jt七.dL救葡)
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INPUMEMOLJ<数値 1>,<数値 2>, ,<数値 n>

メモ り配列にデータを入力しますOデータ入力時の転送フォーマ ットは､ASCII転送 (FORM4)のみで
すo(Queryなし)

<kdl> 故事赦(チ-タ17*-マット 茶赦瀬,成敗琳)

J)ZK▲(1201.12) NOP 20L

■Jモリ正朔に入力Tadtbtしてください.

OUTPLTrfEE'100."IrE)1,rTIEIIO''.1(･)

lNPURAWU<数値 ｢1)>,<数値 (2)>, ,<数値 (n)>

アクティブ･チャンネルの生7--ク配列忙､実数部 と虚数部の形で flP-IBを通 して入力 します｡T--タ入

力時の転送 フォーマ yトは､ASCIT転送 (FORM4)のみです｡(Queryなし)

くk価> 1兼並 (データ･フォーー'ト 実赦帝,此 書)

DIM▲(1201.12) JVOP Eel

I入力1もp-クー甘tして(tLさい.

DLrTPtTrtE5100."IrPtnAV".▲(･)

lNPURFOFtMLJ<数値 1>,<数値 2>, ,<数値 n>

7'クティプチャン不ルのメイン･トレース配列を入力 します｡(Queryなし)

lNPUFtTMEMu<数値 rI)>,<数値 (2)>, ,<数値 (n)>

7'タテイブ .チ十ンネルのサブ1トレース配列K､データを入力します｡サブ ･トレースは､チ十yネJL･軌

の限定が2の ときに有効です｡データ入力時の転達7オーマ./トは､ASCIT転送 (FORM4)のみで+O
(Queryなし)
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lNPUTRACBu<放任1>,<政情2>,<故借3>

lNPUSTIMu<数値 J>,<数値 2>, ,<数値 n>

7タティプ･チャyネルのステイミュクス .データ配列にT--タを入力しま+.(Queryなし)

lNPUTFIACu<数値 )>,<数値 2>,<数値 9>

ある測定ポイyトでの待ち受けする位相値を与え､その位相値に測定値が連した鵜合にⅠ/0ホー ト-t出力
するかどうか吸足します｡Ⅰ/0ボー ト-出力するデ-クはINPUTRACZ)で改定しま1h(Queryなし､オブ
yヲyO22のみ)

パラメ-タのIR一】

lNPUTRACBU<数値 1>.<数値 2>,<数値 3>

INPtTmACコマンドで設定された少ミフト値に位相の淵定貨が遷した&合にⅠ/0 ポ- トから出力する倍を
殻定します｡I/0 ポートからは lつデータだけでなく､長大 6つの任意のデータを連成 して出力すらこと
ができます｡(Queryなし,オブ･/ヨyO22のみ)

サンプル ･プロダフムでは1つの測定点に対してlつのデータのみを出力するよう例のみ行ってVlます｡

上妃コマンドで設定された阜合､測定ポ イント5に>いて浦安位相がEl掠値rC連した溝合､下記に示すよ

うなデータがⅠ/0ポートより出力されます｡
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lNPUTRACBu<数値 1>,<政情2>,<数値 3>

1 2 31010 0100 00u

ビット4ビット3ビット2ビット1軌定目標た吋 ∴ ll l】
iit

図8･1.データ出力タイミングチ十一 ト

10PO?

パラレルⅠ/0 ポー トのオブ./ヨンを出力します.(Queryのみ)

LIMILINEu(OFFIONIOl1)

リミYト ライy表示のON/OFFを切 り替えますo
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LIMITESTUtOFFION10ll)

9ミ'ト テスト溝能のON/OFFを切り替えます｡

uSDFBASE

周波数リスト那 lモー ドK-おいて測定されたT--タを周波赦ペースIC表示します｡(Queryなし)

匹 壷 )SVEZiPTYPEXE-U KOLJiU ST DlSP F叫 や･,E

LLSDOt)ASE

Fg鼓赦1)スト掃引モードに>いて九定されたT--タtオーダ･ベースで或示します｡

(亘壷∂ syE･F T,PE ,u･" loll OLDS- .SE

LISFREO

SVPTLISTと同じ地作をします｡SVPTをii耕してください｡

LISSLISl

リス日 をリスト掃引のリストとして点択します｡(Qt.eryなし)

匹 壷 )syⅨpTYPEK ･q AOlH ZS丁目
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LISSLIS2

リスト2をリスト掃引のリスIとして選択しますo(Queryなし)

(亘亘…亘∂ SVEEPTYPEJtE■U JtOlEu87日

LNIAX?U<数値>

AⅣARAVGコマンド{.改定されたレンi;内で､左からN番目の極大値の値を出力します｡(Queryのみ)

LMAXS7∪<数値>

ANARANGコマンドで殻定されたレンジ内で､左からN番目の塩大値の値とステイミュクス値を出力しま

すo(Queryのみ)

LMIN?∪<数値>

ANARANGコマy rで改定されたレンジ内で,左からN番目の削 ､値の値を出力しますo(Queryのみ)
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HAFtDulOFFEONIOll)

LMINS?U<数値>

ANARAⅣGコマンドで設定されたレンジ内で､左からN番目の烏小生の値とステイミュクス笹を出力しま

す.(Qtleryのみ)

LOWEuMrLJ<数値 I><数値 9><数値 3> <数値 n>

リミタト･ヲイyの下田値を改定します｡下限値は,各潤定点亡とPC仮定できます｡

MARDLJ(OFFIONIOl1I

画面上のマーカの表示するか,表示しないかを切 り替えます｡
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MARK(1-4)∪<数値>

アクティブ.マーカーを選択し,その他世を限定します｡

MAFIKBUCKLJ<数値>

アクティブ･マーカーの位置を測定ポイントの番号で設定します. (Qlユeryなし)

MARJ(CENT

アクティブ ･マーカーの位置をステイミュクス値の中心に移動します. (Queryなし)

(亘亘亘).㊨ .匡壷…).(亘壷),x▲km -CEITm

NIAFIKCONT

トレース上のどの点にでもマーカがおける.測完≡ポイyト間の補間をおこなったモー TIKLますO

(亘亘妄≡互∋ nl= ODEJIG.U m■TITVOUS
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MARKCOUP

チャンネル間のマーカを連動させます｡

(垂 亘 )Kl- dDE瓜 ･U LLAtEb CqLPuD

MARKDLSC

ステイミ1クスの改定H=従った河定点にのみマ-力がおける､ディスク9- TL･モー ドrc改定 します｡

(亘垂 亘)KllXCDE旺 ■V h llnS DZSCKTE

MAFIKFSTIU<数値>

良受ヤ-カのステイミュ?ス俵を投足 します｡

MAFIKFVAL

箇定･tr-カのレスがyス値を改定 します.



MARKLU(OFFION10Fl)

全マーカのスティミュラス値とレスポンス値のリスト表示のON/OFFを切 り替えます｡

MARlくODATA

データ.トレ-ス上にマーかを置きます｡

- l ov,I- ES1- ･･,-R10D･,

MARKOFF

全マーカ､jJフアレンス ･マ-カ表示をOFFKLます.,

匝 萱亘 ).LL - OFF

MARKOMEMO

サブ･トレース上にマーカを取きます｡ (Queryなし)

脚 l om ESI- ･W OXnO-

MAFIKREF

リ77レyスの位置を変更せずに､ リフ7 レyスの値を7'タティプ･マーカのレスポンスの値にします｡

(Queryなし)

脚 例 I ｡uT,UT.E61｡｡ -,I.RlREF-

8･42 コマンド･リフTレンス



MARKTIMEulOFFION10日)

MARKSPAN

ステイミュクスのスター ト値 とス 71ツブ値を丁タテイブ･マーカとデルタ･リファレンスマーカ間のステイ

ミュ?ス値にします｡ (QueTyなし)

(亘亘亘),(亘喜 〕,(亘壷).包 hLLEL-SP▲■

MARKSTAR

ステイミュクスのスター ト止をアクティブ .マーカのステイミュクス世にします｡ (Queryなし)

(亘亘;a(亘亘 ).(亘亘),直 a l･1･血 - ,-AJLT

MAFtKSTOP

スティミ･>ラスのス トップ笹をTクテイブ ･マ-力のステイミ1ラス盾にします｡ (Queryなし)

(萱壷;a (壷壷).(亘左目亘 瓦 ,LAILn - STOP

MARKTIMEu(OFFJONl0117

アクティブ ･マーカの測定点までの掃引時間表示のON/OFFを切 り甘えます｡
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MARKUNCO

チャyネ ･̂間のマーカを非連動にします｡

(亘亘亘巨亘)m1-EKEJVUJCDU.Il一

MARKZERO

ESl定･リフTレンス.マーカを丁タティ7･▼一力の任せに改定します｡(Queryなし)

匹 壷)AXODE拡Ig - U LDALEr叫

NIAXPOrN?

最大II定点赦せ返します｡(Queryのみ)

qLJeryL=対す毛応書

MAXPORT?

柿-ト赦(レ/-バの軌)を返しま九 (Qtleryのみ)

MEASIPT?U<数値>

パラメータで指定した測定点で測定して､珊走結果を返します.

オブシ,ソ022の待ち受け削 EがON(TRAP叫)の時に､HEASIPTを実行すると､本給は､待ち受け状態
l(なり､INPUTRACで改定した位相借の条件に合った時点で測定招来を適します｡(Queryのみ)
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MEASu(AFIJBRICRIFIAIBAICAIFIBIABICBIFICIACIBCIFllArBICi

測定バフメークを点択します｡

村61も+- 匡⊇亘⊆亘)応.S日 .▲′l.8/L,C/..l′..8/..C/A,.′8.▲/Jl.C/Ji,.′C.

/{クJl一夕の捜q A/RJI宝8′R■皇C/FLPl定良/AaI定
/▲JI丈

/AjI意iBJIeBJr定

A/C/BJf定氏/C力皇

A/CaI史8/CJr吏JI芳…*崇J定JI定

t̂

■■■

MEASA

HEASAと同じIb作をします｡HEASを参照してください｡

MEASR

HEASRと同じJb作をLます｡MEASを夢照してください｡
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サーチ範囲における表示 トレースの､平均丁乱 模準偏差, ピーク II:'-タ値を表示 します.

MENU3LJ<数値>,<文字列1>,<文字列2>,<文字列3>

(亘 亘 )の ソフ トキーを定幾 しますO(Queryなし)

パケメ-タの枕明

<文字列E><文字列 ∫>

使用例 OtrrPtJT例 OtrrPtJT

MOHMSWU(A18),(ON10FF)

1Mn入力の ON/OFFを切 り替えます｡(オブゾヲン101のみ)
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MONDYEAR

El付の表示フォ-マットを ｢月 日 年｣に変芳します｡(Quefyなし)

園 JtQLS SET CLOCI J)▲T- OD古 h d ･1▼･LF

MOVADAFtY

TRIGItEASで潤定したデータi･読み込みます｡ このコマンドは､TRIGMEAS､ADTOTRACとともに､並列凪
理するiB合にのみ用います｡(Queryなし)

MULCutOFF10I叩ll)

･Yルナ･チャンネ ,̂諜示 (復姓チ十yネルの同時表示)のON,OFFを切り替えtナ｡

NEGL

24ピットI/0ポー トのLiI力付号を免租理rC投愛します｡(Queryなし)

- I m･ES1- ,I." GL･･

NEXPK?

最後に実行されたPEAK?またはNEXPX?コマンドで発見された捷大値の次に長大のdi大値の位とそのス
ティミュラス俵を出力します｡評しくは､付鎖DのrNEXPJく?｣を多照してください.(QueTyのみ)



NEXNPK?

最後に実行されたNPEAX?またはNEX肝K?コマンド{.発見された捷小値の次に最小の僅小値の値とそのス

テイミュヲス値を出力します｡(Queryのみ)

NOMFU<数値>

sRCHTRFL'コマンドM:て水晶坂肋子の負荷時共瀕周波赦(FL)をサ-チ測定する際の拭料の負荷時英世周
波の公称値を【叫 で限定します｡

なさ ､ このコマyドで改定される周波数は､PTFRコマンド(オブ /コソ023)で改定される直列共ゼ周波
数 (FT)をサーチする田の追従開始周波数 と内申改定上 少i'タされており､片方を牧定すると他方 も同じ改
定になります.

AppendlXKrcサyプJL,･プログラムをtEせてありますので参照してください｡

NPEAK7

ANARANC コマンドICp改定された範囲内で,別 ､の蛎′ト値をtLl力します｡(Queryのみ)

8･4B コマンド･LJ77レンス



NUMGLr<k也>

NP≡AKLIST?

ANARANGで取愛された範囲内{･ネガティブピークを小さい脚にn個来ろ､それぞれの値を出力しま

す｡(Qucryのみ)

NPEAJ(SOFIT?∪<汝値>

ANARANGで改定されたれEa内でのネガティブビ-タt小さいNにn佃求め､スティミュラスの値の小
さい巾に並べ替えて値を出力します｡

NUMCu<敢値>

チャンネル政を改定 します｡

NUMGu<数値>

指定した回数分の掃引を開始しまも 掃引終7'後はホー ィ̂ .モー ドに戻 ります｡(Queryなし)

IJIJ:の暮■(<■t>に 0以下のKt指定 して い が8宝されtす. )
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NUMLMAX?

ANARANGコマンドで改定された葡圏内での､康大点の個数を出力します｡(Que･yのみ)

qtleryL=村TZIJZ一暮 (■■) (&大KのfrJt)

NUHLMIN7

ANARANGコ･Vソドで改定された範囲内での､軽小点の佃赦せ出力します｡(Queryのみ)

queryt=吋16応事 Itt) (書小tの■た)

NUMLMlNMAX?

ANARANGコマンドで殻定された葡園内での･康大点､玩小魚の稔穀をtLl力します｡(Queryのみ)

qtJerYL=肘18拓暮

OSEu<数値>

オペレーンElン･ステークス･イネーブル .レジスタのビットを改定します｡

バクメータのq叩

(JLtJ

OSER?

オペレーン･ソ･ステータス･イベント レジスタの現在の改定値を出力します｡(Queryのみ)
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OUTIENVH

OSNTU<数値>

OSNT(オベレー/ コソ･ステークス .ネガティブ ･トラL,リノヨソ･フィルタ)のピ-/トを設定 します｡

OSPTU<数値>

OSPT(オベレーショy ･ステータス･7ポジティブ･トクソ/'V,ソ･フイ ･̂タ)のビットをtフトしま+'

OSR?

オペレ-/,ン･ステークス ･レi;スタの改定値を出力 します｡(Queryのみ)

qut･ryL=対す手広事

OUTIENVH

24ビット1/0 ポー トのInputlPCトリガ入力があれば､Outputlを H)ghにセ'トする壬- rrc設定 し
ます.(Qucryなし)

d.FPN F ｡.m v,.̀ El｡｡...CUT.EM H



OUTIENVL

2LIビットI/0 7hl- トのlnputlにり ガ入力があれば､OutputlをLowに セー/トするキ-ドK:鞍定しま
す｡(Queryなし)

- F 8-- ･E51-･･･- - I

OUTIH

24ビy日/0 dtL トのOutpullをtr)ghにしま+A(Qtleryなし)

- l dm･ESl- 1･"

OUTIL

24tZ7日/0ポ- トのOutptltlをLowにします｡(Queryなし)

- 1 O-･ES,-･.･- 1L･･

OUT2ENVH

2LIttッ日/0 ホ- トの hptJtlに トリガ入力があれば.Output2セ111ghKItプトするモー ドに汲愛し
ます｡(Qucryなし)

- l om ･ESI- ･-O- E- ･･

OUT2ENVL

24tlッ日/07h-- トのInputHcトリガ入力があれば､Output2をLowK･tリ トナる壬- ドに汲愛しま
す｡(Queryなし)

- 1 0- ES1- ･Hm n"

OUT2H

24ピット1/0ポー トのOutput2をRlghにします｡(QueTyなし)

dt… l .uT,I,T.ESI0.....m ...



OUTCIOu<数億>

OUT2L

241='yH/0 ポ- トのOutput2をLowにしますo(Queryなし)

- l OVTPUT- I"OUT】L-

OUT810∪<数値>

8ti'y日/0ポー トにデータを出力します.(オブ/ヨン005のみ ,Queryなし)

OUTALOLJ<数億>

24ビyH/07h'- トのAポー ト (8ピッり 忙データをtLl力します｡(Queryなし)

OUTBl0LJ<数値>

24ビット1/0ホー トのBポート(8ビ'り にデ-クを出力しま+O(Queryなし)

OUTC10LJ<数値>

24ビyll/0ホー トのCポー ト(4ビyr)にT--タを出力します｡(QucryB=し)



OUTDl0∪<数値>

24ビットⅠ/0ポー トのDホー ト(4t='ット)Kデータを出力します｡(Qlleryなし)

OUTEl0∪<数値>

24ビットI/0 ポー トのEポー ト(8ピソ日 にデータを出力します｡(Queryなし)

OUTF10∪<数個>

2LltfyH/0ホー トのFボー ト(16tlッり rc71J-クを出力します｡(Queryなし)

OUTGIOLJ<数値>

24ビット1/0ホ- トのGポー ト(20ピッり 忙データを出力します｡(Queryなし)

OUTH10LJ<数値>

241='ッ日/0 ポー トの Mポー ト(24ビy日 にデータを出力します｡(Queryなし)
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OUTPCF27∪<歎値)>,<数値 2>,<歎価3>,<数値4>,く歎値 5> ,<数倍 n+4>

OUTf)CALC(01･03)?

Tタテイブ ･チャンネルの校正係数配列を出力 します｡

(Queryのみ)

OUTPCER∩?

ANARANGコマン ドで改定された範BEZ内で､Itヲミック世勤子を解析 し､バフメータを返 します.詳 しく

は､付線Dの ｢OUTPCERR?｣を参照 してください｡(Qlleryのみ)

t十

てjELtす.

嫌用例

OUTPCF2?LJ<数値 J>,<数値 2>,<数値 9>,<数値 4>,<数値 5> ,<数値 n+1>

AⅣARAⅣGコマン ドで改定された範囲内で､タリスク ,̂.フィルタを公称周波数で解析し､バフメタを返 し

ます｡OUTPCFIL?で求まるバラメタに加えて､定損失からXndBダウンの左右のカットオフ点 と､公称

周波数 (/C)との周波数蒙 (△fL.rL∩,△f,.shtn)を､最大 20個まで求めますD(Queryのみ)

たk'し.

I XldBカッT.オフ点が 2点見つからない沓合は､すべてのバヲメータに対し0を出力しますO

.xndBカットオフ点が2点見つからない場合は､△fl｡FLn,△f,.̀htnは 0忙なります｡
JPOLE?の対魚 t=l-タが見つからない舶合は､Pole..J,Pob.I,ml,Polex2,Pole.tlm2は Oになりま+.
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OUTl)CF2?∪<牧価 )>,<歎価 2>,<Zk庫 3>.<牧価 j>,<k価 5> ,<数 値 n+J>

'{クメータの旺ーl

<tt J>
<t

(2≦t≦20)

ー■tfJk(Jt(Jk(JL(Jk(政tJk(赦(放1■一書ー■t■I+ー■ー†(ittりf暮lt=C3i■4叶5rb6Tr7(48Gl94(1■ ltl暮 l■l■ ー■一(2ll7

入lFl失(Loll)
tfI央(LMlt)

qBl止レ<JL,

ス7'リ丁ス.レペ ,̂

EML2T...H):ATL.(..

使用el

8･56 コマンド･リファレンス



OUTF)DATA?

OUTPCFIL?LJ<数 値 1>,<数 値 9>, ,<政 情 6>

ANARAⅣGコマ ン ドで改定 された範囲内で, ク リスタル ,フイ ･̂タを公称周波数で解析 し､ノ･ヲ}- クを返

します｡群 しくは､付録Dの ｢OUTPCFIL?｣ を参照 して くださV･｡(Queryのみ)

バクメータのLR明 <■イー∫><kdlB><kt S><JmlJ>くkqLS><*4 6> 公称Jq改姓

tk借 り.(ikdlJ) 押入bl失

ikdE)ik価 3 )tk佃J)(k佃∫)ikA e)ik41lik48)(書什9)(書qLIOt書tLItkt LB(P価 LS(■4Jjt暮せJS(kt Je 定損失dBバンドlq中心局轍QEa止レベJt,スプyアズ.レペJI,

便fFl例 Dlー1OUTETTE (1:16)

OUTPDATA?

アクティブ .チ ャyネ ,̂のデー タ配列 を出力 します.(Queryのみ)
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OUTPDATAM(Dl･03)?

7タテイブ ･チ十ソネルの一点校正係数を出力します.(Queryのみ)

t■■ー

lt用例

OUTPD… PUく数値>

指定された測定ポイントのデータ配列の値を出力します.(Queryのみ)

OUTPIATAT?

sTIDROtTrコマンドで設定された16点のステイミュ7スrCついて､データ.トレースの値を出力します｡

設定されていない点については､100kHzの値をLu力します｡(Queryのみ)

tF+ LHLtEIt■≠ JGI

OUTPDAm ?U<数値>

指定された珊定7B'ィントのデータ.トレースの値を出力します｡(Queryのみ)

+I?I-■のtI

ー■tー

OtJIN
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OUTPFORMP?U<敦値>

OUTPERRO?

エラー列のエクー ･}グセージを出力します｡(QueTyのみ)

OUTPFILT?U<敦債>

ANARANGコマyrで殻還された鹿田内で､フイ ･̂タの解析を行い､ノ､クメータを返 します｡評しくは､付

～Dの ｢OUTPFILT?｣を事焦してください｡(Queryのみ)

くtt> フイA･Fの〆ンrqのTクyl'ldB】

tt4J).ittE). ,(■te)

(■tJ) 挿入d欠
(暮すt) J:dB Jlyド■
(■tJI 中心JI拙
t■tJlq
l■tSl 汝形At折 レンジの中点から左のカ'l･*?JAtでのJI柑
(■tel 改称At折レyジの中点から右のカ'ト 17JAtでのJq枇

OUTPFORM7

7タティプ･チャンネ ･̂のフ*-▼7ト配列を出力します｡(Qucryのみ)

OUTPFORMP7∪<数値>

Tタテイブ･チャンネルのフ*-マプト配列の指定点の値を出力します｡(Queryのみ)
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OUTPIFORM?

非アクティブ･チ十yネ Ĵのデータトレース配列を出力します｡(Qlleryのみ)

チ十ンネル軌が 3以上の地合､OUTPIFORM7で出力されるチャyネルは以下のようになります｡

OUTPINP8107

4ビyト ′く7レ ･̂入力ポー トから入力されたT--タを出力しま+C(オブシ,yO05のみ .Queryのみ)

OUTPINPC10?

24ビットⅠ/0 ボー トの Cポー ト(4ピ'り から入力されたデータttLi力します｡(Queryのみ)
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OUTPIRTMEMつ

OUTPINPDl07

24ビyトI/0ホ- トのDホ- I(4ピッり から入力されたデ-タを出力します｡(Queryのみ)

queryに対1る応書

OUTPINPE107

24tfyトr/0ポー トのE,トート (4tfッり から入力されたデータを出力します｡(Queryのみ)

OUTPIRFORM?

非アクティブ･チャyネルのT--ク ･トレース配列の実赦部を出力します.(Qtleryのみ)

OUTPIRTMEM?

非アクティブチャンネルのメモリ･トレース配列の突放帝を出力します｡(Queryのみ)チャyネ ,̂軌が3
以上のtB合､OUTPIRTMEM?i.出力されるチャyネルは以下のようになります.

7タティプ･チ+/ネJL.OtrTPIRTMEMで
出力されろチケン▲ル



OUTPMARK?

Tクティブ･マーカの値を出力しますC(Queryのみ)

OUTPMAX7

ANARANGコマン ドで役定きれた範囲内での､最大値i･出力します｡(Queryのみ)

OUTPMEAN7

ANARANGコマン ドで限定された裾園内での､平均値を出力します｡(Queryのみ)

OUTPMEMO?

アクティブ.チャyネ ･̂のメモリ･データを出力します.(Queryのみ)
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OUTPMINMAXl7

0UTPMEMOT7

STIMROUTコマンドで設定された16点のステイミュヲスKついて､サブ･トレースの値を出力しますO設
定されていない点については､100kflzの値を出力します｡(Qucryのみ)

QueryL=付するFB昔 (k仙 lH k佃 E) (IL甘IS)

DIM▲(116)
OUTPUTIESIOO,"SI
OUTPUT●E5100.■◆肌
ETTEkfESIOO,▲(●)

OUTPMEMTP?∪<数値>

アクティブ.チャンネ ･̂の指定された表示ポイylにおけるメモリ･デ-クを出力します｡(Queryのみ)

OUTPMIN?

AⅣARANGコマンドで改定された範包内での､最小値を出力しま九 (Queryのみ)

OUTPMINMAX?

AⅣARANGコマンドで改定された範囲内での､最大､最小値を出力しますロ(Queryのみ)
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OUTPMINMAXウ

tlCTe+- (垂直壷亘亘)RES- .T如 IH▲l)
(k仙 L).itk価2).(k価.?),(杜仲j)

(書佃17 杏小al
(kdLel スティミ1ブスfl
IkLISJ JE大化
(kGLJ) ステイ三･-クスIA

OUTPMSTA7

AⅣARⅣG'C指定された革EElでのマ-カの統計値を出力します｡(Queryのみ)

注記 口重亘〕uTrLITY MENU STATISTICS Oyは､AⅣARⅣGで指定された範囲ではなく.
画面に襲示されている範囲での統計値を出力します｡

OUTPMW ID7

バンド幅サ-チの椿巣からバンド相､中心値､Qを出力しますQ(Queryのみ)
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OUTPMWIL?

バンド幅サーチの倍泉からJ<ンド幅､中心値､Q､挿入田臭を出力します.(Queryのみ)

OUTPMWLF?

バyド幅サーチの椿巣を出力します.(Q､leryのみ)

対応7'るキー 〔垂≡亘ヨ U- 工TY- UV工- ロ- FF

(■価L) J{ンド～中心位Q挿入tEl失

lFldleLkqlj(■qLs(tdle

使用例

OUTPRAW?

アクティブ .チャンネ ,̂の生71-1タ配列を出力しますO(Queryのみ)



OUTPFtESF?Uく数値 J>,<数値2>

レゾネータの解析をおこない､バフ}-タを返します｡評 しくは､付韓Dの rOUTPRESF7｣を参照 し
てください○(Qtleryのみ)

･<クメータのbtI

使用例

OUTPRESO?

▲NARANGコマンドで改定 された年園内で､ レ/不-タを解析 し,J{フメータを返 します.許しくは.付

煮Dの rOUTPRESO9｣をさ照して ください.(Qtleryのみ)

OUTPFtESFl?

AⅣARAⅣGコマンドで殻愛された範軸内で, レ/ネータを解析 し､パブ}一夕i･返 します｡評しくは､付

頻Dの ｢OUTPRESR7｣を率照 して ください｡(Queryのみ)
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qlleryに対す与応等 (ttGLI)1 枚や 2), .(tk≠7)

Lk竹 L) 井サ イyビ- Yy ス
(k他B) 共済周波政LZt価5) 反共Rイyビ- Vyス(甘価J)反共兼用泣枚
1枚価5) 井q点の右の椎田IC.左AIyyブ ,̂のJt大虹
tk偽6) 共瀕点と反共嶺月間の右折リップ ,̂のJE大使
(書付7) 反共甘点の左の唯由で.左仇M 'ブルのJt大nf

OUTPRFORM?

アクティブ.チャンネ ,̂のメイy.トレース配列を出力します.(Queryのみ)

OUTPRFORMP7∪<数値>

Tクティプ･チャンネ Ĵのメイy.TLレース寵列の指定された敦示ポイyトの値を出力します｡

(ouTPDAm 'も同じ動作をします｡)(Queryのみ)

パケメータの呪明
l■■}

rIAPl

OUTPRTMEM?

Tクティブ･チャンネルのサブ･トレ-ス配列を出力しますC(Queryのみ)
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OUTPFtTMEMP?U<数値>

7クティプ･チ十yネルのサブ.トレース配列の指定された表示ポイy トの値を出力します｡サブ･トレー

スは､チャyネル軌の改定が2の解合のみ有効で す.(OUTPMEMTP'も同じ肋作をします｡)(Queryのみ)

バクメ-タのJR明

lt■1

*JIr

OUTPSTJM?

Tタティプ ･チIryネルのステイミ1ラス･データ配列を出力します｡(Queryのみ)

QueryL=対すモJZ'事 (tt(JJH rrtrE)) (■tr■))(nl安寿■インIA)

DIl▲(1201) NOP LOL

OtTrPtTrJE5100."tXTTP5TIl'H
mTELJESICO,▲(●)

OUTPTrTL?

7'タテイブ ･チ十ンネルK･表示されてtrLるタイ トルを出力しま1h (Queryのみ)

(文事列)54文事以内

OUTPTRAC?LJ<数値>

バブメタで推定した測定点の待ち受けする位相値と､1/0ポー ト-の出力のOLV/OFFを返 します.待ち
受けする位相値と､1/0 ボー ト-の出力のON/OFFは､INPUTRACで改定します｡

(Queryのみ,オ71/E･ン022のみ)
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OUTPXF27∪<欺侶1>,<歎価2>,<歎催S>, ,<政値 rL+3>

OUTPTRACB?U<数値 1>,<数値 2>

バラメタで苑定 した滞定点と1/0ポートで出力するデータを返しま+.I/0*'- I-出力するデータは､
INPtTm▲CBで改定します｡(Queryのみ､オブシナyO22のみ)

OUTT)XF27∪<数値 1>.<数値 2>,<数値 3>, ,<数値 n+9>

ANARANGコマンドIC改定された範幽内で,クリスタル ･フィルタを公称周波数で解析 し,ノ､?メタを返しま
チ.,OtTrPXFIL丁で求まる′(?メタPC加えて,最大値からバ?}タで指定した値だけダウyした左右のカッ

トオフ点と解析 レンジの中点との周波鼓蓋(△rl.rLn,△1,.6htn)を最大20停ま'e求めtす｡(Queryのみ)
ただし､

rxldBカットオ7点が2点見つからないtB合は､すべてのパラメータに対し0モ出力します｡

■xndBカット*フ点が2点見つからないJB合は､△llchn,△rndLnは0になりまう㌔
■POLE?の対生ピークが見つからない■合は､Pole.hPole.I,ml,Pole.2,Pole.tlm7は0になります｡
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OUTTIXF27Uくk僅 1>,<k億 g>,<社債3>, ,<数億 'L+3>

バク′-タのtL■ー

チ

(2≦.I≦20)

ttすり=Q

tt■
lt■
l■■
(■t

(■≠JJ)(ttJj)(†qlLS)(■qLか+(■LLRA+･ムーl.=

qlJIh

OUTPXFIL?∪<数 値 1>.<教 値 2>. ,<放 値 D->

ク リスタル .フィル タを公称周波数{'解析 し､パ ラノ一 夕を返 します｡評 し くは,付穀Dの

rOUTPXFLL?｣を事概してください｡(Queryのみ)
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J<クメータの打的

<L1暮E<kdlS<kGLj<k■5

lk仙 J),((k借 り(汝hLB)(kLIs)(kAj)(kdLS)(kLA6)(k廿 7)(■仙dI(LIS)tk* LO(K価LE(書■ JC(tqLJS(■tJj(k4 15 挿入損失中心周波Jkq阻止レベ -̂

LtIIl* Dl■OUTETT

PAFISu(OFFION1011)

マ-力 ･サーチ機能の部分サーチのON/OFFを切 り替 えます.



FIEAJ(LIST?∪<数値>

ANARANGで設定された我EEF内でのピークを大きい斬rcTt個求め､値を出力します｡

PEAI(SORT?∪<数値>

ANARANGで改定きれた範囲内でのピークを大きいqFにn佃求め､スティミュラスの値の小さいqFK並
べ替えて値を出力します.

PHAOLJ<数値>

周波数に対して一定な位相オフtブト値の加井/就井を行います｡

PHAS

FMTPHASと同じ肋作をします｡FMTを参照 してください｡
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POLEワU<k価>

PICIRCutOFFION1011)

7r型ネ Yトワ-タ治具を用いる,用いなV,を点訳します｡PICIRCをオンにすることにより､7rネッT.ワー

ク治具を用いてeEF定するときPC､W(ワッt)､A(Tン′ぺT)でパワーを改定しても､定♯されたCI値を用
vtて換rL､封料にかかるパワーとして居号出力レベルを改定できます｡Cl官はCIYALで､}{ワ-の18
位はPOVUで設定 します｡

POINU<数値>

1回の掃引､または.リスト捕引テープ ･̂lセグメントの滑走ポイyト政を取足します｡

POLE?∪<数値>

ANARANGコマyドで改定されたレyジ内で､最大値から､バフメーク･{･与えられた値を引いた値より小さ
い捷小値を最大値から左右にサーチし､最初に見つかった左右 2点の播小胞をステイミュクス値とともに

出力します｡詳しくは･付鎖Dを参照してください｡(Queryのみ)

1■tLltLtLH■tJlt■tj)(■tり ■小lL左
tttL) スディミJナス
Ltt∫) ヰ小甘一右ItI▲I ▲ナ一.:･91
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POSL

24BIT1/07f- トの信号出力を正負理lt改定Ltす.(Queryなし)

- 1 0-- ･ES1- .･･nSL"

pOWEu<数値>

テスト信号出力レベ ･̂を取足します｡

対応丁も+- 匡壷apq托.

バクメータのtd] -29-+SdBJn

('Hm̀r''亡I

dt用m

POWS

SVPTPOVEと同じ動作をします｡SVPTを幹照してください｡

FIOWUU(DBMFWATTIAMP)

パワーを入力するときの単位を dBm､Watt､Ampから遜択します｡
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PTABORTu(OFF10NlOll)

PRES

機器殻定をリセットします｡

PRINALL

ディスプレイ画面をプリントします.

pRIRU<文字列>

バフメタのHP-IBの Queryコマy ドのQuery値を画面上に髭示 します.蒙示はイyスyウルメソト
BASICのプリソト画面に表示きれます｡

く文字列>QucryヲIrソ ド

FITABOFtTu10FFIONl0l1I

追従に中に位相リミyト値を超えた振合に､測定を中断するか､最後ま{･測定を続けるかを選択します｡
(オブ/ヨン023のみ)

コマンド･リファレンス 8･75



pTFOVHDu<数値>

温度評価測定 (軽時測定)の顔の､時間軸の表示を行うたわに必要なバフノータを入力します｡入力のし

かたは付録Hの ｢鐘崎特性を正確に淵る方法｣をと克 くk'さい｡(オ ブ / ヲ yO23のみ)

pTFRU<数値>

追従開始周波鼓を入力しtす｡(オブ･/∋IO23のみ)

PTFFtSFtu<数値>

FTiSeaTChする範囲を指定 (TIE)(オブ / ヨ yO23のみ)

PTPAFtAU<数値>

追従-フメータを設定します｡追従パラノタは､SRCはFR?を用いて測定点巣から求めます｡(オブ/曾ン
023のみ)
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PTTRGLMTu<数億>

PTFtACKutOFF10N10l1)

位相追従汝hEのON/OFFを切り替えます｡(オブノ31ン023のみ)

PTREFINU<欺億>

各点で Trackするti)政モ指定する｡(オブシ,yO23のみ)

PTS̀nm

位相追従細定が正方rC行われたかどうかを返します｡(QtlCryのみ､オブンゴソ023のみ)

PTTFtGLMTU<数値>

位相追従測定'C用V･る､位fEIのリミット値を走耗Liす｡(オブ/コソ023のみ)
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Pm GPHSu<数値>

位相追従珊定で用いる共世点の位相を定我します｡(オブ/7ソ023のみ)

PURGU<文字列>

77イルt消去 します｡(Qtleryなし)

村¢Tるキー 匡⊇垂亘】F工LE- UTY- BEFnE
･<タメ-タのtR明

RAID

レスポンス/TイソレーノZ･ン校正を終了し､誤差廉軌を井出して}モリに格納 します｡(Queryなし)

RAllSOL

レスホンス/丁イソレー/.ソ校正時の丁イソレー･/･y測定を英行しま九 (Queryなし)

RAIRESP

レスポyス/Tイソレーン7ン校正時のレス7h'ソス･クラスを選択します｡(Queryなし)
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RESAVDu<文字列>

RECDu<文字列>

77イルから測定データや機給設定状態を読み出します｡(Queryなし)

REFPU<数億>

直交座辞フォ-マットのスケ-,i,･グヲフ上における基畔根の位置 (リ77レyス)を役達します｡

REFVU<数値>

基準根の仕匿の値(リ77レンス値)を設定します｡この設定に合わせて測定 トレースの位置が変わります｡

RESAVDU<文字列>

ナでrC保有したファイルの更新を行います｡(Queryなし)

対応f古手- 函 〕S.YERE-a.YE

'<クメータの抵四
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RESPDONE

レスポンス較正を終了し､誤差俸奴を書出してメモリrc格刑します｡(Queryなし)

REST

実行中の崩引を中止し､始めから測定をや り直します｡(Queryなし)

(亘壷 )-StTLELEST▲JtT

FtFOUTSWLJ(112)

テスト僧やi･出力する7BL トを切り替えます｡(オブノヨン003のみ)

RPLENV7

州ARANGコマyドヤ改定されたレソij内で､すべての蘇 り合 う嶺大点同士を直税で冶び､その擁大J5の間

にある康小点とその直収 との拒椎を来ろ､求めた矩tのうち最大値を出力します｡評しくは､付振Dを参
照してください.(Queryのみ)

QueryL=対1もJZ;i
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FtPLrVIM?

RPLHEl?

AMRANGコマンドで役定きれたレyジ内で､｢隣り合う極大点と棲小点との碧のうち最大の値｣を出力し
ますd群しくは､付韓 Dを･参照してくださいo(Queryのみ)

qul≡ryL=対す手広f

FtPLLHEl?

ANARANGコマンドで改定されたレンジ内で､｢穣大点とその左隣の極小虎との碧のうち最大の値｣を出力
します.評しくは,付線Dを参照してくだきvL｡(Queryのみ)

RPLMEA?

ANARANGコマyドで限定されたレy/'内で､｢阿 り合う唖大点と価小点の糞の平均値｣を出力します｡肝
しくは､付#Di･参照してくださV,.(Queryのみ)

qlleryに村f引6書

RPLMM7

波形解析レyi;内のリップルの最大値と最小値の蓮を返します.これは､Om MI∬MAXで求めた最大値と
最小値の碧と同じになります｡(Queryのみ)

Qul∋ryL=付す与拓等



RPLPP?

ANARANGコマンドで役定されたレンジ内{･､｢犠大点と穣′ト点の苦のうちBt大の値 (農大の栃大値 と最小の
楕′日直との考)｣を出力します｡肝しくは､付韓Dを参照してくk'さい○(Queryのみ)

RPLPPS?

ANARANGコマンドで設定されたレンジ内で､｢壌大点と横′ト点の碧のうち最大の値 (最大の棲大悟 と&･′トの
楓′J､値との考)｣と極大値の周波数､短小値の周波数を出力します｡(QueTyのみ)

RPLRHEl?

ANARAⅣGコ†y ドで改定されたレンジ内で､｢l重大点とその右隣の榛小点との妻のうち最大の依Jを出力

します｡鮮しくは,付iaDを事焦してください｡(Queryのみ)

queryに村Tも6暮

FtPLVAL?

ANARAⅣGコマyドで設定されたレyジ内の領小点のうち､r幹 り合う左右の偉大点との善の合計鮭がJt大
となる岸小依Jのスティミュラス俵と,その ｢菱の合計のJt大使｣を出力します｡辞しくは,付港Dを事
照してください｡(Queryのみ)
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SAVDAufOFFIONfOlll

RPOS

REFPと同じ動作をします｡REFPを参照してくださvl｡

SADD

リス ト掃引テ-ブルのセグメントを追加 しますC(QueTyなし)

園 svE甜 TYPE LISTED- 礼 lTSERT SEQ芯.T

SAV1

3TERM校正を終了します.誤差解放を井出し､}モ リ忙格納 します｡(Queryなし)

SAVCAutOFFION10ll)

測定データをセ-ブナる時に､校正孫敷配列を保有するかどうかを選択 します.

SAVDAU(OFF10Nl0l1)

測定デークをセーブする時に.データ配列を保存するかどうかを題択 しまナO



SAVDAutOFFION10)1)

SAVDALLU<文字列>

内iET-ィスタ ･ド?イブ内のフレキ/ブ -̂･ディスクに､ta拒設定､データ配列､サブ･トレ-ス配列を

セーブLます｡(Queryなし)

対応する+- (亘蔓……Z垂…亘 )slYEALL
バ ク1-タのq打

SAVDASCu<文字列>

SAVTA､SAVTP4Aの各コマンドで措定した内部データ配列をASCIl形式フアイ ,̂に保存しまナB(Query
なし)

対Cfも+- 匹 亘)5.7-▲TAO-LY(.sCrⅠS.YE)

I<ヲメータのIl一一

SAVDDATU<文字列>

内部データ配列を保存しま九 (Queryなし)

SAVDGRAPU<文字列>

画面イメ-/'をを内耗FDDやRAMディスクに77イんで保存します｡保存する77イ ･̂の形式は､

CRAPFORHで TTrFとPCLから点訳できます｡(Qucryなし)

対応+古手- 匹 三重亘)弘▼- LAPJrZCS
パ ラメータの持出 JL大8文事
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SAVMAulOFFIONl0Ll)

SAVDMNU3∪<文字列>

〔亘壷 )の ソフ トキ- ･メニューを保存します｡(Queryなし)

対応する+- (亘 亙 亘⊆壷 王)プ8▲一日 ErU3
バ5メータの巧K) Ji大8文字

SAVDSTALJ<文字列>

機器の吸定状態と校正係数を保有 します｡(Queryなし)

LsAYe/RccA)lls.yE$7･TED礼y

SAVFALJfOFFION10l1)

Wl定データをセーブする時に,7オーマyト配列を保存するかどうかを選択 します｡

SAVMALJ(OFFl0叫Ol1)

測定7--タをセーブする時rc､}モ !J配列を保存するかどうかを選択 します｡
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SAVRAUtOFFIONl0ll)

測定デ-タをt-ブナ も時に､生データ虎列を保有するかどうかを選択 します｡

SAVTAu(OFFION10l1I

測定データをセーブする時に､ トレース在:列を保存するかどうかを指定 します｡

SAVTMALJ(OFF10N10l1)

測定データをIt-ブナ る時rc,サブ ･トレース配列を保有するかどうかを緒足します｡
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SCAYullPO)

SCAFDATA

データ･トレースK対 してスケ-ル磯舟Eが働きます｡(Queryなし)

(亘壷亘 )SCALEXE■U SCALL FORr〕

SCAFMEMO

サブ･トレースに対してスケー ,̂鮒 把が働きます｡(Queryなし)

(亘壷転≡)sc･L-E･U SCALLFORH

SCALU<数値>

スケー ,̂.グラフの 1El盛 りあたりのレスポンス値を改定します｡

縦軸のスケールをリニア ･スケールとLOGスケー ,̂から選択 します｡(QueTyなし)
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SDEL

リスト桶引テーブルのセグメントを削除します｡(Queryなし)

田 一- IT.･L- U EDn LIl-

SDON

リスI那 lテーブル上のtグノyトの変更を林TL､牧童を保存します｡(Queryなし)

匹 壷 )sv正 目 77EZLm EDY U ST

SEAL

マーカ位世の左方向に向かって､次のターゲット値をサ-チしますb(QllCryなし)

- E 0- m ･ESI- I.･S E▲L･･

SEALMAX

アクティブ.マ-力を､サーチ範囲内の トレース上の庵大値-捗肋します｡(Queryなし)

- l 0-- - ･･S- x･･

SEALMIN

Tタティブ.マーカを､サーチ範拭内の トレース上の櫨小値へ移JbLます｡(QueTyなし)

… l o-･- ･.a- 1･･･

SEAMufOFFIMAXIMINITARGIMEANILMAXILMINIPPEAK)

マーカ･サーチ横能を選択､実f〒します｡
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村¢すさキー 園 xlR8mRC7日 sE▲lC- ▲X､Xl-､TAMET

J<?メータの悦明

使用例 ロUTPUTQE51{】OUTPUT●E6100EITEk●ES10C ''BEJJlT■●I

SEAMAX

7クティプ･マ-力を､サーチ範囲内の トレース上の最大値-移動します｡(Queryなし)

〔垂垂亘)JtARS-CI日 Sも▲RC8 -

SEAMEAN

Tクテイブ･マーカを､サーチ範囲内の トレース上の平均値-移動します｡(Queryなし)

- 1 O- ESI- EdE川‖
SEANMN

Tタテイブ･†-カを､サーチ粥園内の トレース上の叔小値へ移動しまナo(Queryなし)

(亘 壷 i)k k SElRCll] HIP

SEAOFF

マーカ.サーチ機能を OFFKLます｡(Queryなし)

垣蔓…亙 IJtm SE▲RCY u TR･C- - ･OFF



SEAPPEAK

7'クティプ･マーカとデ ･̂タ･iI77レンス･マーカを､サーチ砺田内の トレース上の長大ピーク値と最小

t=--タ値へ捗赦します｡(Queryなし)

prd l T 一 日 ･‖ ･▲l

SEAR

マーカ位置の右方向に向かって､次のクーゲyト値をサ-チします.(QueTyなし)

- l 帆-8100･･･SE▲.･･

SEARSTOR

マーカとデルタ･リ77レンス･.V-力との間の裾野を､部分サーチ範囲に設定します｡(Queryなし)

¢垂直三)lKkBEA&C上目 ssAMEAA,BESEAC- m STOLE

SEATAFIGu<散値>

メ-ゲyト･サーチ模倣tTタティプにし､ Iレース上の指定クーゲyト点に7-力を移JbLます｡

SEDrU<歎偉>

LFスト桶引テープJL･の中から変更を行うセグメントを選択します｡
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SEETu(OFFFON10l1)

インスッサルJyトBASICの PRINT文の出力を測定画面と正ね合わせて表示する(ON)/しない(OFF)
を設定します.

SETIPTU<数値>

丁クテイブ .チャンネ ･̂忙おけるオシレータ･レベルを､I(ラメ-タで指定した測定点の敬定にします.

(Queryなし)

SETCDATELJ<数値 ｢年)>,<数値 (jI)>,<数値 ｢日)>

内碓クpyクのEl付を改定します.
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SETCTIMEu<数値 (喝)>,<数値 伊)>,<数億 ｢秒)>

内萩タE7ツタの時間を改定します.

対応1る+- (萱…壷⊇sETA∝1
,<チ1-タの書中

tttJ):L3(暮甘E)=f}
(暮■J):抄

作用qg

SETZU<数値>

インピ-ダyスモ井出するときrC使用する特性イyビーダンスを設定しtす｡

SING7

掃引を1回行って､網引終了時pclを返します.(QtLeryのみ)

対¢1る+- (亘i云亘)5ZTQLE

I

任用Bl
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SMOOAPERu<数値>

SINSPEAKu(OFF10N10Pl)

測定 しながら､最大値､最小値をサ-チす る(ON)､ しない(OFF)を切替えます｡

SMOO叫OFFIONIOl1)

スムー/'ソタをONまたはOFFl⊂改定 します｡

SMOOAFIEFtLJ<数値>

スムージング ･丁パーチャを改定します｡
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SPANu<汝値>

-t'ソク周波政に合わせて､ステイミ17スのスバ y値､セグメン トのスパ ンの改定､ リス ト掃引テープ ･̂

の周波軌スバ yの設定を行います｡I(ワー桶引時の鎖位の改定は POVUコマ ンドで行います (初期値は

d】3m)｡

SPLDUIOFF10NIOll)

マルチ ･チャンネ ･̂のま 示モー ドを切 り替えます.

SFICHFFt?U(112F3141516),<数値>

共横周波数 F,モサ-チします｡(Queryのみ,オブノ巴ン023のみ)

811-6h

<t+> サーチ中の■史flもqrrHk{)

1■tI).1暮4L).(■lJl
tLtL)F.tJl■11LtL) Cllr71t■13) 追従,リノ-タ
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SRCHT71FL?LJt1121314ISrG),<数値>

SFICJIFlu<数値>

sRCHTRFL'コマyド忙て水晶世動子の負荷時共振周波数 (FL)をサ-チ測定する際のサ-チ周波数の範囲

(スノ､ン)を【叫 で設定します｡

他の粂件が同じならサーチ周波数の範Biは 狭 く取定するほどSRCHTRFL?コマンドにて求める負荷時英世周
波数の測定時間は短 くなりますが､共坂点が必ず間に入るスパンを選んで くださvlo汎定範㈱内に井堆点

がない凝合は-1を返します｡

なお､このコマyドIC改定されるサーチ周波数範囲は､PTFRSRコIVソT:(オブノコソ023)で投定される
直列共82周波数 (FT)をサーチする周波数範囲 と内申改定上で リyクされており､片方を限定すると他方も

同じ設定になります｡

AppendJXKにサyプル ･プログヲムを戟せてありますのIC参照してくk'さvl｡

SRCHTFIFL?∪(1I2I3I4I516),<数値>

既知の負荷容量が接続された封料 (水晶摂動子)の負荷時共振周波数(FL)をサーチ測定したのち､補正計
井により日辞の負荷容且値 (TargetCL)における負荷時共軒J勾波数を求めます｡(Queryのみ)

このコマンドを難行する前には､CLACTコマンドにて実鮫に択料に接碗されている負荷容丑の値 (Actual
CL)を､CLTGTコマンドにて日鞍の負荷容量値を,ⅣOMFコマンドにて試料の負荷時共襟周波数の公称値
を､SRCHRコマンドにてサーチ測定時に変化させる周波数の範囲 (ス/'ン)を必らず改定しておきます.

補正計井の精丘を上げるためL=､実際L=拭料L=嬢枕するA荷寧tはできるだけElfFの1荷容tL=近いもの

毛玉びます.なお､このコマyドはANADCHJlコマ y ド忙て選んだ波形解析機能の対象チャyネ ,̂忙対して
実行されます｡

AppendixKrcサンプ ･̂.プロダブムを併せてありますので参照してください.



SRCHTRFL?ullF213[415161,<数値>

バクメータのZR明

く■t>:兼が必中です.

tt+I

任用d

STANC

TfIRUの校正測定を行 います｡Queryコマ ン ドで非15:す るこ とIC､較正mJ定の非行 し､測定梓7時 に
Qucryを返 します｡

STARU<数値>

ステ イ ミ>クスのスター ト値の改定 を行 います.,
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STIMROUT(1･16)∪<数値>

STASU<数値 ｢1)>,<数値 例 >

ステイミュクスのスター ト値 とス トyプ値を設定 します｡(Queryなし)

対応ナるキー 〔空重王)団

パラメータの屯EZ)

STAWU<数値>

掃引開始時の待ち時間を股定します.リス ト･テ-ブ -̂･エディタ内では､各セグメソT.の 1点目の測定を

開始するまでの待ち時間を設定 します｡

STIDF10UTi1-16)∪<数値>

DtTTPDATAT?のQtユery値で任息点の値を出力するために､16個までのスティミブス値をデータ .トレー
スに対 して設定 しますO

STIMF10UTi1-16)LJ<数値>

DVTPMEMDT?のQuery値で任意点の値を出力するたわに,16個までのステイミブス値をサブ ･トレース
に対 して設定 します｡
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STIMROUT(1･161UくtHA>

STOD†DISKIMEMO)

77イんを保存する7-,I-イスt在廷します｡(Queryなし)

STOMt)lSK

RA_M ディスクM=あるすべての77イ ･̂を, フフグソユ･ディスタK･保存しまナ｡(Queryなし)

(sAye/RecLu)D▲CLt･- ZEDDISl

STOPLJ<散催>

ステイミュクスのス トアブ位の取定を行います｡

STPSIZEU<数値>

リス ト･テープノしのtダノントの沖定ポイソトをステアプ雀で改定します.
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SWETu<教化>

STRUt0叫OFFlllO)

画面上 のすべての表示 をス トレ- ジす る(ON)､ しなvl(OFF)を役宅 しまナQ
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SWETAUTO

舶 l時間を自動改定に切り替えます｡(Queryなし)

(亘壷 a svE=P TエKE 【】 STEP TIIE▲-

SWPTUtLINFILISTIPOWEIFIAMPF)

崩引タイプを題択します.

TARL7U<数値>

パラノタで与えられた鮭を持つ点を,AⅣARANG コマンドで設定されたレンジの右靖から左方向-サー

チし､最初に見つかった点のスティミュラス依t出力します.,群しくは,付頻Dを事照してください.
(Qtleryのみ)

バクメータのtt田

ー■●†

tr用例

TARR?U<歎値>

バフメタで与えられた値を持つ点を,AIJARANG コ マンドで設定されたレン/'の左端から右方向-サ-

チし､最初に見つかった点のステイ ミュクス値を出力します｡辞しくは､付#Dをii13El.してください.

(Qucryのみ)
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THRRu<牧価>

TARSUBL?∪<数億 J>【,<数値 2>]

サブIIレースのレスポンスの値の中から<数倍1>で与えられた値を持つ点をサーチし､そのスティミュ

ラス値 とメイン･トレースのレスホンス値を出力します.サーチは､ANARANGコマyドなどで設定 さ
れたレyリの右端から左方向へ<掛岳2>{･指定された回数だけ行われます.畝当する点が且つからなvL崩
合には 0を出力します｡(Quelyのみ)

TAFtSUBFt?U<数 値 1>[,<数 値 2>]

サブ･トレ-スのレスポンスの値の中から<掛占1>で与えられた慨を持つ点をサーチし､そのスティミュ

ラス値 とメイン.トレ-スのレスホンス値をtEj力 します｡サーチは､ANARANGコマンドなどで設定 さ
れたレンジの左端から右方向-く歎値 2>.{･指定された回数だけ行われますC該当する点が見つからない塊
合には 0を出力します｡

(Queryのみ)

THRRU<数値 >

波形解析コマンドにおいて､サーチす るリップルの大きさのしきい値を設定 しますC リップルの大きさは､

極大値 と穣小値の空で表 しますO肝 しくは､付叙Dを参照 してください.

queryに対する正吉
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TIMOutON10FFIOll)

待ち受け測定のタイムアウトを有効/無効の点訳をします｡(オプション022のみ)

TlnU<文字列>

襲示画面のタイトル ･エリTrE文字を表示します.

TOPVU<数値>

Fグスケ- ･̂時の､グラフの上端の値を設定します｡

TOTIMEu<牡値>

待ち受け河定のタイムアウトのリミット値をmsJA仕で設定します｡(オブy7yO22のみ)

81102 コマンド･リファレンス



TRACKutOFFl0Nl0ll)

TRA8GE

測定値 (位相値)が設定された値より大きくなった垢合に､測定点を次の点に移るように条件を設定しま

す｡(オブソヨyO22のみ)

TFIABLE

測定値 (位相値)が取愛された値よbJJ､さくなった場合に､測定点を次の点に移るJ:うに条件を限定しま

fo(オブン ぎyO22のみ)

TFLACKuiOFF】ONFOl1)

サーチ.トヲツタ馴 巨のON/OFFを切 り替えます｡
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TRAFt)ATA

待ち受け削 EをT-一夕･トレースrE対して行いますC(オブ/ ヨソ022のみ)

TRAFMEMO

待ち受け那 巨をサブ･トレースに対 して行いますO(オブyヨソ022のみ)

TFtAPU†OFF】ON10ll)

待ち受け削 巨のON/OFFを切 り替えます｡(オフyヨyO22のみ)

TFtAFtu<数値 l>,<数値2>

待ち受け鎖骨巨時の､帝分掃引のスター ト ポイントとエンド･ポイントを設定します｡

スター ト.ポイントとエyT:.ポイyトが lからNumbQrOfPolntで改定された範E田にない解合は可fIE

な範囲で掃引を行います｡ この機能を使うことで､あらかじめ絹引の昭を広 くとっておいて､ この投定を

変えるだけで掃引堀田を変えることができます｡掃引全休の改定を変更する場合に比べて､全体の測定時

間を頬桁することがで きます｡(オブソヨソ022のみ)
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UFIDDutOFF10NFOFl)

TRIGMEAS

DSPrcトリガをかけてmJ定を始めます.このコマンドは､MOVADARY､ADTOTRACとともに並列処理する

釜台にのみ用いま九 (Ql.eryなし)

- l o-uT."100･‖-1¢HEAS･.

TR州 UtCONTIHOLDIS仙(;)

トリガ･モー ドを設定します.

UPDDUiOFFl0Nl叫1)
画iELの再表示を実行する(ON),しない(OFF)を切 り替えますoUPDDOFFにすると,測定や機器の改定
の処理時間を短縮できます｡ただ'し､ このとき画面上の測定バクーメタなどの表示 と実際の牧定が輿なる

ことがあります｡間遅いを防ぐKはUPDDOFFの時は､敦示をALLBASICにして､使用することをお耗

めします｡この殴定は､セ-プ/リコー ,̂の対象ではありません｡このコマンドは､リミyt.テーブルの

表示には影守ありません｡
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UPDDulOFFIO叫Oll)

uppELllVIILJ<数値 J><数値 2><数値3> <数値n>

リミット･ラインの下限値を改定 しまナQ下限値は､各PJ定点ととrE穀定できます｡

WIDTU(OFF10NIOll)

バンド幅サーチ機能の ON/OFFを切り替えます｡

WIDVU<数値>

バンド稲サ-チの葡四を定焦す もず 昭パラメータを取足 します｡
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WRIT24

WRIT16

待ち受け朋 帥寺に､7/0 ホー トに出力するデ-クのビット幅を16ビYトに改定します｡使用するポ- トは
Fポー トです｡(オブゾヨン022のみ)

WRIT24

待ち受け横耶時に､I/0ポー HC出力するデ-タのビット幅を24ピットに投売しますO併用するポー トは
J4ポー トです｡(オブシ℡ン022のみ)



SCPJコマ ン ド (PROGrarTlサ ブ シ ス テ ム ･コマ ン ド)

PROGranサブシステムのコマンドは､HPインスッウ̂ ･ノyトBASICを外部コンTLt7-ヲで制御すると
きに使用するコマyrです｡これらのコマyドは外帝 コy トt,-ラからのみ使用できます｡

:PF10GrarTl:CATalog?

HPインスツケ̂ ･メyトBASTCの､すべての定♯11,ダフム名を返します｡本館のHPイyスッウ̂ ･}
ンT･BASICではlLErE)つのプロダフムLbl英行できないため､このプロタフム名には常に ｢PROG｣が
返きれます｡(QueTyのみ)

qtJerYENl手広暮

:PROQrarnl:SELected】:DEFineu<プロッタ>

rtPインスyウ̂ ,}ントBASICのプロダフL･モダウンロー ドします.DEFHletQueryにすると､プロ
グラムのTッブp- ドを行ないます｡
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'PROGraml:SELectedl;DELete:ALL

対J87もキー

/<クメータのZRfI tす.

ブ * - i

(7°.19)

qlJI*

DⅠ■▲一【10〇〇〇〇】

rD■7■lTl)8

:PF10Graml:SELected]:DELetel:SELected]

本学旨の HPイ yス ッ ク ,̂ノン トBASICェ T-ィタ上 の プ E,ダフムを消去 しま1h(Qucryな し)

- E D-･ESl00 r‖P"GD-"

:PFtOGraml:SELected]:DELete:ALL

本館の HPイ ソス ッ ウJL,ノソ トBASICェ デ ィタ上 の プ F'ダ ブムを消 去 します｡(Qucryな し)

任用PI A ot,町 .ESIQ..-.,." EL.a"

コマ ン ド ･リファ レンス 8-109
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:PROGraml:SELected]:EXECuteuく文字列>

括定したプt,グラム ･コマンドセ英行 します｡EXECutcIコマyドは.プロダフムが ｢PAUSed｣または

｢STOPped｣状態の時のみ利用{.きます｡(Queryなし)

:PROGraml:SELected】:NUMEleru<文字列>,<政情 rI)>[,<数値 (9)>【, 【,<数値
(a)>】

本船の IIPイソスッウ̂ Jメソ トBASJCェディタ上のプロダフムの数値変数や数値配列に数値を改定した

り､数値変数や数値配列の改定内容を問い合わせます｡llPE5100A/B'Cは､一皮に送れるデータの軌に
CU隈があります｡一皮に送れる長大デ-タ数は3202価(1601×2)です｡

パラメ-1のJ2q

:PROGrarnl:SELected】:STATeu(FIUNIPAUSeISTOPICONTinuei

木器の JIPインスツケ ,̂}ソ ト8ASICェ7-ィタ上のプpYフム状態を改定 したり､プロダフム状蟻を問
い合わせます.以下の表は､STATeで投定する各状態によって弘在のプt,ダフム状態がどう変わるかせ示
してLhます.,

書tttJI gL在のttf

RUN PA1JSZ: STOP

Queryt二村Tも¢暮 ("FIUtC'l"PAUSH"STOP')
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:PF10Granl:SELected]:WAIT

:PF10Gram【:SELected]:STRin9U<文字列 /変数名)>,<文字列 (設定値 1)>[,<文字列
/設定値 9)>[, t,<文字列 僻 定借n)>

木器のFPイyスッウルノyトBASICェT-ィタ上のプログラムの文字変故や文字配列に文字列を設定し
たり､文字変数や文字配列の牧童内容を問い合わせtす.改定する文字列が鼻すぎる廿合tt､余った市分が

切り捨てられます｡

:PROGTarTl(:SELected]:WALT

指定したプロダフムがrRUN｣状態からrSTOP｣またはrPAUSe｣状晦になるまで他のコマンドを受
け付けないようにします｡(QueTyでは､その状糠を問い合わせます.)

Qut･rrL=対1る¢f II日 日1､ ′ITプ上が rSTOPJt七はrPAUSd 我血 のときにiEきれtナ')

コマンド･LlフTレンス 81111



A
マニュアル･チェンジ

はじめに

ここには､ この帝政税明亨の印刷以前に救造された木器に､ この取扱説明晋を適合させるための変更情報

が陀戟されてVlまも この取扱説明者の紀¢串項は､IiPE5100A/B木 yトワ-ク･7'ナライザの/リア
Jt･番号の頭文字が､内表紙に陀供された番号rE駿当している崩合にそのまま適合できます｡

マニュアル ･チェンジ

表A-1と変 A-2を参照し､お手元のけPE5100A/Bの/リア ,̂番号または 77･-ムクェ丁のバージョ
ンに対応する表中の変更偶軸に従って､この取扱税明啓を変更してください｡

この取払脱明事の印刷以後に製造された測定器についても､この取扱説明卒が適合しない魂合があります.

新しい/I-17=ソの耕走鯨rEつVlては.この測定器の出荷時に付属するマニュアルに蕗付されるマニュ7

ル･チェンジの補足部分に紀されています.お手元の測定器のi,リTル ･ナyパーがこのマニ}T ･̂の内表
紙にも表 A-1にもない舶合は､補足の朱色いマニュアJL･チェンジにある浪合があります.

この補足には､変更情報の他にもマニュ7'̂,の訂正 (正誤表)などを含んでいます｡本マニ17ルを最新の

正確な状椴にしておくたわに､日本ヒュー レンt･バ yカードでは､俳人宅が rマニュアル･チェンジ1を

定期的に捕来されることをお勧めしています｡

/リア ･̂番号が内安供､マニュアル .チェyジのどちらにも該当しなvl盤合は､最寄 りの日本ヒューレッ

ト･パy力- ドのセールス.オフィスにど迎絡ください｡

77-ムウiT･Jl'-ジョンを確認する崩合Fj:､電源を牧人するか､またrj:外部コントローラより+IDN?コ
マソドを実行しますo*IDⅣ7コマンドについての説明は rlIPIIB コマンド.リフTレンスJIを参照してく
ださい.

喪AI1.シリアル暮号と変モ点

IP2KC,JP3KC.JPLIKC,JP5KC

衆A-2.フT-ムウェア ･,(-ジiIンと変モ点



シリアノし番号について

PL菜館のゾリア ･̂番号はシリアル番号プレー トK:那印されています｡EZ)A-1に示す/リT ,̂番号7'レー ト
は､5IJ定才;-の!17 ･Jiネ ･̂に坂 り付けてあります｡

l司 HEWLETTPACKARDJAPAN

匡司 MADEJNJAPAN33＼-__-.-〉)＼_メ.■､.'■､J
囲 A-1.シリアJL暮号プレー ト



変更1

以下のコマンドは.REVIxxではサポートされていません｡マニュアルの紀並から削除してください.

AllARANGP

CALCDPY

CIVAL

CLEMⅣU3

EqUCPARA

GRAPFORM

INPUSTIM

MARl(TIME

MEⅣU3

0UTPCF2

0UTPXF2

PICIRC

PRIR

POWU

RPLMM

SAVDGRAP

SAVDMNU3

変更2

以下のコマンドは､REVIxxおよび200ではサポートされていません.マニュアルのF己述から削除して

くださいc

cOPYRIGHT

MAXPOエⅣ

MAXPORT

PARSMODE

PARSRANG

マニュアノし･チェンジ A･3



変更3

REV213以下において､以下の内容を適用してく7t'さいQ

以下のコマンドがサポー トされていません｡IVニュア ･̂の紀述から削除してくださhQ

ANAPOIⅣS?

AⅣASTIMP7

CORRS9

DATAM

DATAMN

GRAPCOL

INPUDATM

LIIAXS?

LMIⅣS?

NEXTⅣPIく?

NPEAK

NPEAKLIST1

0UTPDATM

SETIPT

TARSUBL?

TARSUBR?

次の章を削除してください｡

付頼J ｢77-ムウェ7 - -ヾジョン3から加わった機能｣

変更4

REV300以下において､以下の内容を適用してください｡

以下のコマンドがサ7hL トされていません.マニュアルの陀並から削除してください｡

NPEAKSOAT?

PEAKSORT?

A･4 マニュアノし･チェンジ



変更4

REV312以下にbいて,以下の内賓を適用してくk'さい.

以下のコ･t,ソドがサボーT.されていません｡,rニュT ,̂の柁述から削除してくださvt｡

CLACT

CLTGT

NOHF

SRCHR

SRCHTRFL?

また,AppendLXKを削除してく7t'さい｡
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コマンド･サマリ

lMtas/Forrr"り

MeasFcrmatメニュー

ファンクション･メニュー (FunctionMenu)

キー･ラベル JtP,Il一CornmkEld

GAIT-PFl▲Sも ▲y▲NODEG▲INP

･AJrCE.R8tl AyAMODEZREFL

Tranc AyAXODEZTRAF

‥

目

上

工



ポー ト選択メニ1- (PortSelectMenu)

キー.ラベJL HP-ItlCommand

▲/A TIE▲SAR

B/A XEASI)A

c/A XEASCR

R/A XE▲SRA

B/A XEASBI

c/▲ xE▲SC▲

R/a XE▲SRB

A/8 ME▲S▲B

c/zlxE▲SCB

R 托EASA

A XE▲S▲

l llEASa

C ItE▲SC

ゲイン17ェ-ズ ･フォーマット･メニュー (Gain-PhaseFornatMenu)

キー･ラペJL EP･lDCo血 d

DELAY FltTt)ELA

REAL TNTREAL

IKAGIrARY FHTIMAG

BXPAJDE)PEASE F汁Tt:XPP

E)-2 コマンド.サマリ



Zフォーマット.メニュ- (ZFornatlUlenu)

キー･ラベル Ⅱp-113CoI一unaLnd

‡zltPHASもz FMTMAGZP

けltPHASEy FNTJ4AGYP

R-I FJ4TIMPRX

G-D FIITADXG8

IZ‡FHTMAGZ

IY事FHT HAGY

PHASEz FHTPHAZ

PEASEy FMTPEAT

R FPlTIMPR

X FMTエ打PX

G FJITADXG

B FHTADI柑

7-AXIS [〕 SCAY

Df7Ir

表示メニュー (DisplayMenu日/3日2/3日3/3))

キ-･ラベノL, HPlltIColtunFLnd

.

‥

工



リニア .スケール ･メニュー (LinearScaleMenu)

+-･i<JL tip-J7lCom JrLand

lCTIYETRCO ▲TRC

ログ ･スケール ･メニュー (LogScaleMenu)

キー･ラペJL FrPー18Comnvmd

▲CTIVETRCOATRC

定轟 トレースメニュー (DeflneTraceMenLJ)

キー.ラーくJL tip-1l】Com md

DATA/HEM DISPDDn

DATA･･･1雄EHORY DATI

ベーシック ･アロケーション･メニュー (BasicA‖ocatlOnMenu)

キー･ラ<JL 耳p-IBComJW d

B･4 コマンド･サマリ



Nン

ゲイン･フェーズ CALメニュー (Gain-PhaseCALMenu)

キー･ラ< .̂ HP_lB Colmll札nd

SETZO SETZ

スノし-CALメニュー (ThruCALMenu)

キー･ラ<JL FP-1BCo… zLnd

TERVST▲rC

Dt】TE RESPZ)DYE

レスポンス&アイソレ-ションCALメニュー (FtesponseAIsolationGALMenLJ)

キ-･ラ･<ノL. EP-IDColtlJl18nd

DOTE RAエD

ゲイン.フェ-ズ3タームCALメニュー (Gain･Phase3TermCALMenu)

キー.ラベル fIP.lBCorrLmtuld

SHORT CLASSllB

LDAD CLASSllC

DDJE SAYl

■

鮎

I

f



ゲイン･フェーズ CAL.STD値メニュー (Gain･PhaseCALSTDvaluemenu)

キー･ラベル EP･IDComznand

DPEⅣSTD CALIく0(RSILSICP)

sltDRTSTD CALKStRSILSIcpl

LOADSTD CALKLtRSILSICPJ

Z 反射 CALメニュー (Z:RetlCALMenu)

キー･ラベル HP.lBColrLrLVmd

CALIBRATE yDⅣE CALI打DⅣヱ

1-PORT3-TERM CALIO甘P

SETZO SETZ

Z:反射CALメニュー (Z:ReflCALMenu)

キー･ラベル HP-lIICormtund

DO粁E SAVI

Z･反射 CALSTD価 メニュー (Z:FleflCALSTD valuemenu)

キー･ラペJL rlPJBCoztmuJld

OPEy STD CALKO(RSILSICPl

SHDRTSTD CALKStRSILSIcpl

LOADSTD CALKLtRSILSICP)

Z 伝送CALメニ 1- (Z:TramsGALMenu)

キー･ラベル HP_IJ)ColrurLaJld

CALIBRATE YOⅣE CALIⅣONE

3TERM CALIDWEP

ITERM CALIREST

SErZO SETZ

B･6 コマンド.サマLl



Z●伝送3タームCALメニュー (Z汀ranS3TermCALMonu)

キー･ラベル HP-IBConvnazLd

SIlOkT CALSSll】】

LOAD CALSSllC

I)ONE. S▲Vl

lパラメータ CALメニュー (1TermCALMenu)

キー･ラベル EPIIBCoIlulamd

TERU STAyC

DO耳E RESPDOIrE

Z■伝送CALSTD値 メ二ュ-(Z:TramsGALSTDvaluemenu)

キー･ラベル tlP.Il)Command

'OPE打STD CALXO(RSILSICPl

s耳0nTSTD CALXStRSILSIcpl

LOADSTD CALKL(RSIL引cpl

AFlk→

マーカ ･メニュー (MarkerMenu)

キー･ラ･<JL HPIIDCo∫■unand

ACTIVEJIAR7(ER HARKt1141

cLEARHARXER CLEHt1141

マーカ検索メニュ- (MarkerSerchMenu)

キ-.ラーくJL, HP-IBCl〉Jnmand

SEARCII MAX SEAZIAX

MIr SEAHIⅣ
L

P



検索範囲メニュー (SerchFtangeMenu)

キI.ラペノL JIP-1BComJTWLd

PARTSRCEohOFF PARS

マーカ ･ユ-ティソティ一 ･メ二ュ- (MarkerUtilityMenu)

キー･ラー<JL HP_lZlConm d

モー ド･メニュー (ModeMenu)

キI.ラベル EP-IE CoTT.nt'lT.a

AREFXIAJ(ER DELRt114)

固定マーカ仕qlメニュー (Fixed MarkerPositIOnMenLJ)

キー･ラ<JL HP-IDCoTTmVuld

マ-力 ･モー F.メニュー (MarkerModeMenu)

キー.ラ<JL TIPIIJ)ConJu )d



(亘壷〕

掃引メニュー (SweepMenu)

キー･ラペJL. Ⅱp-)BCotttmand

POVER POVE

CVFREQ C岬AEq

王FもV IFBV

ACTェVECKlCEl] CR▲N

掃引タイプ ･メニュー (SweepTypeMenu)

キー･ラベル 汀p-IBColtlmand

uNFR印 SWTLINF

POVERStJEEP SVPTPOVE

uSTFR印 SVPTPOVE

LISTyO [】 LISSLIS11121

LIⅣFREq〔STEP] SVPTRA打PF

LIHFREq[RAMP] svpTUNF

sVEEPt)IR l】 SVED

LエSTDISP FREQBASE LISDFBASE

DRDEABASE LISDOBASE

掃引時間メニュー (SweepTimeMenu)

キー･ラペノL flP_lBCommand

至

｡二



∈壷這)

トリガ ･メニュー (TriggerMenu)

キー･ラベル HP.ItICo血 d

TRエGEVEⅣT口 EXTTIOmoFF)

匡亘 〕〔≦這 )〔亘 亘 )〔壷 )

キー･ラベノL. HP_lBCoLturLand

(亘壷〕STAR

〔亘壷〕STOP

∈≡亘〕cEⅣT

Gii6]spAⅣ

- ファンクション ･メニュー (-FunctionMenU)

キー.ラベJL. HPーIBComJW d

a-10 コマンド･サマLJ



瓦壷 〕

システム ･メニュー (Systel¶Menu日/3日2/3日3/3日

キー･ラベJL ZLPIu)Colm d

PRITT PRIIILL

時計メニュー (C一ockMenu)

キ-･ラ･<JL HP-IBCoftm ld

D▲TEXX/I)D/YY SETCD▲TE

DITEIO工)E･Kod&yY●ir mTDYEAR
DayhZlYoar DAYXYE▲R

アツテネ一夕設定メニュー (AftSettingMenu)

キー･ラ<JL. FlPIJBCorltmaJtd

AtTTO ▲TTItRl▲lBlcl▲uTODr

odB ▲TTHRl▲lBlCl▲tTrO

OFF.ATTItRtAl引C)0

25dB ▲TTHRI▲lLlCl▲UTO

OFF.▲TTI(Rl▲lzHC)25

rsM /Rc｡i‖I

保存/リコール ･メニュー (Saye/RecallMenu)

キー･ラベJL HPIIB CoITVrLaJld

RBC&ll Rec°

UPJIEJ10DISX STOM)ISX

STORDtVlコ STOEI(DISKIXE■0)

.

喜

二



保存メニュー (SaveMenu)

キー･ラベル FP-1tlCommaJtd

ALLSAYALL

ST▲TiOrLY SAYDST▲

D▲T▲D礼y(BI∫▲RY) SAYDDAT

D▲T▲DrLY(▲SCII) sAYDASC

Rも-SAVEFILE RES▲VD

77イJL･･ユーティリティ･メ二ュ-(MenLJ)

キー･ラ<JL Ep-LB CoTTlrTuTtd

バイナリ定我保存データ ･メニュー BinaryDefineSaveDataMenu

キー･ラベル 打p-]IlComJlnIld

SUBARR▲Yく)ZtOFF SAVTMA

ASCH定鼓保存デ-タ ･メニュー (ASCllDefineSaveDataMenu)

キー･ラベJL HP-1DCo汀血 d

Bl12 コマンド.サマリ



MISCセーブ･メニュー (MISCSayeMenu)

キー･ラべJL, JIP.IBCom d

GRAPH [I GRAPFORH

キー･ラ<JL. JtP･IBConvnzLnd

uSER CI [コ CIV▲L

キー･ラ<JL tip,InColmtl且Jtd

sacUYIT 【コ POVU

RCtJIT OyOFF PICIRC



データ入出力形式

C-
-
貢
C

デ ー タ ･フ ォー マ ッ ト

木器からHP-1Bを通 じてデータを出力するときのデータ.フォーマットには.4つの異なるフォ-マ yト

があります.このフォ-マットは､転送するT-1クのタイプを決定するため､デ-タ配列の宜言 (実数型ま

たは姓赦型)時にも配慮が必要です｡

フォー ム 2

7*-ム2は､lEEE32ビット浮動小数点フ*-マットです｡このフォー マyトでは､4バイ トで 1つの

数字を表します｡したがって,201佃分の測定値を転送する崩合のデータ長は､1,608バイ トになります｡
図 C･lK､フ*-ム2のデータ転送フ*-マットを示しますo

# 6 以下LJ淡くTJ-チのバイト玖 ltイナバイナリーT--タ (相集デリ_.完 ∠空 重 7

囲C-1.フォーム2データ再三送フォ-マ ント

フ ォー ム 3

フォ-ム3は､IEEE641='ット浮動小数点フ*-マットですC このフォーマytでは,8バイ トで 1つの

数字を表します.したがって,201個分の測定値を伝送する場合のデータ長は, 3,216バイ トになりま

す.200/300ン9-ズのコソヒュークではIEEE64ビYト浮助小数点の形でデータが弧廻されるため､
フォーム3を使用すればデータの再フ*-マットを行う必要がありません｡国C-2に､フォーム3のデー

タ転送フ*-マットを示しますO

# 6 以下に柄のJ(J<:-; タ バイ,リ.T--タ 由

P]C･2.フォーム3データ転送フォーマット

データ入出力形式 C-1



フォーム4

7*-ム4は､ASCIIデータ転送フォーマ ットですCこのフォーマットでは､1つの数字を24文字のj:辛

刺-C.表します (この文字列には､各桁の数字､符号,小数点が含まれます)oLたがって､201個分の測定

値を転送する解合のデータ長は､9,648バイ トになります.INPIJxxxxコマンドを用V･て､データを入力す
る崩合rcは､ このフォーマYトのみ陳えます｡

フオーム5

フォーム5は､MS･DOS㊥.｣ ノナ,L.コソビー-ク.フォー･.′トです｡この7,-.q,トは､IEEE

;2%tiy;4iF,T 誓 ,*完 byりト㌫ イフト,Q_WL85%HiTFMLsf.b.os乾 &-iR'cLlた7.B'MILpg三三話 芸冨警
利用すれば､データを再フォーマッ71する必要がありません｡

C-2 データ入出力形式



内部データ配列

木器の内部メモリには､以下の7-J-タを格納する配列が用意されていますC(図 C-3参照)

lD

Jb■l>

図C･3.チ-タ･プロセッシング .フI=一 ･ダイアグラム

内部T--タ配列を出力するコマンド37上U:､内部データ配列に値を入力するHP-1Bコマンドとして､以下
のものが用意されてVlます｡

表 Cll.内部データ配列出力コマンド

指定した 1点を出力

OUTPRAW?

OUTPCALCIOllO2相3)

OUTPDATA｢'

OUTPMEMO?

OUTPFORM?

OUTPRFORM7

0UTPRTMEM?

1#L

無し

無tL

如し

OUTPFORMP7

0UTPRFORMP?

(OUTPDATTP?)1

0UTPRTMEMP?

(ouTPMEMTPり)1

データ入出力形式 C-3



表 C･2.内部データ配列入力コマンド

C14 データ入出力形式



D
波形解析コマンド

本館は,リップ ,̂解析､フイ̂ ･タの各唖バフメークの井出など､特定の波形に対して解析をおこなうコマン
ドi･装備しています｡波形解析コマンドは､1コマンドで解析からデークtLl力までのすべてをおこないます.

ここでは､波形解析コマyド忙ついての情報を相戦Lます.

波形解析コItPyTIは､大きく分けて以下の4つのグルーブに分叔できます｡

■解析灸件を設定するコマンド

･尾大/最′り 平均値解析コマンド

bリyプル解析コマンド

1 フィルタ/レ/ネ一夕解析コマンド

注記 EXECUTEコマンドを用いる叫合も引数毛省喝することはできません.

ここで説明する波形解析コマンドを､tIPイソスッケル} ソトBASICのEXECUTEコマ
ンドで突tj=する鵜合､バブ}タは､WRITEIO コIVyドをもちいて､HPインスッウJL･
メソトBASICからHPE5100A/13のレi;スクに値を入力しておく必要があります｡ こ
の場合.引数を省略することはできません.すなわち､EXECUTEコマンドを実行す
る前に.すべての引数について､WRITETO コマンドで値をレジスタに等き込んで
おく必要がありますQEXECUTErCついての詳細は､rliPInstrumentl]ASICUsers
HandbookSupplemerLu を参照してください｡

解析条件を設定するコマンド

以下に示すコマンドは､波形群析コIVy rのたわの解析条件を取足します｡

IANAOCH(1121314)
IA7JARANG
■ANARAⅣGP
■ANARFULL
■ANAODATA
BANAOMEMO
ITtlRR

投売された解析条件は､本付鎖で脱明するすべての波形解析コマ y ドに対 して有効です｡

波形解析コマンド D-1
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ANAOCH(1I21314)

波形解析検分Eの対象チャンネ ,̂を選択します｡

書式 ANAOCH11121314〉

戻り値 1または 0

ここで､

1 波形解析磯舟Eの対奴にチャンネルが選択されています｡

0 波形解析機能の対象にチャンネ ,̂は選択されていません｡

喜己 Iアクティブ･チャンネ ,̂とは､独立して設定されます.

ANARANG

波形解析 レン/'を､スター ト､ス トップ値で設定 します｡

書式 ANARANGsLarE,slop

ここで､

解析レンジのスク- ト値

解析レyジのス トyブ値

戻り値 starl.Slop

記 ■波形群析レンジは､マ-カ･サーチ ･レン/'とは独立に設定されますB

J各チャyネ ,̂rc独立して取定することが{.きます｡ このため､AⅣARAⅣGを使用する肌に､

ANADCHl,AⅣAOCH2で解析対象となるチャンネ ,̂をあらかじめ選択する必要があります.

ll波形解析レンジが画面鼓示レン/'を越えて役足された崩合は:､画面表示レン/'内に収まるよ

う忙改定きれます｡

■画両表示レンジが変更された集合は､波形解析レンジは画面全体に再設定されます｡

.波形餅析レy/'の汲定は､回 ALL または STATEDⅣLY でセーブされます｡

b電源投入時の初期設定は.画面表示 レンジ全体です｡

例 INPUT '.EnterStartforAnalys15Range ".Start

IⅣPUlrI-EnterStop forAnalysIBRange",Stop
OtJTPUT QE5100,日ANARAⅣG".Start,Stop

ANARANGP

周波数/バワ-掃引時の解析レy/'を.測定ポイント番号{.設定します｡

暮式 AⅣARAⅣGPstartpolnl,slopTXMnL
ここで､

E)･2 波形解析コマンド



解析 レンジのスター ト点のポイント番号

解析 レンジのス トップ点のポイント番号

戻り値 slartpoml.SlopPOITIL

紀 II電源投入時の初期値､画面表示レンジの変更時の設定値等の動作はANARANGと同じです｡

例 INPtTTHEnt8rStartPolntNtJD)b8rforAnaly818Range'',Startp
工NPUTHEntQrStopPointⅣ1nTLb8rforAnaly818RangQ■■.Stopp
DUTPUT¢E5100,"AⅣARANGP".Startp.Stopp

ANARFULL

波形解析レンジを･画面表示レンジ全体に改定します｡(Queryなし)

書式 ANARFULL

妃 J各チャyネルに独立して汲定することができます｡このため､AⅣARFULLを使用する前に､
ANADCHl,ANAOCI壬2で解析対魚となるチ十ンネ ,̂をあらかじめ遜択する必要があります｡

■AⅣARFULLコ･,ソドの後Kスティミュラスを変えたJa合波形解析 レyijも変化します｡

ANAODATA

波形解析機能の村政としてデ-タ･トレ-スを選択します｡

書式 AⅣAODATA

戻LJ†暮 1または0

ここで､

1の過食､波形解析機能の対象rcT-1タ･トレースが選択されています.

0の崩合､波形解析磯舟Eの対象にTI'-ク･トレースは選択されてVlません｡

妃 ■各チャン71̂,忙独立して取定することができます.このため､ANAOI)ATAを併用する前に､
ANADCHl.ANADCH21{･解析対生となるチャンネルをあらかじめ選択する必要があります.

ANAOMEMO

波形解析磯舟Eの対穀としてメモリ･トレースを選択します｡

書式 ANAOMEHD

天L)値 lまたは0

ここで､

1の解合､波形解析後カEの対粂Kサブ トレースが選択されてVlます.

0の船台､波形解析機舵の対象rcサブ トレースは選択されてVlません｡

妃 ■各チャyネルに独立して設定することができます｡ このため,ANAOMEMDを併用する前に､
AⅣADC711,ANAOCH2{一解析対象となるチャンネ ･̂をあらかじめ選択する必繁があります｡

波形解析コマンド t)･3
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THRR

サ-チするリップ ･̂の大きさのしきい値を改定します｡

書式 THRRJletght

ここで､

E'-タの大きさ･負ピークの大きさ

図 P･1.THRR

戻り価 heTghl

説明 ･ リップ ,̂の大きさは､少ッ7'ルの頂点(t='-ク)と､隣接する負t='-クとの善で走来します｡

■波形解析コマンドがリップ ,̂をサーチする時は､THRRで定礁したリYブルよりも大きいリッ
プルだけをサーチします｡

喜己 ■初期設定値は､0です｡

例 INPUT"EnterLocalHaLXGalれ[dB].■■,LocaLmax
IⅣPUT■■Entl〉rLocalMュnGaln[dB〕'',LocaLmln
7ielght=LocaLmaxILocaLmln
OUTPUTQE5100,-'TtlRR-I.nelght

D14 波形解析コマンド



最大/最小/平均値解析コマンド

以下のコマyドは､波形解析 レンジ内での最大値､長小値,平均値などを出力します｡

rOUTPMAX?
IOUTPMIⅣ7
rOUTPHIⅣMAX?
pOUTPMEAⅣ?
+PEAK7
+NEXPIく7
lm LHAX7
L… LMIⅣ7
LLIIAX9
ILIIIN9
1T▲RJt?
ITARL?

0UTPMAX?

&形群析レンジ内のJt大鑑とそのスティミラス鮭をiELます｡(Queryのみ)

f式Om MAX7
戻り値 MAX,んは

ここで､

最大値でのステイミブス値 (Jg波数またはパワー)

DITrPUTOESIOO,"OUTPMAXケ‖
ENTEROE5100,MaLvalut).F_max
PRI74THaよ_Vallユe,F_max

OUTPMIN7

波形解析レyジ内の最小値とそのステイミラス値を返します｡(Queryのみ)

書式 OUTPHエ打ウ

ZELJ価 MIN, /伽 .
ここで､

最小値{･のステイミブス値 周波数またはパワー)

漣形片析コマンド D･5
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OUTPMJNIVIAX?

波形解析 レンジ内の最大値と点小破､それぞれのステイミブス値を返します｡(Queryのみ)

書式 OtTrPMINMAX?

ZELJ焦 MIN.I.M,MJ4X.JmL,
ここで,

レジスタ バラメタ 税明

0. MIN 長′ト佑

I. ん...
2. MAX 最大値

例 OUTPUTCE5100.■'OUTPMINMAX7"
ENTERQE5100,Mュn_Value.F_mln.MajLValuq,FInaエ
PRINTllMIN日.HIZLValue.F_mュn
PRINT''MAⅣ",HajLValue.F_max

OUTPMEAN?

波形群析 レンジ内の平均値を適します｡(qucryのみ)

書式 OUTPHEAN7

ZEり価 Tnedrt

ここで､

例 OUTPUTOE5100.''DUTPMEAm■■
ENTEROE5100.Moan
PRINTM8aZl

D･6 波形解析コマンド



PEAK?

波形耶析レyジ内のど-クの最大値とそのステイミクス値を返します｡(Queryのみ)

書式 PEAK?

戻り値 MAXpe.i,/,,w pe山

ここで､

祝明 lサーチした点の値と､仕匿 (何*-ィソト目か)が紀博され,次にNEXPK7が実行された鹿合こ
の点が基準値rcなりますoこの位置データは､〔亘亘)ALLまたは､STATEqWLYでセーブ
されます｡

q該当する点が見つからない崩合は､0,0を返します｡

OUTPUTOE5100,''PEAK?■■
ENTEROE5100.P8ak,FIZnaXpOaよ
PRINT"PQat■'.PQak,‖[dB],'1,F_naエPQak,■'[Hz]"

NEXPK?

最後に実行されたPEAK7,NEXPK?でサ-チされたt='-クの次に大きいピークの値とそのステイミラス値を
返しますO(Queryのみ)

書式NEXPIく9
ZFリ佃 Peok,/p.4A

ここで､

サーチされたピークの値

サ-チされたt=--クのステイミブス値

記 .サ-チした点の値と･位置 (何ボイントElか)が記憶され,次K契fj=きれる陀XPXの基軸値
になります｡この7--クは､〔亘亘〕ALLまたは STATEONLYi.セーブされます｡

■該当する点が復数ある般合は､記憶している点から右伽の最も近い点の値とステイミラスを

返しますQ

A駿当する点が且つからない勘合は､0,0を返 します.

例 Dm UTOE5100.日ⅣE‡pIく7■■
ENTEROE5100.～_peak.F_npeak
PRINTⅣ_p8ak,F_npBak

浪形解析コマンド D･7
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NUMLMAX7

波形解析レンジ内のt:I-クの個数を返しますb(Queryのみ)

書式 NUMLHAX?

戻LJ億 n

こ こで､

妃 ■畝当する点が見つからない溢合は,0を返します｡

例 DUTPUT¢E5100.日ⅣUTtLMAX?r■
ENTEROE5100.～
PRINTN

NUMLMIN7

波形解析レンジ内のnt:'-タの個数を返します｡(Queryのみ)

書式 NUMLMIN?

戻LJ価 n

こ こで､

妃 ■駿当する点が見つからない尊台は､0を返します.

E)-8 波形解析コマンド



LMAX?

鼓形解析レy/'の左からn帰日のt='-クの低を返します｡

書式 LMAX?71

ここで,

対良t='-タが波形粥析レyi}の左から何個目かを指定する値

戻り値 LMAX,.

ここで､

波形解析レy i,'の左からn帰日のt='-クの値

記 ■該当する点が且つからなvL堤合は､340282346639E+38を返します.

例 OUTPUTQE5100;■■LMAX̀75■■

EⅣTER¢E5100;Lmax
PRINTLnax

LMIN?

波形解析レンiJの左からn価E]の負t:'-クの値を返します.

書式 LHIⅣ?rl

ここ{'､

対象魚ピークが波形解析レンジの左から何価目かを籍定する値

ZEU価 LMIN.I

ここで,

波形解析レンジの左から71佃E]の負t:I-タの値

!己 ●鋲当する点が見つからないtB合は､340282346639E+38を返します｡

波形解析コマンド DI9
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TARFt?

指定した値をもつピークを波形解析レンジの左から右方向-サーチして､最初に見つかった点のスティミ

ヲス値を返します｡

書式 TARR?taTyeL

ここで､

戻り価 /(.,9.i

ここ{'､

最初に見つかった点のステイミラス値

妃 ■駿当する点が見つからない娘合は､0を返します｡

例 INPUT■■EnterTargetVallle■r,Target
OUTPUT4E5100.''TARR?■■;Target
ENTERqE5100.Fltarget
PRINTF_target

TARL?

指定した値をもつビ-クを波形解析レンジの右から左方向へサーチして､最初に見つかった点のステイミ

ラス値を返します｡

書式 TARL9Largei

ここで､

長LJ価 /'8,9.i

ここで､

最初に見つかった点のステイミヲス値

妃 ■故当する点が見つからない地合は､0モ返します｡

D-10 波形解析コマンド



リップル解析コマンド

リ yブル解析コマy ドは､波形のリッフルを解析して結果を出力します｡

IRPLPP?
IRPuIEI?
ARPLRHEI?
■RPLLHEI?
■RPLEZJV?
■RPLMEA?
■RPLMM?
■RPLVAL?
bPOLE?

RPLPP?

tL クと負t:'-タの鼓の最大値を返します｡(Queryのみ)

書式 RPLPP7

戻り価 MAXJID

ここで､

tI-クと負と'-クの善の最大値

●ピークo貞ピーク

(F.-:."細Iの)

固D･2.FtPLFIP?

紀 ■該当する点が見つからない場合は､0を返しますo

例 OUTPUT匂E5100."AⅣAOCHl,ANARFULL.ANADDATAll
OUTPUT蛇5100.''RPLpP?‖
EⅣTERQE5100.Max_dlff
PRIⅣTMax_dlff.-■[dB]l'
EⅣD

波形塀析コマンド D･11
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RPLHEl7

隣接するビータと負ビークの表の最大値を返します｡(Queryのみ)

書式 RPLHEI?

戻り値 tJaltLe

ここで､

隣接するヒ-クと負t:I-タの差の最大値

ー 定形鮒 レンジ →

(島亡0)R六一) I 皿 ~

図D･3.FIPLHEl?

妃 ■該当する点が見つからない投合は､0を返します｡

例 OUTPUT(OESIOO,"AⅣAOCHl,ANARFULL,AJ-AODATA■■
OUTPUTQE5100."RPLHEI?■'
EⅣTERQE5100;Ad]_dlff
PRINTAdコIdiff,■■[dEu''
END

t)･12 波形解析コマ ンド



RPLRHEl?

右mrjに隣康するど-タと負t=l-タの垂の最大値を返します.(Qlleryのみ)

書式 RPLRHEI?

戻り値 tlaLue

ここで､

右側に隣接するt='-タと負ピークの善の最大値

汁- 浸形声折L,ンジ ー一一一一一一

■ピーク○貞ピーク BZnへワ一十 (■Eの■六一)

B]D･4.RPLFtHElつ

た p弦当する点が見つからない崩合は､0を返します｡

例 OtTrPUT4ESIOO."ANAOCHl,ANARFULI.,ANAODATAH
DUTPUTQESIOO.…RPLRはEI?■■
EⅣTERQE5100,AdJ-dlff
PRINTAdJ_dlff.‖[dB〕''
END

波形解析 コマンド D･13



RPLLHEl?

書式 RPLLHEI?

戻 LJ価 tJaLuc

ここーぐ､

左dlいこ隣接するt:'-タとflと'-タの糞の最大値

一一一浸形即 しンジー.--1

tIEの●六●J●ピークC負ピーク 王77月ヽ9-+IEの●六●J●ピークC負ピーク 王77月ヽ9-+

区】D･5,RPLLHEl?

記 ●畝当する点が見つからないiB合は､0を返します｡

例 OUTPUT(OE5100;"ANADCHl;ANARFULL.ANAODATAH

DUTPUTQE5100.''RPLLHEI?''

EⅣTER¢E5100,AdJ_dlff

PRINTAd]_dlff;‖[dB]"
END

E)･14 波形解析 コマンド



RPLENV7

幹療するピーク間に引いた直税から3}ろした垂娘と､I:I-タの間の負E'-タまでのFEJBの長大の盾を出力

します｡(Queryのみ)

書式 RPLENV7

戻り値 tJaLtLe

ここ-亡､

隣接すると-タ間に引いた直投からおろした重税と､ピークの間

の負ピークまでの拒樵の最大値 (函D-6事照

ーJLE○●六一I●ピーク○>ピーク ど-グーeBSJ＼
国D･6.FtPLENV?

紀 ■該当する点が見つからない壌合は､0を返します｡

例 OUTPtTI'OE5100,'■ANAOCHl,ANARFULL,ATdAODATA■■
OUTPUTOESIOO."RPLENV?"
ENTER4E5100.Eny_dlff
PRINTEny_dlff,‖[dB]r'
ENt)

波形M析コマンド D･15
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RPLMEA7

レンジ内にある負ピークと､左右に隣接するt='-クとの差の平均値を返します.(Queryのみ)

書式 RPLHEAT

戻り値 tJaEtLe

ここで､

負ピークと左右に隣接するt=--クとの葦の平均値 (図 D-7を参照
してく7t'さい)

●ピーク○負ピーク

B]DI7.RPLMEA?

妃 ■鞍当する点が見つからない収合は､0を返します.

例 DUTPUT¢E5100,日ANAt]CHl,ANARFULL.ANAODATA■■
DUTPUTOE5100."RPLHEA?‖
ENTEROE5100.Mean_dlff
PRIⅣTMean_dlff.■■[dB〕‖
END

DI16 波形塀析コマンド



RPLMM7

波形解析レyノ内のリップ̂ ･の最大値と最小値の葦を返します｡ これは､OUTPHIⅣMAXで求めた最大値と

最小値の鳶と同じになります.(Queryのみ)

書式 RPLMM7

某LJ億 tlaLtJe

ここ{'､

リブプルの最大値と長′ト軽の善

妃 ■抜当する点が見つからない溝合は､0を返します.

例 OUTPUTQE5100.''A打AOCHl.ANARFULL;AnODATA"
OTJTPtTrQE5100;''RPulM?ll
Em RCE5100;Hal_mZl

PRINTHal_nizl;''ldZl]H
E〃D

浪形解析コマンド D･17



RPLVAL?

レン/'内にある負 と-クと､左右に酔接するビ-クとの歪の合計の最大値 と､その リップ ,̂の谷間のステイ
ミラス値を返 します｡(Queryのみ)

書式 RPLVAL?

戻り値 R pLv4I,SIzmtlltLS

ここ'(㌔

負ヒータと左右rc隣接するt='-タとの差の合計の最大値 (図 D-8
を参照 して ください)

谷間のスティミラス値

一 ･･.-一双形肝析レン>- .･.･.･.･.･...- .

●ピークoaビーフ 1 h8

園 D･8.RPLVAL?

記 r諌当する点が且つからなV}垢合は､0を返 します｡

例 OUTPUTOE5100.日ANAOCHl,AtlARFULL,ANAODATA''
OUTPUT①E5100.''RPLVAL?"
ENTER¢E5100.Val,Sl:llZL
PRINTVal.■■[dB]".StlJtL."[Hz]■■
END

D･18 波形解析コマンド



POLE7

最大値から指定した値より下がった負ピークを最大値から左右忙サーチして､最初に見つかった点をそれ

ぞれ出力しますO(Queryのみ)

書式 POLE?D

ここで､

戻 り佃 xL,SEM I,∬C,slime

ここで､

レジスタ バラメタ 税明

0. Ej

1. siILmL

2. ∫

3. stLmB

図Dl9.POLE?

記 I喜寿当する点が見つからない盤合は､0を返します.

1引軟は､負の値で渡しますQたとえば､最大値より50dD下を基鞄とするときは､引軌は
ISOになります｡

OUTPUT匂E5100.-'AⅣADCHl.ANARFIJLL,ANAODATA‖
OUTPUTQE5100.'lpoLE?150日
ENTERCESIOO.Xl,Sl.x2.S2
PRmT''LEFT ■■.Xl,‖[dZL]".Sl,'■lHz]‖
PRエJIT‖RIGXT日.x2,r■[d丑]日.S2,日[Hz]■■
END
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フィルタ/レゾネータ解析コマンド

以下のコマンドは､特定のきく料を対生rc解析を行います｡

40UTPFILT?
pOtTTPXFIL9
■OUTPXF2?
IOtmCFIL?
IOtTrPCF2?
■DUTPRESO?
■DUTPRESR7
■DUTPRESF?
■OUTPCERR?
IEQUCP▲RA9
DEqU71
IEqUCPARA57
IEqUCPARS?
■EqUCO7
IEqUCPARS41

E)-20 波形II析コマンド



OUTPFILT?

フィルタの解析t行へ バフメークを返します.

書式 DUTPFILT7I

ここ~で､

フイノレクの/.'yrqlのダウン値

ZEリ借 Loss,BW,IC州,a.Ll/lcft,A/n,A.(計6)

レジスタ バラメタ 説明

0. LL)+5 挿入損失

1. βーγ

2. Ic.H. 中心周正数

3. Q Q

4. A/J.IE

･●- . 一lt'eシ>}'

,..a .二年…[/I:I-. ;ー ｢バンドー■BW :i-, -OdB

固D･10.OUTPFILT?

税明 ■挿入損失は､レンジ内の最大値を返しtナ｡

.TdBJ'yI:～は､最大値からzd8ダウンの左右のカ･/トオフJユ(JcI,/E,)同のPl鼓赦垢です｡
Il中心局汝教は､カットオフ点間の中間点です｡

+Qは､以下の式で計井されます｡

O-v dD.:･p妃qカYトオ7点が2点見つからないJA合は､すべてのパラメータに対し0ttti力します｡
波形解析コマンr' D･21



例 10ASSエGⅣ●E5100TD717

200UTPUTOESIOO.''cEⅣS70IIHz.100kHZl'
30Otm UTeE5100."SING?‖

40ENTEROE5100;T也p
500tTrPUTeE5100,''AWAOCIIl.ANARFULL.ANAODATA''
600UTPUTeESlOO.''OUTPFILT?13''
70E〟TERt〉ESIOO;Loss,Dy.Fc,q,Dfl.Dfr

80PRINT 'lLos5''.Loss.'■[dB]ZlV ".Bv.'●[Hヱ〕 "
90PRINTHfc".Fc;‖[HZ]q:■■,q
lOOPRIⅣT"Dfl'',Dfl,"[Hz】Dfr'';Dfr.I.lMヱ】 "
110END
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OUTPXFIL7

クリスタル ･フィルタの解析を行V･､バフメ-クを返します｡

書式 OUTPXFIL'=1,万2,D,/LJB

ここで､

レジスタ バラメタ 祝明

0_ IJ

1_ =2
2. 刀

3. /I

4. /2

戻LJ1暮 Loss.BW,/"仙 Q,A/IcJIL,A/,,gAu,BILE/仏 dI,.9h'B,Pass,Re)ect,SILPr101･S.Pole.I,
PoLe..E.,.I,Pole,2,Pole.."れE(計 15)

レジスタ バラメタ 耽明

0. Loss 挿入損失

1. BW

2. (,.巾 中心周波救

3. Q Q

4. 4人.Jt 波形解析レyジの中点から左のカット.オフ点 (fcI)までの周波数善

5. A/,,9ん̀ 波形解析 レyジの中点から右のカット オフ点 (〟-)までの周波政争

6. AII,I'2 波形解析 レyジの中点から左のカツt.ナフ虐 (/'cB)までの周波数凄

7. df,igA'B 波形解析レンジの中点から右のカット オフ点 (/C,9)までの周波数莞

8. Pass

9. Reject 阻止 レベル

10. S叩7.I-OtLS

ll. Pole£1

12. Pole.JimL
13. Pole,2

波形塀析コマンド D-23
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Î ■失qEレ<■11>㍗●■ー■†● pJJ■dv▼プ■11lJ71 レ<A

i

■山,h All

▲A一...I
M r, I,V.l L.ーJ

団D111.0UTTIXFIL?

tR明 ■挿入損失､rLdBバンド幅､中心局波並､Q､A/ldL,A/n-A.は,OUTPFILT'と同じです｡

･A/ldlE,A/,.,lLEは､長大徒からJ;EdBダウyの左右の力,け フ点 (I,IE,fe,L)と･波形解析
レyジの中点との周波数善です｡

L通過帯bEリァプ ,̂は､ELd13カットオフ点間{･の長大ピークと長′ト負ピークの善です.
■阻止レペ ･̂は､波形解析レンジの左JSH･らILま'CのJq汲故地g]内での最大値と挿入ZEl臭との
垂{･す｡

pスプリTス･レベルは､/Cから波形解析レyジの右端までの周波赦巧園内での最大値と挿入
損失との普{･す｡

■Pole.I,Pole.h.,lI,Pole.2,Pole.Imeは､引数Dを使用してPOLE'を尖fj,した釜台と同じ値
です.

妃 pILd8カyトオフ点が2点見つからない&合は,すべてのJ(ヲ}-クに対し0を出力します.

lZLd8カyトオフ点が2点見つからない廃合は､A/I./肋 d/,,91'Cは0になりますQ

IPOLE?の対史ピークが見つからない場合は､Pole,I,Pole.lMIL,Pole,2,Pole,山,.卓は0にな
ります｡

例 10ASSIGNOESIOOT口717

2OOUTPUT●E5100.11CENS70MHz,lOOkliZ-̀
3OOUTPUTCE5100."SIWG?l1

40ENTERQE5100,Tnp
50【】tTrPUlrqE5100.r'AⅣADCHl,AⅣARFULL,ANAODATA●-

600trrPUTOE5100.''OUTPXFIL713.Ilo,-50.69.98MH2L,7002MHZ●1

70ENTEROE5100;Loss.Bv,Fc,q.Dfl.Dlr.Df12,Dfr2.Pass,RcJeCt.
SuprlOuS,Pollal,Fpl,PoIB2.Fp2
80PRINT''LoSSr■,Loss.''ldB]BV川.By,''lHヱ】fcH.Fc,''【Fz]"

90PRINT"q".q.1'Dfl'-.E)fl.1'【Hz]Dfr'1.Dfr,■■〔HZ:]■■

100PRINTr'Df12".Df12;"[Hz】Dfr2･''.DLr2,'■【H21]PassH;Pass,l'[dB〕''

110PRINTHR83eCt",R8JeCt;■l【dB]SuprlOuS".SupzTIOuS.r■【dB]■1
120PRINT.'Po18 (1eft･)r■.Polel.ll【dB]'';Fpl."【Hz】‖
130PRINT"pole(right)".Pole2;一一[dB]'',Fp2,"【H2:]■■
140END

D-24 波形井桁コマンド



OUTPXF27

タリスク ,̂･フィルタの解析をfj:い./(ラメ-タを返します.OUTPXFIL?で求まるバラメタに加えて､
長大藍からパラノタで指定 した値だけダウンした左右の力?トオフ点と帯析 レyジの中点との周波数蓋

(AtI.ltA,△fnかLn)をJL大20伸まで求わます｡

書式 OUTPZF27D,/L,/L,ZL,=2. ,I,.
ここで､

レジスタ バラメタ 現明

0_ 〟

1 IL
2_ /a

3. rL
4. ∫ー

ZEリ価 Loss,BW./".1.Q.Pass,Re)eel,StJPrlOtJS.Pole.I,Pole.l....I.Pole.L,Pole.加.Z,
d/I.JIL.A/n-Aft.All,f'Z.dI...h'2. .4んJh .dJn.Ah (計2n+ll)

波形解析コマンド E)･25



レジスタ バラメタ 説明

0. Loss 挿入損失

i. βーγ

2. /M f 中心周波数

3. ¢ q

4. p也ss

8. Reject ER止レベル

6. StLPrtlous

T PoLe=L

8. Pole,(,.,,.I

9. Polef2

川+ Pole.rmB

ll. A/I./̀ 波形解析レンジの中点から左の力-7ト オフ点 (/cE)までの周波数蓋

12. A/,.ghc 波形解析レンジの中点から右のカット オフ点 (/(,)までの周波や丑

13. A/I./lR 波形解析レン.)の中点から左のカ.}ト オフ点 (flcC)までの周波数砦

14. A/r,SI.E2 波形解析 レンジの中点から右のカット オフ点 (/C,2)までの周波数糞

2n+9. 4んJn 波形解析 レンジの中点から左のカット オフ点 (/Len)i,Cの周波数葦

税明 .押入損失･EJdT3バ ンド幅､中心周波数･Q･4んf',A/ngん卜 は､OUTPFILT'と同じで+O

･A/I.Jh,A/,,91̀Aは､最大値からZ;九dI)ダウンの左右のカッIオフ点と､波形解析レンijの
中点との周波数蓮です｡

b通過帯域 リップルは､rIdBカットオフ点間での長大t='-クと最小負ピークの蓮です｡

J阻止L,ベルは､波形解析レンジの左端からJJt-{の周波数範囲内での偉大値 と挿入損失 との

蓮ですo

I スプリアス･レベJL-は､/Cから波形解析レンジの右端までの周波数範囲内での最大値と挿入
折欠との差です｡

■Pole,I,Pole,(mI,PoLeTC,Pole.細2は､引数Dを使用してPOLE7を実行した場合と同じ値
です｡

妃 ●rLdBカットオフ点が2点見つからない般合は､すべての-ヲメークPC対し0を出力します｡

-TndB力yトオフ点が2点見つからない嶺合は･A/IE/tn,A/,,gAznは0忙なります.

dPOLE?の対良ピークが見つからなvl場合は､Pole,I.Pole.LmJ,Pole.p,Pole.仙Bは0忙な
ります｡

例

10ASSIGN¢E5100TO717
2OOUTPUT¢E5100,'lCENS70MHZ,100kH2:■■
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300UTPUT●E5100.'■SING?一一

40ENTERdESIOO;Tznp
500UTPIJTOE5100.■■ANAOCfl1.ANARFULL;A∬AODATA"
600UTPtJTOESIOO,"8UTPXF27-3.6998KH之.7002JIH之.-3.-10.-12.-SO‖

70訓TEROESIOO,Loss.By,Fc.q,Pass.RoJeCt.SllprlOuZ),Polel.Fpl.Polo2.Fp2.
Dfl.Dfr.DEl,Df12.Dfr2.Df13.Dfr3,Df14,Dfr4

80PRINT'lLoss:1'.Loss."【dB]BV.";Bv;'1【Hz]fc:";Fc.''lHZ】 '1
90PRINT"E)●r,q.''Dfl".Dfl.●●【Hz]Dfr'-,Dfr.'r【Rz】‖
100PRIⅣT■■Df121'',Df12.lllHZ:]Dfr2･'';DLr2;I-[HZ]PaSSl".Pass,"【dB]''

110PRINT■lDf13.日.Df13.日【JIz]Dfr3'';Dfr3.-■[HZ]Pa88r■.Pasz;;"[dB]"
120PR工NT.'Df14.●r;Df14."【HZ]Dfr4■■.Dfr4."[Hz]Pass ".pass;''[dB]r1
130PR川T"Rqject･r'.Rejoct;■■[dB]SuprlOuS".SuprlOuB.ll[d叶■
140PRINT一一Pole(loft)'';Polel.‖[dJ3]'';FYI,■■[Hz:]1.

1SOPRINT"Pc18(rlght).'l;Po182,"[dB]''.Fp2,'llH2:]■■
160EJJD

波形解析コマンド D･27
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OUTPCFIL7

クリスタル ･フイ ,̂タt公称周波数で解析 し､バ ?}-クを返 します｡

書式 OUTPCFIL?/i,I,I,I:2,D,JJ.JL

ここで､

レジスタ ′ヾラメタ .Ja明

0_ /e 公称周波数

ト Z:1

2. ZTt

3. D 最大値からの蒙 (POLETとrqじ)

4. fJ

与. fL

天LJ価 Loss,Loss.,BW,JmL,Q.AIL.JIJ.dJ,.-ALL,A/EcJ'Z,A/...lJL,Pass,Re)eel,StIPTtOt･S.
PoLe.I,Pole.I,..I.Pole.2,Pole.I,...=(計16)

レジスタ ′<ラメタ 悦明

0. Loss 挿入損失

I. Loss亡 定損失

2. BW

3. Ic.nL 中心周波数

4. Q Q

5. 4ん′l 波形解析 レyジの中点から左の力./I..オフ点Uel)までの周波並妻

6. dJr.9̂' 波形解析 レyジの中点から右の力./t.オフ点 (/C,)ま{.の周波故差

7. 4ん′Eg 波形解析 レンi;の中点から左のカット オフ点 (/cE2)までの周波数差

8. dI,,DhL2 波形解析 レン1,'の中点から右のカット オフ点 (/C,9)までの周波数楚

9. F>AJJ

lO. REjecL 阻止 レベル

ll. ∫叩nの▲β

12. P○Icz,

13. Pole.h,,.I

14. Pole.L

15_ PoLetl1,,.'
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図D･12.OUTPCFIL?

説明 ■押入折失､阻止レベル､スブリ丁ス.レベル､Pole,I,Pole.小,.I,Pole.2.Pole.(.m空は
ロUTPFILT?と同じ値です.

+定損失は､引数/C上の値です｡

■=JdBバンド幅は､冠損失から=Ldl3ダウンの左右のカyトオフ点(/cJJc,)間の同波数幅

です｡

■中心周波数は､/cI,/C,の中間点ですo

lQは､以下の式IC計井されます｡

L,-､需 -̀'

lLIJI.JI,A/,.ĝtは･/cI,/打と､引数/Cとの周波数蒙です｡

■ 4如 拙 A/,,ghLeは､走抗矢からZ,gdBダウyの左右のカッけ 7点 (/cle,/C,ど)と､引数ICと
の周波数差です｡

T通過帯域リyブ ･̂は､/CL,/C,間の最大ピークと最小負ピークの碧です.

吉己 ■ELdBカットオフ点が2点見つからない場合は､すべてのパラノ-クに対しOを出力します｡

■lCdBカットオフ点が2点見つからない脇合は,dfLefLB.A/,I.1tLは0忙なります｡

■POLE?の対史ピークが見つからない抽合は､Pole.I.Pole.仙L,Pole.B,Pole.I,mCはDにな

ります｡

例 10ASSIGN4E51OOTO717
2OOUTPUT4E5100,'lCENS70MHz,10OkHz"
308tTrPUTQE5100,日SING?'r
40ENTERQE5100,Tap
508UTPUT¢E5100,■■ANAOCHl,ANARFULL.AⅣAODATA■■
600UTPUT QE5100.■■OUTPCFIL?70IIHZ.13,-10,-50,6998MH之,7002MHz"
70ENTER¢E5100,Loss,Lc,Bv.Fc.q,Dfl,Dfr,Df12,Dfr2,Pass,Rc]ecl:,
Supr10uS,Po181.FYI.Po182,Fp2
80PRINT"Loss.1',LoBB."[dB]ConBtLoss:‖;Lc,"[dB〕■■
90PAINT"BW''.Bv.‖[Hz]Fc",Fc,'1[H2:].●
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100PRINT■■q･■■;Q.■■DFl川,Dfl;■■[Hz]DFr,日.Dfr;■■[Hz]‖
110PRINT"Df12".Df12,"[H之〕Dfr2日,Dfr2.■●[HZ:]Pass■■.Pa59.日[dB]‖

120PRINT■■RQ]8Ct■■.R8]QCt..''[dB]Supr10uS".supr10tlS."[dB]'-

130PRINT■■PolQ(left)".Po181.日[dB]日.FYI.lI[H之]'1

140PRINT■■Po18(right)●■.Pole2.''[dB]".Fp2."[批]"
150EI†D
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OUTPCF27

タiFスタ ,̂.フイ ･̂タを公称周波数で解析 し,I(フ}-クを返します｡OUTPCFIL?i.求まるノ･ヲメタに
加えて､定損失からXtdBダウンの左右のカッけ フ点と､公称F3波数 (/C)との周波数善 (△fldLn,
△Tr,BhLn)を､長大20価ま{･求わます｡(Queryのみ)

書式 OtTrPCFIL?JE,D./I,/t,ZL,Z2. .I.

ここで､

レジスタ バラメタ 牧明

0. /C 公称周波数

1 〟

2. /I

3. /T
4. TL
5. JrT

戻り価 Loss,Lossc,BW,Jc,.1,a,Pass.Re)eel.StLPrlOtLS,Pole.=J,Pole.lmL,PoLe=Z,
PoLe.1.,nL.A/(.J日,A/..9AH,A/EFJW.dI..,A'L, ･,LVEeJ.A.dI,.,A..(計2n+ll)
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レジスタ バラメタ 説明

0. Loss 挿入損失

1. Loss,= 定現欠

2, β〝

3. ん ..,A 中心l司波数

4ー 0 Q

5. PEZSS

6. RejecL 阻止レベル

7. StLP71JolIS

8. PotL,.1

9. Pole.hnL

10. Polc=B

ll. Pole,tlnB

12. A/I.Jc 波形解析レンジの中点から左のカット オフ点 (FBI)までの周波放置

13_ df,ighL 波形解析レンジの中点から右のカット.ナフ虐 (/i,)までの周波数妻

14. A/I.JJB 波形ポ析 レi'ジの中点から左のカ./ト オフ点 (/C'2)までの周波水着

15. A/,.9̂C2 波形解析レンジの中点から右のカット オフ点 (/C,2)までの周波敷き

2m+10. A/Ie/E.. 波形解析レンジの中点から左のカット オフ点 (/EL)までの周波せ骨

呪明 ■挿入損失､定折失､エLdl)バy ド仰､中心周波臥 Q,通過帯城 リノプル値､阻止レペ ･̂､ス
7'yTス.レペ ,̂､PoLe=),Pole,Iml,Pole.2,Pole,..mか dJLcjll.A/,.ghLJはOUTPCFILT7
と同じ値です｡

IA/Ic/1¶.A/,,glh は､定刑共から恥dBダウンの左右のカットオフ点と､引数/CとのIZは 数
蓮ですO

記 ■rldBカッ7.オフ点が2点見つからない塩合は､すべてのパラノ-タに対し0を出力します｡

I'方ndBカットオフ点が2点見つからない崩合は､dJL.fh A/,.9山 はOI⊂なりますe

IPOLE?の対象ピークが見つからない盤合は､Pole.),Pole.,.m,,PolerZ.Pole,,,m2は0に
なります｡

例

10ASSIG7tq)E5100Tロ717

20DUTPUT(DESIOO,■■CENS70IIHz,100kH2:■■
30OUTPUT(bE5100,■■SING7日

40ENTERQE5100,Tmp
5001JTPUT¢ES100,'■ANAOCJll,ANARFULL,ANAODATA"

600UTPtTr¢E5100.日OUTPCF2770MHz,150,699871Hz.7002MHz,-3.Ilo.-20･･

70ENTER¢ES100.LoSS.Lc,Bv.Fc.ロ,Pa88.Reject,Supr10uB.Polel.Fpl,Po182,Fp2,
Dfl,Dfr,Df12.Dfr2.Df13,Dfr3
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80PRINT‖LoBBH.Loss,■■【dB]ConBtLoz38'●.Lc.■'ldB]‖
90PRINT■■BV:";Bv.'-lNz】FcH.Fc.I-lHzi]■'

100PRINT"q■■,q,"DFlH,Df1.日[HZ]DFr";Dfr.''〔比Z〕‖
110PR川T■■Df12.■..Df12."lHz]Dfr2■■.Dfr2.■l【Hヱ]"

110PRI7JT.1Df13".Df13,日[HZ〕Dfr3■..Dfr3;■llHz〕 Pa88 -I;PaBJ;.''〔dB]‖
120PAINT''Roject.I,ReJBCt;■■【dB]Supr10u且●●.SuprlOuZS,‖【dB】 ■■
130PRINT''Pole(left)",Polel;■-【dB]日.Fpl.■■【Nz】''
140PRINT''Po18(right)･一㌧po1132.llldB]'';Fp2."lHz]"
150END
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OUTPRESO?

レ/ネ-タの解析をfj=い､バヲメークを返します｡(Queryのみ)

書式 OUTPRESD9

戻り値 Z,,/,,ZAJ.(計4)
ここで､

レジスタ バラメタ 硯明

O. Z.-

1. I., 共振周政教

2. Z.

3. /G 反共横周波赦

o● A和ACh,I■I

R一見tZ一,ーr)

固 D･13.OUTPRESOつ

説明 ■ OUTPRESO?が実行されると.以下のことが実行され値が戻 ります｡

1解析レンジの左から､位相Ooの点をサーチします｡

2 最初に見つかった点を共振点とし､共振インピー ダンスZ,と共振周波数/,を返しま+.

3次に見つかった点の反共瀕点とし､反共瀕インt:A-ダンスZAと反共授周波数 /.を返し
ます｡

妃 Ill波形耶析レンジ内に位相 Ooの点が3恵以上ある投合でも､OUTPRESO?は最初の2点を返し

ます｡

■位相Oo点が 1つしか無い畿合は､その点を共襟点とし､Z.JIAは0を返します｡

d位相Oo点が触vl港合は､すべてのノiラメークに対し0を返します｡

例 10ASSIGN4E51OOTO717

200UTPUT¢E5100,日AⅣAZIDDEZTRAN.FHTHAGZP,SCAY1"

300UTPUT匂E5100,日CENS70MHz,10Oknz‖

400UTPUT (bESIOO."SING?'■

50ENTER¢E5100.Tt⊃p
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60OUTPUT●E5100.■.ANAOCtll,ANARFULL.ANADDATA‖
70OUTPUT●E5100,日OUTPRESO?■■

80EⅣTERQE5100.Zr,Fr.Za.Fa
90PRINT HR89Onant",Zr.‖【ohd .■1.Fr.‖【H2:]…
looPRINTHAntl-Resonantr'.Za."[ohm],1'.Fa.''lHZ;】"
110EⅣD

l
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OUTPRESR?

レ/オータの解析を行い､バ?メークを返します｡(QueEyのみ)

書式 OUTPRESR7
ZEリ価 Z,,I,,Z../.,RpLL,RpLL,RpLJ(計7)

ここ{'､

レジスタ パラメタ 耽明

0_ I,
1. /, 共ゼ周波鼓

2. I.

3. J.. 反共壱周波鼓

4. llp/J

5. RJ)Lz

6_ RpIJ

P]0114.OUTPFtESR?

税明 ■OUTPRESR?が実行されると､以下のことが実行され値が戻 ります｡

l解析 レy17の左から､位相 Ooの点をサ-チします｡

2 最初に見つかった点を井眼点とし､共襟イソt'-〆yスZ,と英世周波数人を返します.

3次に見つかった点の反共坂点とし､反共世インt:I-VyスZ.と反井瀕周波数 /.を返し
ます｡

4 波形解析レン-/'の左端 と共振点の間で､ ピークと左脚に折接する負t:I-クの蓋の最大値

IIpIJをiELます｡

5 井兼点と反共黄点の間で, ピークと右AIに弊妓する負 ピークの垂の最大値RpLLを返し
ます｡

6反共振点と波形解析レンジの右端との同{･､tL タと左側M:防捷するnt'-タの差の長大
位 IIpLJを返します｡
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妃 ■波形解析レy/'内に位相Ooの点が3点以上ある拍合でも､OUTPRESR?は最初の2点を返し
ます｡

I位相 Oo点が 1つしか細い場合は､その点を共振点とし､Za,/Aは0を返します｡

J位相Oo点が細い盤台は､すべてのバラ}一夕に対し0を返します｡

◎E5100TO717

0E5100,"ANAMODEZTRAN.FMTHAGZP,SCATI'-

OE5100.日CENS70MHz,100kFz■■

OE5100.■■SIⅣG7日
中E5100.Tmp
QE5100,■'AⅣAOCI11,AⅣARFULL,ANAODATA-I

OE5100;''OUTPRESR?"

OE5100,Zr.Fr.Za.Fa,Rl.R2,R3
■■Resonant".Zr,"[oh皿】.'',Fr.■'lHz】■■

■'Ant1-RQSOnant -■.Za.l■[ohJn],".Fa,‖【Hzコ■■
"Ripplei.'r.Rl,''ldB]'-

''RIPPleM･‖iR2;‖[dB]■■

'lRIPPloa.■■,R3;''[dB] "
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OUTPRESF?

レ′井-タの解析を行へ パラメータを返しますo(Queryのみ)

書式 OUTPRESF?zJ,I,B

ここで､

最大ピーク値からのダウy桶

最小負t:'-タ値からの7yブ帽

戻り値 /"/pJ.I./.R,/pl,JpE(計6)
ここで､

レジスタ バラメタ 耽明

0. I.

1. /,

2. ん の点の周波数

3. (.2 の点の周波数

4. h J の周波数

5. hB の周波数

図 D･15.OUTPRESF?

説明 ■OUTPRESF?が英行されると､以下のことが実行され値が戻ります.

ユ 波形解析レンジ内のビ-クの最大値をサーチします.

数をそれぞれ/.I,/.之とします｡

3/.Iと/.2の2点の中間点を/,としま九
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4 最小負ピークから両側-和上の2点をサーチし､最初に見つかった左右の点の周波穀を

それぞれ/pL,/,Lとします｡

5I,LとI,Lの2点の中間点をJ,とします｡

妃 I放当ナもど-タがlつも見つからない曲合は､ナペてのノミ?}-タ-0を返します｡

d長大ピークが見つからない盤台は,/.,I.I,I.Eに0を返します｡

･最小か :'-タが見つからない盤台は､/,./,I,/,Zに0を返しますo

4引赦TINlは負の値,I:Lには正の値を併用します｡

例 10ASSIGNQE5100TO717

20OUTPUTQE5100,JIA打AHODEGAIⅣP.FrTLDGM'1
300tTrPUTOE5100."CENS6006IIH之.20kHz"
40OUTPUTOESIOO.llsIⅣG?■■

50ENTERCE5100.Tmp
600UTPtTT4ESIOO."ANAOCHl;▲FARFUt.i.AN▲ODAT▲■■
700trTPtTr●ES100.r'otTrPRESF7-3dB.3dB"
80E∬TEROE5100;Fs.Fp,F81,Fs2,fpl.Fp2
90PRINT ■■SerleS-Resonantrl.F8.日DIz]1'

100PRIVT'lPararel-Resonant rl.Fp.''lHZ:]‖
110EMD
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OUTPCERR?

･tヲミック軽肋子のパラノ一夕を返します｡(QueTyのみ)

書式 OUTPCERRT

ZEリ価 Z,,/,.Z.,/.,RpLl.RpLE.RpLJ(計7)
ここで､

レジスタ バラメタ 税明

0_ Z,

】 I, 井瀬周波数

2. Zn
3. /. 反共按周波赦

4. RplJ

5. 和∫t

6. RpL3

固 D･16.OUTPCERFt?

耽明 .･OUTPCERR,が送られると､HPE5100A/Bは以下のことを実行します｡

1群析 レソジ内の負 ピークの最小値七井穎点とし､共せインピーダンスZ,と共世周波数/,
セ返します｡

2 解析レン/'内のど-クの長大値を反共煮点とL,反共せイyピーダソスZ.と反井世周波
数/.を返します｡

3 波形解析レyy'の左葛と共せ点の間で､ビ-タと左側に折接する負t='-クの妻の長大値

RpELを返します.
4･共瀕点と反共ゼ点の間で､t'-タと右AIにP雌 する負t='-タの善の長大値RpIEt返し
ます｡

5 反共ゼ点と波形解析レンジの右端 との間で､t='-クと左剛に防嬢するnt='-タの善の最大

値RpLJを返しますo
E己
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LOUTPCERR?が リップ ･̂を見つけられなvL場合は､0を返します｡
10ASSIGN
200UTPUT
200UTPUT
300mPUT
40EⅣTER
500UTPIJT
6OOUTPUT
70ENTER
80PRIⅣT
90PRINT
100PRINT
110PRINT
120PRIⅣT
130END

¢E5100TO717
¢E5100.日ANA140DEZTRAN,FHTMAGZP.SCATl■一
〇E5100."CENS6002ZqHz,20kHZ■■
QE5100,■■SIⅣG?■'
¢E5100;Tmp
QE5100,"ANADCHl,AⅣARFULL,AⅣAODATA■'
QE5100,■10UTPCERR?‖
匂E5100,Zr.Fr.Za,Fa,Rl,R2,R3
■■ResoTlant",Zr."【ohm],".Fr,一一[Hz]'I
'IAntl-RBSOnant".Za,‖[ohn〕.1■,Fa.‖[H之]‖
'■RIPPlQL'',Rl,‖[dB]'l
"RIPPleM".R2,"[dB]rl
■'RIPPleA.".R3,"[dB]r■

インスッウノしメントBASIC用

10ASSIGⅣQE5100,TD800
200UTPUT
3OOUTPUT
40EXECUTE
50EXECUTE
60EXECUTE
70EXECUTE
80EXECUTE

¢E5100."ANAMODEZTRAN;FMTMAGZ,SCAT1"
OE5100.''CENS''.6002E+7.20000
TISIⅣG?ll
1IANAOCHIH
HANARFULLII
HAIIADDATAII
llDUTPCERR?II

90PRINT■■Rosonant";READIO(8,0),■■[oh皿],■■,READID(8,1),■■[H2･]■■
looPRINTHAntl-R朋Onant■'.READIO(8.2).■■〔ohm〕.I-,REAI)Ⅰロ(8,3),■■[HZ]■■
lュoPRINT''RIPP18i".READIO(8,4)."〔dB]■■
12OPRINT"RIPP18M-1,READID(8.5)."[dB]"
130PRINT‖RIPPllaR･'';READID(8,6),●●[dB]-1
140END
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EOUCPARA7

クリスタル摂動子の6束子等価回路の/(ヲメークを出力しますo(QueTyのみ)

書式 EqUCPARA7

戻 り値 Co,CL,LJ,RL.Go,Ro(計6)

ここで､

レジスタ バラメタ 税明

0. CO 並列容量

1 CL モーシヨナ -̂季長

2. LI

3. RJ モーシヨナル抵抗

4. Go

Go

C○ R○

固D･17.クリスタノし振動子の6*子等価回路

耽明 rEQUCPARA?が送られると､HPE5100A/8は以下のことを実行します｡

1 7'ドミタンス特性円線図を描きます｡

2 コンダクタンスの&･大値をもとわ､G.,.4.としまナ

3 コンダクタンスが最大値の半分になる円上の2点を､/J､/Bとします｡(た7t'し､/1<Je)
4 式､/.=J7W から,/.を求めます4

5/,忙おけるサセブタyスをBJ.とします｡

6 式､LJ,=2×汀×/,から､U,をもとめます

7 並列共野点の近 くで位相が 00になる点の周波数を/Aとし､その点のコングククンスを
G4とします｡

8 式､uA=2×汀×/Aから､uAを求めます｡

9tE列共頂点の近 くで位相がOoになる点の周波数を/,としま+.
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10 以上で求わたバフメータから､以下の式tつかって各項目を井出します｡

Q.-方㌔ cD,=旦土 生2LJJ

L･-蓋 R ,-諾 ニ

C･-慧 R｡-定 一RI

co- 箸 G0-GB- 1.RRL.U諾 4g:C.･
･-EqUCPARA'一･は､故相oOのJaがJ全書o中に書iEしないとfrL そのJAt7tPlして凍めtす.

■ コyダクタンスのjRl定データのt=--クのなかで,長大位(血.nJ.)と最小値(ん,W)間の河走
ポイyト政が 10点未読のiB合､EqUCPARATは指定した7〆ィyト赦i･蜂ってT TIミタンス円

の近似を行います｡円は患低 3ポイントあれば近似できるので､群析時間の短縮のために､

任意のポイント数をEqU71コマyドにより指定ナることができます｡

IEqUCPARA?が円近似を失敗したtB合は､すべてのバフノータに0が返 ります｡

J解析する7hlイソトが2点しか無い半合は､EqUCPARlTは4兼子等価回路のJtラメ-タを返し

ます｡ この串合,EqUCPARA?はGoとRoについてはOt返しtす｡

+解析するポイントが 1点しか無い&合は､EqUCPARA?はすべてのバ?メータについて0を返

します｡

EqUM t畑LtJe EqUCPARA?とEqUCPARS?が円近似を行う時に併用するJt'ィyト並を指定します.
EqUCPARA'(またはEqUCPARS')は､5暇 ポイyトを措定した薮まで就らして､円近似

を行います.EQU71が測定ポイント数より大きい船台は､EqUCPARA?仕すべてのポイy

トを使用 して円近似を行います.初期設定舷は8です｡
tlaLtLe 2-1601

妃 ■ このコマyrTは､インスッウルメy トBASICのEXECUTEコ･,qソド{･実行可能です｡

例 10ASSIGN

200UTPIJT

200UTPl∫r

300UTPIJT

50ENTER

600UTPUT

70DtmUT
80ENTER

90PRIⅣT

OE5100TO717

0E5100,"AⅣAMODEZTRAN,FMTMAGZP.SCAT Ill

OE5100."GENS6006MHz,20kn2:H
OESIOO.‖sING7■■

OE5100.Tmp

OESlOO.HAI一AOCHl.ANARFULL.ANAODATAl1

4ES100,1'EqUCPARA?"

匂E5100.CO,C1,Ll.Rl,GO,RO
HCO 一■,CO,"Cl.■■;Cl

looPRINT HLlr日.Llil'Rl.日.Rl

110PRINT -'GO '',GO,"ROl',RO
120EⅣD
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EOUCPARA57

クリスタル1反動子の6葉子等価回路の/､ヲ}-クを出力しますoEqUCPARAと同じ等価回路で解析します
が､GOを表示しません｡解析範gEZに共振周波数 (F,)を含んでいない虚合､EQUCPARAは､WARNING
を表示しますが､EqUCPARASは､表示しません.(Queryのみ)

書式 EqUCPARAS?

戻り値 Co,CJ,LL,Rl,Ro(計5)

ここで､

レジスタ バラメタ 説明

0. Co 曲列客先

1. C∫ 辛 -シヨナル容畳

2. L,

3. R1
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EOUCPARS7

クリスタル振動子の6米子等価回路のパラメータを出力します｡(Queryのみ)

書式 EqUCPARS?

戻LJ偶 Co,C1.Ll.R,,/.,/A,/,./l◆J{,Co,Ro(計11)
+/L</2

各/くヲメーク忙ついての詳細は､ ｢EQUCPARA7｣を参照してくださいO

吉己 p このコマンドは､インスッウルメソト13ASICのEXECUTEコマンドで契行可能です｡
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EQUCO?tJdue

指定周波数での､等価回路ノ､ラメークCo(並列客車)を返します｡(Queryのみ)

書式 EqUCO?value
ここで､

戻り値 cc

ここで､

説明 ■Coは､以下の式を使って釆わられます.

C｡=些
JJ

ここで､

B. J.上の点の虚数帝

LJ. 27T/,
/, コマンドの引穀で与えられた周波数

■インビ-ダyス変換が選択されているtB合は､Coは以下の式を使って求められます｡
-1

co=訂 ㌻正

妃 Ilインt'-ダyス変換が選択されているときに､B.が0忙なる船台は,EqUC07は0を返し
ます｡

b このコマyドは､インスツケ̂ ･メyトBASICのEXECUTEコマンドで菜fj･可能ですd

例 10ASSIGNQE5100TO717
200UTPUTQESIOO.'IANAJIDDEZTRAⅣ,FMTtlAGZP.SCATill
300UTPUTQE5100.'■CENS6006MH2',20kHZ"
400UTPUT匂E5100;'■SING?l'
5OENTERQE5100,Tmp
600UTPUT¢E5100,"ANAOCHl.AⅣARFULL,ANAODATAH
700UTPUTQE5100."EqUCO76006MHz"
8OENTEROE5100.CO
9OPRINT‖co●■,CO
IOOEND
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EQUCPARS47

タリスク ,̂横動子の4栄子等価回措バヲメ-タを返しま+O(Queryのみ)

書式 EqUCPARS49

戻り値 Co,CI.Ll,Ih.I"/A./,./I./2(計9)
ここ~亡､

レジスタ バラメタ 耽明

0. CD 並列容量

1. C∫ モ-シヨナル容を

2. Ll

3. RL 千-シヨナノレ抵抗

4. /. モーシヨナル (直列)共担周波数

5. /a 反共据周波数

6. I, 共やlBl波数

7_ IL

8. if コyダタタンスが叔大値の 1/2になる点のIq波数 (ただし,fJ<A)

図 D,18.クリスタノし振kb子の4*子等価回路

説明 JEqUCPARS47が送られると､本館は以下のことを実行して値を返します.

lT ドミタンス特性円繰回を描きます｡(図 D-19)

2 コンダクタyスが最大値の半分rCなる円上の2点を､/1,/CとしますQただし､/I</B
です｡

3 コンダクタンスの最大値をもとめ､Gm.=とし､その周波数を

/S=Jm
とします

4 並列共潔J窯の近 くで位相がOoになる点の周波数を/aとします｡
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5 改列井世点の近くでtB相がOoに なる点の周波数を/,とします｡
6 以上で求わたJlヲ}-タから､以下の式をつかって各項目を井tLiLます.

C;# cI R篭 : I

ただし､/.,/,が共に存在しない幾合は､以下の式で Coを東わます.

ここで､BJ.は G,,lA.点でのサセプタンス値ですB

ワセブタンIス 伽I■■̀■fL く" ,TjfsJf-

f2

凪 D･19.アドミタンス特性円挨図

例 10ASSIGNOE5100TO717
200UTPUTOE5100;"ANAHODEZTRAN,FMTMAGYP.SCATl■■
200UTPUTQE5100,"CENS6006M71Z,20kKz■■
300UTPtTTCE5100.r-SING?■■
40ENTERQE5100.Tap
500UTPtJTIESIOO;■1ANAOCJll,ANARFULL.ANADDATAl'
600UlrPtTrQE5100.■'EqUCPARS47"
70訓TEROESIOO;CO,Cl.Ll.R1
80PRINT"CO:l●,CO.HClr■,C1
90PRINT■lLl:日.Ll,HRl■■,Rl
lOOEND
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E
HP87510A対 HPE5100AHP-1Bコマンド対応表

COMMAND HP4751〇人 IIPE5100人

C̀LS V 可

■ESE 可 V

■ESR? 可 可

~ⅠDNT 町 ~町

'PCE) ¶ 可

●R5T 可 T7

●SRE 1ー 可

~STl㌍ 可 可

●TRG 1ー T)

●TST7 可 可

~ヽVA】 可 Tr

ADDRCONT TT 不可

ADDFtPIN 可 不可

ADDRPLOT 不可 不可

ADTOTRAC 不可 可

ANAMODE 不可 可

ANAOCH 可 可

ANAODATA T 可

ANAOMEMO 可 町 .

ANARANG 可 可

ANARANGP 不可 可

ANARFULL 可 可

AN̂ STIMP? 不可 可

ANAPOINST 不可 可

AR 可 不可

ASCE 不可 不~町

ATTⅠ 不可 可

ATTⅠAAUTO 不可 可

Am lBAUTO 不可 TT

ATTICAUTO 不可 可

ATTIFuUTO 不可 可

▲TTN 可 不可

ATTヽV 可 可

AUTO 可 可

HP87510A対 HPE5100A HP･lBコマンド対応表 E･1



COMMAN】) IIP一)7510̂ HPE5100̂

AVERFACT 不可 不可

AVERFIEST 不可 不可

BASL 不可 可

E)EE.PDONE TT 可

BEE.PFAIL 可 可

BEEPW▲RN' 可 可

8lNCLEL 不可 不可

BINEDO.TtTE: 不7r 不可

BJNESB 不可 不一町

81NL 不可 不1丁

BⅠNO 不一ー 不可

BIZ<0̂ 不可 不可

J}LNOE) 不1丁 不可

tl一対P 不可 不可

BINS 不可 不可

BlNS▲DD 不可 不可

BINSDEL 不V 不可

BLNSDONt 不可 不可

BrNSEDⅠ 不可 不可

BINSⅠZE ~町 可

EuNSLlt<E 不可 不可

E)lNU 不I甲 不~町

CO 可 不可

C1 Tr 不可

C2 可 千

CALCASSⅠ 可 不可

CALCOPY 不IT 可

CALー 可 Tr

CALⅠRA1 可 不可

C人LⅠRESP 可 不可

CALIS111 可 不可

CALK 可 可

CALKTMM 不可 不可

CALKN50 不一町 不可

GAL,E{N75 不可 不可

CALKUSED TT 不可

CALN 町 不可

CAL5 TT 不可

CENS 可 可

CENT 可 可

CHAP TT 可

CHAlFL̂NG 可 不可

CHAN 不可 可

CHANT 可 可

CHANつ 可 可
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COMMAND HP87510̂ HPE5100̂

CIN 可 V

CーVAL 不可 可

CLAD 可 不可

CLASSll 可 可

CLEL ~町 可

CLEM 可 可

CLEMNU3 不可 可

CLES 可 可

CONT 可 可

CON∨ 可 可

CONVlt)S 不可 不可

CONVMPl6 可 不可

CONVMP4 可 不可

CONVMP8 可 不可

CONVOFF tJ 不可

CONVYREF 可 不可

CONVYTRA 可 不可

CONVZREF 可 不可

CONVZTRA 可 不可

COPA 可 不可

COPT 可 不可

COPYRⅠGHT 不可 可

CO良R 可 可

CORRS? 不可 可

COUC 町̀ 可

GOUT 守 可

CRED 可 可

CURDT TT 可

CURMPOIN? 不可 7.

CWFFLEQ 可 可

DATAM 不可 可

DATAMN 不可 可

DATAM:】TER 可 不可

DATAMNONE 可 不可

DATAMTHRU 可 不可

DATl 不可 可

DAYMYEAR 可 可

DCBUS 可 不可

DEFS 可 不V

DELA 可 可

DELO 可 可

DELrt 可 刀

DELRFIXM 可 ~町

DESTOFF 可 不可
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COMMAND HPZ97510人 ttPE5100A

DFL/T 不可 不可

Dlが 可 可

DISA 可 可

DlSAALLB 可 不可

DJSAALu 可 可

D】S▲BASS 可 可

DⅠS▲HlHB 叩 可

DISBuST 不可 可

DⅠSFDOS 可 不可

DⅠSFLlF 不1丁 不1ー

DⅠSG 可 可

DⅠSLl 可 不~町

DⅠSL2 可 不可

DⅠ5LLIST T 不可

DJ5MCTSP 可 不可

DJSMMD 可 不可

DtSMJヾUM ¶ 不71

DLSMSTEP V 不~町

DISMSTSP 可 不可

DISMUL 可 不可

DJSP 刀 可

DISPDAT▲ 1J 不可

DISPDATM 可 不可

DⅠSPDDM 可 不可

DⅠSPDMM 可 不可

DⅠSPMEMO 可 不可

DⅠST 可 不可

DONE I. ~町

DOLrT 一l ~町

DSKEY 可 ~町

DUAC 可 可

EDTTBⅠNL, 不可 不可

EDⅠTDONE 可 可

EDⅠTLⅠML 可 不可

EDⅠTLⅠ51 ~町 可

EDTTLLSつ 可 可

EDITLtST 可 一町

ELFL) 可 可

ENKEY 可 可

EQUCOT ■ー 可

E UCPARAS 不~町 可

E.UCPAR_A? 可 TT

EqUCPARS4? 可 可

E.QUCPARST ¶ 可
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COMMAND IlP87510A ftPZl5100人

ERRH 可 不可

ESD? 可 可

ESNB -町 可

EXET 可 可

EXPP 1丁 不可

EXPZP 不可 可

EXTRLOCーく丁 可 可

EXTT 可 可

EXTTOFF 17 不可

EXTTON TT 不~町

EXTTPOⅠN 1丁 不可

FBUS ~町 不可

FmC 可 可

FIRLPNOR 17 不IT

FIRLPOPE 可 下町

FmR7 ~町 珂

FMT 可 可

FMTM ĈZDF 不可 可

FNDAUTO 可 不可

FNDMANU 可 不可

FNDVALU 可 不~町

FNVNARR 可 不可

FNVNORM 可 不可

FNVOPEN 可 不Tr

FNVWlDE 可 不可

FORM2 可 可

FORMS 可 可

FORM一t 可 可

FORMS TT 可

FREELⅠST 可 不可

FREO 下ー 不◆町

PULP 不1ー 不可

GRAE 不可 不可

GR人PCOL 千 可

GRAPFORM 不可 可

GRODAPER 可 可

HOLt) JFr 可

lFBW 可 可

)FBWAUTO 可 一町

ⅠFRCH? 可 不可

ⅠFlu t 可 不可

ⅠFRXlX8 1J 不可

lFJu6Jl Ⅴ 不IT

TFRX8Xl 可 不~町
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COMMAND ttP87510̂ ItPE5100A

lNID 町 ¶

lNP810 可 -町

ーNPT, 可 TE

可 71

ZNPLJCALK 可 不可

TNPUD 可 不可

lがPUD̂ T̂ 不可 7r

lNPUDATM 不可 ¶

可 不可

lNtPUDATM2 Tl 不可

ⅠNPUDATM3 可 不可

lNPUDATM4 可 不可

ⅠNPUDATTP 可 不可

lNTPUFORM ¶ 可

不可 可

TNPULOAA 可 可

ⅠE<PUMEMO 不Tr 可

tT 不Tr

JNPUOPEA 可 不可

ⅠNPUTu Vヽ 不可 ~町

TNPUR.FOFLd 不IT 17

TNPUfrrMEM 不可 1ー

tNPUSHOA 可 不可

th'PUTMEM 1J 不可

JEdPUTRAC TT 一丁

ⅠNPUTRACt∋ 町̀ 可

lOPOT 1丁 可

KEY V 不可

KⅠTD Ⅴ 不可

可 不可

町̀ 不可

LARK ¶ 不111

LABS Ⅴ 不可

LEFL 不可 不可

LEFU 不可 不可

UMCLEL 可 不可

UMD 可 不可

LーMEDONE 1ー 不可

LIML̂MPO 町 不可

LlMILP<E. TT 7T

L.lMĴ1̂OF TT 不可

LMlOPOLNt 可 不可

LIMlOSEND 可 不可

LーMISTⅠ() 可 不可
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COMMAND HPJ7510̂ 7tPE5100人

LLML ▼ー 不可

LTMM 一町 不可

LtMS ¶ 不可

UMSADD Tー 不可

LIMSDE,L T7 下1!

LⅠMSDON 一町 不可

しⅠ.llSEDt 17 不可

LーMU 一丁 下1ー

LllVFREQ 可 不可

LINM 可 不可

LrNMtFIP 可 不可

不可 不可

LⅠSDFBASE 可 TT

LISDOB̂ SE 17 可

uSFFuQ 可 可

LISSLISl 可 可

LISSLIS2 可 1丁

LISV 可 不V

L.MAX7 可 可

I..qAXS7 ¶ 可

LMJNT 71 ¶

LMJNTS7 TT ~町

l.OGFREQ 可 不可

l.OGM 7r 不可

I.OGMD 町 不可

LOGMP 可 不可

LOWuMJ 不可 可

MANTRⅠG V 不可

HARD 可 可

MARKBUCK 可 TT

MARlくCENT tI ¶

MARlくCONT 可 可

MARKCOUP 可 可

MARlくDlSC 可 q

MARKFAUV 1丁 不可

MARJ{FST] 1丁 可

MARKFVAL 可 可

MAFu(L TT 17

M ĴuMIT)D 可 不可

MARJ{ODATA 可 可

MARKOFF 可 町̀

MARJ<OMEMO 可 ¶

MARKPEAD 可 不可

MARKREF 可 可

MARJ{SPAN1 可 可
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COMMAND HP87510人 ttPE5100A

MAFLKSTAR 可 可

MARJ{STrM 可 不可

MARlくSTOP 可 可

MARJ{TIME 可 可

MARl{UNCO 町 可

MARKZEFLO 可 可

MARK(I-81 可 可

MAXD, 可 不可

不可 可

M▲XPOFrT? 不可 可

ME▲S 可 1ー

ME▲SIPTJ, 不可 77

MEASA 可 V

MElASJl 1ー V

ME▲STAT Ⅴ 可

MENUS 不可 可

MODⅠ) TT 不可

h10NDYEAR TT ▼

MOVADAFLY 不可 可

MULC 不可 可

NEGL TT ▼

NE.XP V 不可

NEXPーくT 可 可

NEXTNPーく? TTT 可

NPJSAtく 不可 可

不一町 可

不可 可

NUMC 不可 可

NUMG 可 不可

NUMLMAX? TT 可

NUMLMINT V 可

TT 不可

OFSD 可 不可

OFSL 可 不可

OFSZ TT 不可

OPEP TT 不可

OPTl? 可 不可

OSE 可 可

OSER? 可 可

OSNT 可 可

OSPT 可 可

OSR? Ⅴ 可

OUTIENVH 可 可

OUTIE.NVL 可 可

E･B HP87510A対 HFIE5100AHp-lBコマンド対応表



COMMAND HP87510A XPtl5100A

OUTlL 可 7'

OUT2ENVH 可 TT

OUT2ENVL 可 可

OUT2H 可 可

OUT2L 可 可

OUT8一〇 可 可

OUTAⅠ○ 可 可

OUTt〕Ⅰ0 TT 可

OUTCⅠ0 可 可

OUTDⅠ0 可 可

OUTEl0 可 可

OUTFJO 可 可

OUTGⅠ0 可 可

OUTHⅠ0 可 可

可 可

OUTPCALK7 可 不可

OUTPCERR7 可 可

OUTPCF2 不可 可

OUTPCFⅠL? 可 可

OUTPDATAT 不可 可

可 可

OUTPDATM 不可 可

OUTPDAT T PT 可 可

OUTPERRO? 71 ~町

OUTPFAIP? 可 不可

OUTPFJ}US? 町 不可

OUTPF】LTT 可 可

OUTPFORM7 可 可

可 可

可 可

T. 可

町 ~町

可 可

可 可

可 可

可 可

可 不可

OUTP1ノーMF? 可 不可

OUTPLIMLT -町 不可

OUTPuMM? 可 不可

OUTPMARtく? 可 可

OUTPMAX? 可 可

OUTPMEAN? 可 可

可 可

可 可

HP87510A対 HPE5100AllFI･rBコマンド対応表 E-9



COMMAND llPJTZL10̂ HPZ:さ100▲

OUTPME.MTP? 可 不可

OUTPMINJ, 可 可

OUTPMTNMAXT 可 可

OUTPA1STA? ¶ 一一

OUTPMW 可 可

OUTPMW ¶ 可

OUTPMヽV 可 可

OUTPPEA ~町 不可

OUTPRAW? 不可 可

OUTPRESF7 可 可

OUTPRES 可 TT

OUTPRES 可 可

~町 可

不可 Tr

可 可

不可 可

OUTPSTIM7 可 可

OUTPTBSS 可 不V

OUTPTⅠTL 可 可

OUTPTMEM? 可 不可

可 不可

OUTP'rRAC 可 TT

OUTPTRACJ∋ 可 可

OUTPXF2 不可 可

OUTPXFⅠLT 町 可

PARS 可 可

PARSMODE 不可 可

PAR5RANG 不V 可

PEADX 可 不可

PEADY ~町 不可

PEAlく? 町 可

PEAKLISTT 不IT 町

PEAーくSOFrr? 不可 可

PHAO ▼ TT

PHAS Tr TT

PICmC 不可 可

PLOALL 不Tr Iこ1丁

PLOC 不可 不可

PLODONtLY 不可 不可

PLOGJuT 不可 不可

PLOS 不IT 不可

PLOT 不1丁 不可

POTN ¶ 可

POLA 可 不可

POLE7 町 可

E･10 HFI87510A村 HPE5100AHP-IBコマンド対応表



COMMAND HPBT510̂ 1{PE51DOA

POLM 可 不可

POLMLⅠN 可 不可

POLMLOG 可 不可

POLMRl 1ー 不可

PORE ~町 不可

PORT▲ 可 不可

POFrrR 可 不可

Post 可 可

POヽVDAUTO 可 不可

POWDM N̂U 可 不可

POヽVDVALU 可 一F可

POヽVE 可 可

POヽVF 可 不可

FOWL ¶ 不可

POWOT 可 不可

POヽVS 可 可

POWU 不可 1T

PFuP 寸 不可

PRES 可 可

PAJNALL. 可 可

PJllFL 不可 Tl

PSOFT 不可 不可

PTABORT 不可 可

PTFOVHD 可 1丁

PTFR 可 可

PTFFLBヽV 可 不可

PTFRSR 可 可

PTPARA 不可 V

PTPMNUM 可 不可

PTRACK 可 LT

PTREPN 不可 町

PTRUPD 可 不Tr

PTSTAT TT 可

PTJrTIGLMT 可 可

PTTRGPHS T1 可

Pun(】 T 可

UAD 不可 不可

RAID 可 可

RAr]SOL 可 可

RAIRESP 可 可

REAL 可 不可

RECCOFF ▼ー 不可

RECCON 可 不可

RECD 可 可

HT}87510A対 HPE5100AHP･lBコマンド対応表 E-ll



COMMAND rrP87510̂ HPE5100A

REFV 可 Tl

RESAVD 可 可

RESC 可 不可

REED 可 不可

EIESPDONE 町 可

REST 可 可

RFOPNORM 可 不可

RFOPOPEN 可 不可

RーGL 不可 不可

RIGU 不可 不可

rtPLENV? 可 可

RPLHEⅠ? 可 可

RPLLHEtT 可 可

RPLMEAT 可 可

RPLMM 不可 可

RPLPP? 可 可

RPLPPS? TT サ

RPLRHEl? TT TI

RPLVAL7 可 可

SADD 可 可

SAVl 可 可

SAVC 可 不可

SAVCA 可 可

SAVDA 不可 可

SAVDALL Ⅴ 可

SAVDASC 可 可

SAVDDAT 刀 可

SAVDGRA 不可 不可

SAVDGFtAP 不可 可

SAVDMNU3 不可 可

SAVDST人 可 可

SAVEUSEK 可 不可

SAVFA 不可 可

SAVMA 不可 可

SAVRA 不可 可

SAVTA 可 可

SAVTMA 可 可

SCAC ~町 不可

SCAFDATA 可 可

SCAFMEMO 可 可

SCAL 可 T'

SCAPFULL 不可 不可

SCAPGL 不◆町 不可

SCAPGU 不可 不可

SCAU 可 不可

SCAY 不可 可
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COMMAND llP87510人 HPE5100A

SDEL 可 可

SDON 可 可

SEAL 可 可

SEALMAX 可 可

SEALMIN 可 可

SEAM 可 可

56人h1̂X 可 Ⅴ

SE▲MEAN 可 1ー

SE▲htⅠN T) 可

SE▲OFF 可 可

SE▲PPÊ K Ⅴ tー

SEAR 可 可

SEARSTOR 可 可

SÊ T̂ RG 可 TT

SEDⅠ 可 7T

SE巴T 可 可

SELD 7T 不可

SER‖? 可 不可

SET)PT 不可 可

SE.TCDATE, 可 町

SE.TCTIME 可 可

SETZ 可 可

SⅠNDTMEM 可 不可

SⅠN(コ 可 可

SⅠNSPE▲K 可 可

SHOO 可 可

5MOOAPER 一町 ¶

SOUCOFF V 不可

SOUCON T 不可

SPAN r 可

SPECRESl ~町 不町

SPECRESP 叩 不可

SPECSHA 可 不可

SPECSllⅠ) 可 不可

SPECSllC 一一 不可

SPLD 可 可

SRCHFR 不可 可

STAN 一町 不可

STAR TT ーr

ST▲5 可 可

STAヽV 不可 可

STDD ll 不可

STDT 可 不可

HFIEI7510A封 HPE5100AHP･lBコマンド対応表 E･13



COMMAND ーlP87510A HPE5100̂

STDTDELA 可 不可

STt)TLOAD 可 不可

STDTOPEN 可 不可

STDTSHOR 可 不可

STEP 不可 可

可 可

TT 可

可 T-

STOP 可 可

STPSIZE 可 可

STR 不可 可

SWET 可 可

SWETAUTO 可 可

SWPT 可 可

TA良L? 可 可

TARLRPT 可 不可

TARSUJ3LT 不可 可

TARSU白Ft? 不可 可

TARRY ･ニ 可

TERl 可 不可

TESC 可 不可

TEST 可 不可

T 可 可

TーMO 可 可

TーTL 可 可

TOTIME 可 可

TRABGE 不~町 可

TRABlJE 不可 ~町

TRAClく 可 可

TーlAFDATA 可 可

TR̂ FMEMO 可 可

TRAP 可 可

TRAR 可 可

TRIGMEAS 不可 可

TRIM 不可 可

UPPD 可 可

UPPELⅠMⅠ 不可 可

VELOFACT 可 不可

WlDSlN 可 不可

WlDSOUT 可 不可

WTDT ~町 可

WⅠDV ~町 ~町

WRⅠTl6 可 可
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HP87510A用プログラムからの変更

ここでは.HP87510A用に開発されたHP一柑 プロyフムをHPE5100A/D用に好き換えるための主な

要点についてまとめてV,ます｡托P87510AとHPE5100A/Bの汀p-Itlコマンドの互換性については.
付顛 Eに表でまとめてあります｡

ここ1:I.説明している変更点について,以下にまとめてあります. 辞しくは.本文中を参照してください.

トリガに関するコマンド

シングルトリガ(SRQ)

nP87510Aにシングル ･トリガを入力Lて 掃引終了を検出する鹿合､SRqを用いる必要がありました｡

77PE5100A/Bでは SING'を用vlることで.SRqを用いる必要はありません｡S工ⅣG?は HJガを入力し､

掃引稗7時KQucryを返します.以下にプpダブム例を示します.

OUTPUTOE5100,■■SING7■■

ENTERQE5100.TnpS

シンクノしトリガモード(SING)

HP87510Aで､トリガ･モー ドをyソグル･目 方に殻定するコマンドSINGは.IIPE5100A/73では使え

ません｡71PE5100A/Bで臥TRIMSINGを使用してくださレヽ

HFI87510A用プログラムからの変更 F･1
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校正測定に関するコマンド

校正測定終了の検出(■OPC?)

HP87510Aでは､校正滴定締丁の放出に◆OPC'i･用いる必要がありましたoHPE5100A/Bでは､校正
珊走実行のコマノT:をQucryコマンドで実行しますと.牧正測定を開始し､終了時にQueryを返します｡
Queryで､測定終了を故出する校正FJ定のコマyrは以下の通りです｡

ASTANC7 レスポンス校正 (またはlTERM校正)のレスポンスDI定
ARAIRESP? レスホンス&Tイソレーション校正のレスポンス甜定
IRAIISOL? レスホンス&Tイソレーン7'ン校正の7'イソレーンヲybtl走
ICLASSll(▲柑IC)i 1ポート3TERM校正のOPEN測定､SHORT測定､LOAD測定

使用例

OtTTPUT●E5100."sTANC7■■
ENTERQESIOO.TJZLP

校正儒教計3(終了の検出(◆OPC?)

HP87510Aでは,校正内定林丁の検出に●DPC't用いる必頭がありましたoltPE5100A/J)では,改正
終了のコマンドをQueryコマyドで実行しますと,校正旅姓の井出し､終了時にQueryを返します｡
Queryで､校正耗丁を故出する校正測定のコマンドは以下の通りです｡

IRESPDO71El レスポyス校正終了 (またはlTERM校正熊7)
■RAIDI レスポyス&丁イソレ-ゾヲン校正林T
BSAVl7 1が-ト3TERM校正終了

CHlとCH2のCALデータの共有

HP87510Aは､COUPLEDCHが ONで､かつ MEAS(79.-ト遵択)が CIllとCI12で同じ盤合､
CJIlでCALを行なうと,それが CH2にも有効H:なります.この浪合､自助的rcCORRCTIOhTON
になります｡

TIPE5100A/pは､上紀条件でも､C112には､CHlのCALデータは有効になりません.CH2でCHl
のCALデータを有効にするには､CALCOPYを実行します.

F･2HP87510A用プログラムからの変モ



データ転送に関するコマンド

バイナリ転送(FORM2,FORM3,FORM4)

HPE5100A/Dでは.外部コyトローチからデータを入力する般合には.ASCTl転送のみ可能です｡

tMeas/FormatJに関するコマンド

入力ポ- ト(AR,MEASA,MEASFt)

HP87510Aの入力ホ- トを改定するコ･tTンrAR,MEASA,MEASR臥 HPE5100A/Bでも使えます.良

だし､HP87510Aに旅vl入力ホ- トの設定は,MEASコマンドを用vlま+.(以下の表を参照してくだきvL.)

表 F･1.入力ポー トに関するコマンドの互換性

対応ナiIソフトキー HP87510A HPESIOOA

A/A
C/A8/▲
I/A
l/▲A'L
e'LA/8
▲/C
A/C
A/C

現在の入力ポー トを確認するrcは､対EAS?を用います｡

DUTPUTOE5100.●IMEAS?'l

ENTER¢E5100.Ports

KE▲SBk

KEISCk

rE▲S B▲

KE▲SCA

JtE▲SL▲

JtEIS18

■E▲S(;a

REISRB

nE▲S▲C

XE▲S且C

XE▲SRC

KE▲SRまたはJtEISR

KE▲SAtたrixEAS▲
■EASa

JtE▲SC

HP87510A用プE)グラムからの変吏 F=-3



測定 フ ォー マ ッ ト(LOGM,PHAS,DELA,LINM,EXPP,LOGMP,LOGMD,REAL,

lMA(;,POLAR)

HP87510Aのフ*-マ yトを設定するコマンドLOGM,PIiAS,DELA,LIm,LOGMP,LOGMD.REAI.,IMAG

は.rrPE5100A/Bで も使えま九 拡張位相教示EXPPは､HPF.5100̂ /Bでは､FMTEXPPを用います｡

櫨座棋フ*-マ yトPOLARは､tIPE5100A/Bでは併用できません.ただし,HP87510AK･撫vlフ*-

マットの設定は･FMTコマンドを用います.(以下の表を参照してください｡)

表 F･2.フォーマットに関するコマンドの互換性
対応ナろソフトキー ZtP87510A IlPE5100A

LDOhqtPE▲SE

LOON▲qlI)ELIY
LIJH▲○■PEllSE

LIfK▲G暮Dm Y

LLLLLIL▲Oll■LI

L【lOR▲O

LIT KIO

P耳ISE

DEL▲r

RE▲L

rhQ工∫▲7LY

EIP▲mJmPEISE

はIIf'E▲BSI

lYlIPE▲SET

LI

O･1
-こ【
lYI
P且ISEz

P且▲8Ey

FI～TLt柑ntたけLOGK

FIITLIIIHまたはLInl

FFT叩▲与tたはpEIS

FKTPコ▲SまたはPE▲S

rllTALLLItrllL▲L

FJtTITl▲Gまたは tX▲O

FTTEIPPtたrlEIPP

PDL▲l POL▲tたけFITPl】Ll

現iEのフォIl17トを催詑するには､FJqT?を用います｡

OUTPUTOE5100."FMT?l'

ENTER¢ESIOO,FormatS

F･4 HP87510A用プログラムからの変モ

FXTLIJXP

Fm LIlXD

FIITRTXIG

FrTEXPPのみ.EZPPは不可

F7TTTt▲CZP

F7rTn▲GYP

rlITtlIPLI

FIIT▲DXOD
FZITZl▲GZ

FrXT 】t▲GY

FPlT P且▲ヱ

FKTPJllY

FhTI上PR

rKTIDIIG

FTT▲E)1も

F7tT TnPZ

不可



イ ンピーダ ンス変換 (CONVZTRA,CONVZREF,CONVYTRA,CONVYREF)
インt='-ダyス測定をする場合､HP87510Aは･インt'-ダyス変換機能(COⅣV)を用いていまう㌔
HPE5100A/8は･互換性を保つためにCONVコマンドもサホートしてますが･測定モード(ANAMDDE)を
イyt:I-ダンスにして測定することを推奨します.

表 Fl3,インピ-ダンス変換とインピーダンス,JlL定のコマンド対応
インビーYン入lJL(TTP87510̂) インピーダンス測定モーr(HPE5100A)
CDIVZTR▲ lllMODEエTRlr
CDTVヱRBF ▲r▲TIODE之kEFl

cgTVYTR▲
COTVYIEF

▲l▲nODEZTRJLT.帆 K▲GY

▲r▲XODEZREFl.FTlTTtlGY

解 析機 能 に関 す る コマ ン ド

BINソー ト(EHNSLINE,BINS,BINOA,BINOB,EDITBINL)

TIPE5100A/Bは､BINソー ト機能をサ7h--トしてVltせん｡

リミッ ト ライ ン編集 (EDITLISl,EDITuS2)
HPE5100A/Bでの.リミットフィン蛸策のコマンド体系は.HP87510Aより間鴨化されているため､
互換性はありません.HPE5100A/Bで.リミットヲイソを限定する忙札UPELIMI,LOWELエMIコマンド
を用います｡

その他

KEYコマ ン ド

HPE5100A/Bは､KEYコマンドをサポートしていません.ONlくEYLABElJをttLしたvl般合rcは
BASLコマyドを依ってくh'きい｡

HP87510A用プログラムからの変更 F･5
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G
オプション022

概要

このオ7'/コソは､水晶共世子の兼題工程における金尽叢薄の制御を>こなうものです

製途工程での水晶世肋子の周波赦粥盤は､金属器牌で行われます｡水晶溝助子の共瀕周波軌は義弟が遜tT

rcつれて下が･?ていきます｡このオプションでは､図 G･1で示されるように､ある改定きれた周波赦 flで

位相をモニタし､測定位相が0以下 (業界には任意の位相値が設定できます｡)にな･?たら､Ⅰ/0ポートに
あらかじめ決わられた7･--タを出力します｡その後､次のPI定周波数f2に移 り洲定を続け､再び汲定され

た位相になったら､Ⅰ/0ポ- トに別のT--クを出力します｡ このt/07hL トの出力によって金属末席のJt
を制御することによって､金属兼潜を効率的かつ正価rc行うことができます｡ このように､あら周波数で

位相が改定位相になるまで持っているので, このオブ/ヨンの練能を待ち受け鎖hEと呼びます｡

位相◆90'0■-90. I.p～ .lp～＼

回G11.待ち生け+焦

オブシ3ン022 611



測定方法

待ち受け畿髄を使って､幕府工程の制御を行う岳合はブE'グヲムを使って測定します｡サンプルプログヲ

ムを付属のサンプルフログラム･ディスクに用意してV･ます｡ここでは､サンプ ,̂プログラムを使った測定

方法を税明します｡

待ち受け機巾巨のサyプルプログラムは､以下の条件で作られています｡

I17r型ネアトワーク治具を使用 します.

■特性イyビーダンスは､一般的な7T治具にあわせて1250に設定していせナ｡

このサンプル .プログラムでは､チャンネル lKおV･て､待ち受け様丹巨を掟った測冠を行い､振動子の共凄

周波数が応接待ち受け周波数になったら､その後チャンネ ル2{･周波数掃引測定を行へ 共振周波数を碓
!召します.

待ち受け測定では､画面右の測定点から待ち受けを開始します.そして､幕藩の進行にともなって振動子の

共振周波数が下がってV･きますので､それに伴って抑定周波数も画面の右から左に捗っていきます.これ

は,測定点での封rJ定位相が 00以下 (正価にはINPUTRACで改定した位相惜)になるまで待ち受け､00以下
にな.,たら,I/0ポー トに決められたデ-クを出力し,つぎの甜定点へ移って同様に待ち受けるからです｡

ここでもう少し具体的なプログラムの動作脱明をサンプルプログヲムの初期改定の投合について覗明しで

いきます｡サyブ ･̂.プログラムの初期改定については､ ｢サyブル ･プログヲム･リスり の1750fj:か
ら2060行で改定していますのでそちらをど瓦 くださいOこの初期設定でのチャンネル lの状娘を図 G12
に示します｡

CH1

トnー9.97琶'i"aH'Z' .SopoaonGa&j, 19■998979'"Hz'

l/0-の く - ●測定点測定点払11
1.読話品Li./諒L,ii.,ki .i

囲G･2.初期設定でのXb作説明

待ち畳け横能のtb作例

1 画面左端の周波数が最終待ち受け周波数K:なります｡(19979MHz)

2画i5i右端の周波数は待ち受け開始周波数になりますO(19998979MH7･=19979×(1+1000E-6))

G･2 *ブシ3>022



3 画両右端の周波数で位相測定を瞬けます｡

4摂動子の蕉弟が進み､位相が 0忙なったら､1/0ポー トに8を出力します｡

5測定点を右から2番目点に移し､すなわち測定周波数を変えて,任用を瓢走します.

6 この測定点では､I/07h'- I-の出力設定がされていないので､任用が0忙なっても､I/0ポー トの出
力データはそのまま変化しません｡

7右から3番目の測定点に移 り､同伴に待ち受け測定をRvlます｡

8 右から4番EEの洲定点では､位相が 0になったら､1/0 ポー トに4を出力します｡

9 以後同様に､最終待ち受け周波数になる迄､測定を続けます｡

注記 どの測定点でどのようなデータを1/0,トートにttlカするかは任意rc取定できます｡

一
以上のようにして､チャyネル llC･の待ち受け測定が終了すると､チ十ソネル2で通常の周波数掃引測定

を行vl､共横点を藤野します｡測定終了後に,共安周波数 と共横インピー ダ ンスを求め､画面下半分に表

示します.(図 G･3)

囲iEr上半分の汎定画面はチャンネ ･̂lとチャンネル2が正なった状頬で表示されていますので､4本の測

定波形が表示されます｡

C7Hl【】CH2RESORE50CONN

囲 G･3.測定結果表示

オブシaン022 G･3



測定に必要なパラメータ

このプログラムの実行に必要なJ(ヲノ-クを以下にまとめます｡

p待ち受け機能に必要 なバヲノ-タ (チャンネ ,̂1)

ロ最弟等待ち受け周波数

口待ち受け開始周波数 (最終待ち受け周波数からの比 (ppm)で入力)

□TFバンド幅

□測定点数

Ej各測定点で待ち受けする位相値､および､その位相値になったときに出力する7-- タo

I周波数掃引の限定J(ヲ}一夕 (チャyネル 2)

ロ 周波数縞引スJlソ

ロIFバ ン ド幅

□iRr定点敷

□待ち受け測定を終えてから周波数掃引測定を始めるまでの待ち時間

サンプル ･プログラム ･リスト

サyプルブログ?ム022のリス トの耽明をします｡このリストでは､正賓な部分のみを掲畷しています｡

490 1SSIGr■ESIOOTOt10050O CLEIR4E5100510
52O DJN且lZL(120)

530 DInDAtSl80〕,Lv事【20】,ETrSl50】,Llt_flAES(120)【5】
B40 1

650 0tJTPUT●ES100.1'PRES●1

560 0DSUElStttin6
670 Gt】SUBPoT-rJ ■tllP
580 605UBSdt_⊂hl

S90 (一口SUIIPl_C■1
600 CLE▲ASCkEET

610 GOSU8S+I_chLpLrt2
620 0UTPUT●E5100.■■COUCOFF"
630 GOStlBS●ttL7U)Onitcr
640 0OSU8S+t_ch2
650 60StlBPI●A■tLE4LJht

660 .

670 STOP

680 1

690 1

700 】
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810 1Lbr2ILα)0
820 hplzllB30 lop2LBI
B10 V▲it_ch●Ckl10CEISO Lm tX彬○ !170
880DdLllt_poytr890 Vz10
900LIIO
O10 ■m ■1920930 1
940LAtln■■ -950
900 ● LJt.PIL■
耶lO p--.I----------

(Flt)
loptorCZu

lopforCコ2

9JOD▲Tl''0.OT''."【W l''I I
" Z)ATA''O.OFr''

1000 D▲T▲''0.OFF''
1010 DITl…O.OFrMIO}OD▲Tl…0.07"ノー(伽:lOOOOOOOOO10■■P 2
103CDIT▲''0.OFF''
1010 DlTAMO.OrF''lOSODITl●●0.OI●◆.-1∝脚 X〉00100-̀ ●1
100ODIT▲●◆0.OFF'■
1070 D▲T▲…0.OPF''

1080 DITIpO.Ol''/l… 000010(対'l■A
Iou l

1100 I

111011120144●●●●●●●●●●●●◆●●◆●●●●●●●●●●●●●●
11}0I
114054ttLAt l
llBO l

1100 【=】SUID47■tLlt_●●t
llTO tEIIJTPUT IEB100.-loss16381,OS■T16384,JSは 128"
ISET IITEtLtJPTLcrl)▲T▲7R▲lSFERbJt■●●nr▲LDdSZTPC

脚

190

200

21｡

m

M

州

m

28｡

m
M

獅M
M

m

MM
脚

減

刑

M

桝
仰

…

仰

…
…

…

OtrTPVTIESIO).1'●CLS◆■
OUTPUT4E8100▲"DrB▲u
OtTTPVT
OLIYPUT
OtrTPUT

OtTTPUTlESIOO.''TR▲POFF"
E)lITPtlTJEBICC.''CEITl"
OtTTm lEBlくり."DUACOI"
01TTm4661cc.I-CDUCOJ"
DIJTPtrrJESl(泊."LITFl印"
lrPUT''hlLIztLILnqtl.ZI⊂I(m五)'■',F_ZLBL-LIF_れ○■iAtl暮FJtOlirLLl●1E◆C
zIPllr"▲dlt-I.･htSJ,LEI(pp.)'■●.SpLRJdJ

spLZLdl･5p･vL_dJ/1E◆6

SpLJtJdJzF_tollnt1●SpuJdj
St.rtf4FJO■h■l
StoptBF_TLdLih▲1◆Sp▲▲Jdl
rlPLrT'■Spu forFTEh●C1(PPJJ'….Sp山_ff
SpLJLJr]Sp･uJr/1E◆8
5pLZLJrlFJL-I-BLl'SpLAjT
ZJPUT"ZF8V■tCEl(b )▼日.エーもTI

zrpuT"IFBVJtCE2 (lZL)▼●■.Z爪■2
ZJm ■'JOPlorI.VIPCuTICJtt(:コ1,'●.JopI
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待ち受けに関係するHPIJBコマンド

BINSIZELJ<数値>

IM'UTRACBで出力するl/0ポー ト-の迎成したデータの甘政を改定Ltす｡

INPtTTRACBの2番目の取定パラノ-タの最大値を設定します｡(オブ/7ソ022のみ)

lNPUTRACLJ<数値 L>,<数値 2>,<数値 3>

ある滴定ポイyトでの待ち受けする位相値を与i､その位相盾に測定値が連したJi合にⅠ/0ポ- I-出力
すaかどうか改定しまナoI/0ポ- ト-出力するT--タは INPUTRACBで取定します｡(Queryなし､オブ

/ ヨン022のみ)

'<ク1-タのkーl

INPUTFIACBu<数値 1>.<数値2>,<数値3>

IWPUTRACコマy r:で取愛されたリミyト値にtt相の測定値が適 した解合にJ/0 ホ- トから出カナ引直を

取定します.T/0ポー トからは1つデータだけでなく､叔大6つの任意のT-1タを迎続して出力すること

が{.きます｡(Queryなし､オブ/ヲソ022のみ)

サンプル ･7't7グ?ムICは 1つの測定点に対 して lつのデ-クのみをtLiカナさよう例のみffっています.

上陀コマy rで改定きれたJB合,測定ポイyト5に1,いて測定位相が日額値に連したtB合､下妃に示すJ:

うなデータが Ⅰ/0 ホー トより出力されます｡

G･12 オブシiン022



OUTPTFtAC?∪く散価>

1 2 31010 0100 0000

▲ く--.>;

図6･4,チ-タ出力タイミングチャー ト

MEASIPT?U<数値>

オ7'ション022の待ち受け戦能がON(TRAPON)の時に,HEASIPTを実行すると､木器は､待ち受け状態
になり､INPtlTRACで設定した位相値の粂件に合･,た時点で測定括束を返します.(Queryのみ)

OUTPTFtAC?∪<数値>

バラメタで指定した測定点の待ち受けする位相値と､Ⅰ/0 ポートへの出力のON/OFFを返しますQ待ち
受けする位相値と､1/0ポー ト-の出力のON/OFFは,INPVTRACで設定します｡

(Queryのみ､オブソヨン022のみ)
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OUTPTRACB?∪<数値 1>,<数値2>

メ?メタで指定した測定点と1/07h'- ト{･出力するデータを返しますoI/0 ポー ト-出力するデータは､
I7dPUTRACD'{.改定します｡(Queryのみ､オブ シ,IO22のみ)

TIMOulONLOFFJOll)

待ち受け測定のタイムアウトを有効/無助の点訳をしまナB(オプション022のみ)

TOTIMEU<数値>

待ち受け測定のタイムTウトのリミット値をmsJA仕で改定します｡(オブソ,ン022のみ)



TRAF～lEMO

TftABGE

珊定位 (任用値)が改定された値上り大きくなった半合に､滞定点t次の点に捗るようrt条件を改定しま

す｡(オプション022のみ)

query⊂Jlf古¢暮

TRABLE

測定値 (位相値)が設定された値より小さくなった舶合に､測定点を次の点に移るように条件を設定しま

す｡(オプレ,yO22のみ)

qt)errL=封TもJ8事

TTIAFDATA

待ち受け戦能をデータ･トレースに対して行います｡(オブ･/･ソ022のみ)

TTIArmEMO

待ち受け息能をサブ･トレ-スに対して行います｡(オブyz.ン022のみ)
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TRAPUtOFFIONl011)

待ち受け汝能のON/OFFを切り替えます｡(オブ / ,ソ022のみ)

TRARLJ<数値 1>,<数値2>

待ち受け横tIE時の､部分網引のスタ- I.ポイントとエンド.ポイントを改定 します｡

スター ト ホイントとエソト ポイントが lからNumberofPoinl;で改定された稲田にないiB合は可能

な句EUで掃引を行います｡この横筋を併 うことで､あらかじや掃引の格を広くとっておいて､ この改定を
変えるh'けで用引qBElを変えることができtす｡絹引全体の改定を変だするJi合に比べて､全体の測定時

間を塩拍することができます.(オブソヲyO22のみ)

WRIT16

待ち受け磯舟E時に.I/0ホー トM:出力するデータのtlット帽を16ビットH:故宜します｡使用するポー トは
Fポー トです｡(オ7㌧ 包ソ022のみ)



WRIT24

WFllT24

待ち受けt&惟時に､I/0ポー トに出力するデータのビット博を24ビットに改定しまナB使用するポ- トは
H7r;- トです｡(オブ yヨソ022のみ)
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H
オプション023

概要

このオブ/コソはクリスタル硬動子の英世周波数 (Fr)および共瀕インピーダンス(CT)の T-ヲイブレベル
特性を芯速かつ高相皮に行うたわのオブ/ヨンです｡

このオ7'ン.EIyでは芯連な共襟特性PL定を実現するために,位fEI追従横付巨を採用していますO位相追従機

熊は､測定信号を定められた共襟の位相値 (-殻にはOo)になるように追従させ,その位相での周波数と
イyヒーダンスを求める機能です｡この機能の代表的な使用例であるドライプレベ ,̂特性測定{･は､ ドフ

イプレペ ,̂を掃引しながら､その都度､共ゼ周波教 と共ゼインビーダyス値だけを測定していきますの{･､
高速な汎定が可肯Eになります｡実軒Kは図 H･1のように横軸 ドブイプレベル､縦軸に共横周波教 と共援イ
ンヒータンスで結果を鼓示します｡共襟周波数は絶対値ではなく､最小レベルでの共振周波数または公称

共娠周波数を甚坤として､その値からの相対値で鼓示されます｡

lZトムf

lZl

Af

CW OOl

図 H･1.ドライブレペJL特性,則定

また､ ドライプレぺ ,̂を一定にしたまま,位相追従機能で瓢定することに上り､共振周波数 と共二転イソ

ビーダyスの鐘時特性も汎定することができます｡ この桂時特性汎定の応用測定として､野勤子周 りの規

実際の甜定では図 tI-2のように横軸に時間､縦軸に井庶周波数と英世インビ- ダンスで結果を表示 しま
す｡ ドライプレペ ,̂特性測定 と同位に､共裾周波数は梅村値ではなく､投定した共較周政教を基準として,

その他からの相対値で表示されます｡
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lZ1-Af▲

lZl

△f

t

t

位相追従 ドライブ ･レベル特性測定

位相退GEtB能を依って､ ドブイプレベ ,̂特性や蛙時特性測定 (温度特性測定)を行うdB合はブTlグラムを

使って測定しtす｡各サyブ -̂プログラムを付展のサンプ ･̂プログラム･ディスクに用意しています｡ こ こ

では､サyブルプE,グ?ムの沈九に沿って測定方法を脱明します.

位相追従を用vLた ドクイブ.レベル特性を測定するには､以下の改定rEしておく必撃があります｡かっこ内

に改定するtlPII13コマy rを示しています｡

1.位相追従測定用の基本投定

一比測定 (MEASAR)
･イソt=l-Tソス測定モー ド(ANAMODEZTRAN)
･J'ワ一郎 J(StlPTPOVE)
ILrス ト郁 lの*-ダベース衷示(LISDOBASE)
■Z-△F711マ ･'ト(FHTNAGZDF)

2.7r型ネットワーク治具用の設定

7T型ネタIワーク治具t用いて､J'ワ-の殻定をワット(W)で入力する溌合は､以下の改定とパラノタが
必要です｡

pZOの設定(SETZ)
･パワーの設定Bi位tW に設定(POVUtJATT)
･7T型ネ7トワーク治具任用を選択(PICIRCON)
･Cl値を入力(CIVAL)

H-2 オブシzlン023



このサンプル･プログラムでは､7T型ネyトワーク治具を使用して､ZO=125flに改定しています｡

3.ドライブ ･レベル特性測定用の設定

ドライブ.レベル特性を測定するためには､以下の改定が必要です｡

r ドライブ･レベ ,̂のテーブルを作成して･掃引テーブルとして入力しますo(INPUSTIM)

このサyフル･プログラムでは､ ドライブ･レべ ,̂はア77.スイープとダウン.スイープの両方を一度に

fj･うJ:うrcしていまの'(.､表示臆巣は.図 H-3に示すようになります｡

lZr0.0-Af▲ 】

【

】】

l

国H･3.測定結果表示例

注記 ドヲイブ･レベル特性測定のために較正をとる盤台は､以下の点を守ってください｡

ll校正測定を実行する肌に､Zo=125JlK投愛します｡

IISPAN=0で校正測定する解合は､CW=f,K殻浸します｡

■SPAN≠0の解合は､f,が鞍冠周波数簡園内に入るようにします｡
4パワー掃引で校正測定する舶合は､パワー揃引を選択後､スバy値､セyタ値に十分

大きな出力 (例えば､SPAN=OdBm､CENTER=OdJ3m)に散定して､拭料を測
定するCW値で校正測定な行vlます｡パワー掃引で小さいパワーから崩引して校正汎
定しますと､安定した枯尖が得られません.
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4.追従測定用バラメタの設定

位相追従測定を行うためには､以下のようなノ､フメタを設定する必要があります｡

･追従開始周波数(PTFR､LB位はHz)
IFri･サーチする範囲の指定 (PTFRSR,Bi位は711)
■位相のリミット値の役定 (PTTRGLMT､Bi位は皮)
一位相 少ミyト範囲を超えたときの測定中止/続行の選択(PTABDRT)

･共横点の位相の定轟(PTTRGPHS)
･各測定点で トラックする回数の指定 (PTREPⅣ)

5.共振点をサーチ

測定開始点の ドヲイプレベ ,̂､校正データを用いて､PTFRで役足した追従開始周波数を中心にPTFRSRで

設定した範囲{･,PTTRGPHS{･定穀した共振点をサーチしますo この点のF,,CI,追従,(ヲメタを求めま
チ.(SRCHFR')

6.追従測定

追従測定するためrc､以下の投定や畿髄を用V･ます｡

I追従測定の開始(PTRACX)
･基準周波数の吸定 (PTFR)
ISRCHFR'で求めたiE従バラ}タの改定(PTPARA)
･追従のステータスの碓詑(PTSTAT')

7.測定結果

このプログラムを実行すると以下の摘果が得られます｡

図 11-4は桔果表示画面を示していますO画面上半分には測定画面が､下半分忙は最小 ドブイプレベ)I;Cの

共凝周波数や､代表的なドライブレベル (【W】表示)での共振周波数と共振インヒータソスが表示され
ます.

測定画面の横軸 (ドヲイプレベ ,̂)の値はマーカの読みで表示されます｡測定波形において､データ･ト

レースでは共瀕イソビーダンス､サブ･71レースでは共頼周波数(△f)を示します｡

井世伺波数 (△L)衣示では､鼓示値P.iPTFRで改定された基準lZJ波数からの相対値で表示されていまチ.
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経時特性測定

軽時特性を耕定するPCは,ゼロス-ソ{.､倍号レベル一定{･位相追従測定をすることで､摘引時間から桂

時特性を邦ることがICきます｡マーカの時間表示モードを用いれば､時間を挟み放ることができます｡位

jEI追従汎定に必変な他の設定は､ ドライブレベル特性の珊定とrqじです｡

桂時特性を正確L=測る方法

非穀の洲定時間には､通常の掃引時間に､灘l定時に信号処理等で党やしているオーノ､--アドの時間が加

わります｡PTFOVHDコマyrで讃当なパラノタを設定することに上り､ このオー Jl'--γドの時間を頼正

してマーカ{･表示することが{･きます｡以下のサブ -̂-チソは､PTFOVJIDに設定するパラメタを.実良の

測定時間をPJって求めています｡

撞時特性測定用サブルーチン

770 】l■■■_tl- ■
7000trrPtrrJEBlOO."m CIE)I"
700E)VTPtrr4E5100."SⅥ;T▲UTQN
… Tl.Tp旺plTE

810 0tITm JEBIOO."StTC▼q

820 EITEl●EB103.hJq
8}O h+▲-I1-lTZ7tZD▲TE-TI

BIO tlUTPtJTfESl(め.■SYETt'1
8SO ElTEl●ESlOO.LAILtlMPJ
860 Pt_○▼hd'((ll.■I-Iu.I005)/TzACLzltL■~1-1_■■●●p_I)/)叩
870 DUTPLIT●ESlくり."PTfOYkD'1.Pt_"hJI
880 0UTPLIT●SSlOO.1'JuIXTITtEOr●l
b90 LmtJ

位相追従機能での注意点

位相追従がうまくいかない場合の原因と対策

位相追従がうまくvlかない鹿合の原因と対兼を示します.

■ ドフイブレベルの測定点政が少ないため､横取子のレスポンスが追いつかない｡

□対熊 測定点軌を多くする｡

□ ･各点で ト?Yクする回教を増やす｡(PTREpN)

ryil軒の共兼用改札が崩引範囲外Kある｡

ロ対策 弁板周波数を価放し,もう一皮3Lr定を行ってくk'きい｡

J綿引が連すぎて頚肋子が追いつかない｡

○対菜 フPy ト パネルより掃引時間を遵く改定し,もう一皮測定を行ってください｡

E3 各点で トフッタする回数を増や+.(PTREPN)

II掃引のjB中でひげがでる.

ロ対諏 Tアテネータの切替時間を遵く設定し､もう一皮測定を行ってくh'さい｡

D音初に井戸点F,をサーチできない｡

E3対熊 ･SRCHFR?のサーチモードの設定を3またはLIにする｡PTFRSRの設定値を大きくする.
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以上のような原因が考えられますが､冶柴蜜示を"Z一位相''衷示忙し､どの点でリミット値を越えて追従で
きなくなったのか価放して,原因を究明してください｡

位相追従機能での制l艮

位相追従故能がオン (PTRAClくON)のJi合には以下の点で制限があります｡

■SWEEPTTMEで指定した時間と美奈のスイ-7時間は泉なります.

オプション023特有のコマンド･リファレンス

FMTUMAGZDF

位相追従tt能の表示形式をZ-△F表示にします｡(オブンyI023のみ)

- l a-･ESl00･･･M DF･･

PTABORTu(ONIOFFl
iE従に中に位相リミグト俵を超えた浪合に､測定を中析するか､最後まで沌定を庶けるかを題訳します｡

(オブ･/.ン023のみ)

PTfOVHDU<数値>

温度評価鵬 (換時測定)のl蕪の､時間軸の表示を行うためrE必要なJiヲ}一夕を入力します｡人力のし

かたは r脚 蛙を正価M:測る方法｣をEI曳くださvlo(オブypyO23のみ)

Jq.I -E'こ .lTlI
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PTRACIくUtOFFl0N)

PTFRU<数値>

追従開始周波数を入力 します｡(オプション023のみ)

PTFRSRUく数値>

Frを Searchする稲田を荷定 (flz)(オブ /,ン023のみ)

PTPARAU<数値>

追従Jiフメークを改定 します｡追従J'ヲメタは.SRCHFR'を用いて測定結果から求めます.(オブ/ヨン

023のみ)

PTRACKLJ(OFFION)

位相追従鮒 巨のON/OFFを切り替えます｡(オブノヨyO23のみ)
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pTREPNu<数値>

各点で TrackするE)赦t指定する.(オブ./ヲン023のみ)

PTSTAT?

位相iE従測定が正Trに行われたかどうかを返しt+.(Queryのみ､オブ/ヨン023のみ)

PTTFIGLMTu<数値>

位相追従測定で用いる､位相のリミット値を定溌します｡(オブノヲyO23のみ)

H112 オブシiン023



SRCHFR?∪(112I314),くk佃>

PTTFIGFIHSu<数値>

位相追従eEF定で用い古井安息の位相を支社Ltす｡(オ7'/,IO23のみ)

SRCHFFl?ull121314),<数値>

共襟周波数Frをサーチします.(Queryのみ､オブ/,ン023のみ)

J<クメータのtR書ー 卜 廿2:書jI3:+一:故事ー

queryにボナも¢暮

任用切
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部分掃引

部分網引とは､画面の一部のみで網引を行う機能です.スティミュラスの変更無し忙網引をやり直せるの

で､ステイミ17スを変更するような測定におV.て､測定の高速化が奨現できます.

部分掃引に関係するコマンド

群しくは.コマンドリフTレンスを参照してください｡

pARSHODE *分掃引のON/OFFを切り替える｡

PARSRANG 部分掃引の範囲を測定点で設定する｡

ANAPSTIM? 周波数値を測定点の番号rc変換する｡

サンプノしプログラム

部分掃引の簡Biなプログラム例を挙げます｡

OTO800

;Dt】皿my
160 l

;Start_p

;Stop_p
210

!部分什引DN

固l･1.サンプルプElグラム :部分柵引

部分柵引 l-1



J
ファームウェア ･バージョン3から加わった機能

拡張インスッウJL,メントBASIC機能

HPE5100A/Bは従来のOUTPUTステー り ントを依ったインスッウルノントBASICに比べて､デ-♂
配列の転送など､大宜のデータ転送の処理速度を向上した拡張インスッウ̂ JメソトBASTC磯舟Eを持って
います｡また､この機能を利用すればブログヲムの表書己を短 くすることができます.

注記 I高速化できるのはHP-IBコマンドの処理速度だけで､測定速度には影苧ありませんO

) `禁 忌妄言:孟蒜;:三デモslc, 警 BB慧S',ck孟;E言孟崇 禁 三 言 :て三讐 ヲ
ト文扱いになり､HP-IBコマyドは実行きれません｡

HP-IBコマンドの表記方法

基本的なHP-1Bコマンドの表記

ここでは例としてrLP-lB コマンドのAUTOを例に頼 りあげます.

従来のインスッケルノンTIBASICにおけるコマンド変記法は次のようなものでした｡

OUTPUT800."AUTO‖

または､

DUTPUT申E5100;■■AUTO■■

これが拡張イソスッウルメyトBASTC機能では次のような変妃になります｡

IJAUTO

通帯のBAS工Cでは､lを行の始めにつけるとコノyト行になりますが､拡張イyスッウル}ントt)ASIC
磯舟E'CはOUTPUT800の代わりに 日 を使いますQこれにより､拡張インスyウルメソトBASIC機能を
使 う行は通常のBASICェディクではコメント行として編典することができます.なお､従来のイyスッウ
ルメソトtlASTCに使われていた､

ASSIGⅣQE5100TO800

というステー ト}ンT.は不要になり､代わりに､

OUTPUT800."XIZ)ASICDNu

で拡張インスyウル}yトBASIC横flEをONにしまナ (初期取定はOFFです)｡

フT-ムウェア ･/i-ジョン3から加わった1サ能 J-1



パラメータが必 要 な HP-旧 コマ ン ドの表吉己

ここでは例としてHP-1BコマンドのMEASARとCENTIOOE6を取 りあげます｡

従来の衰妃法は

OUTPUT800.■'MEASAR'■

でしたが､拡張イyスッウルメyトBASICでは､

l'MEASAR

となります｡-ヲメークが数字のCENTのようなHP-1B コマンドの盤台は､

lJCENTIOOE6

となります｡

バヲ}-クが変数である場合は次のようになりますQ変数が文字変数Z‡であるなら､

HMEASOZS

のように､変数の軌に¢をつけます｡

数値変数が必要なCENTのようなnPJBコマンドで も同棲に､数値変数AbCKついて,

IICE】iT4)Abc

となります｡

Oueryコマ ン ドの表記

単純なQueryコマンド

従来のQueryコマy ドは､OUTPUTステー トメントとENTERステー トメyトを依って,

OUTPm 800.■■CEⅣT9日
ENTER800.Abc

と盤陀しました.拡張イ yスッウルメy トBASIC機能を使った廃合は､

AbC=0
1JOAbc=CENT?

と襲紀します｡拡張 イソスッウ)L･}yトBASIC機能では､

Abc=0

のようrc､予め変数を主音しておかなければなりません｡変数とコマy ドのW番に注意してく7t'きvl｡

配列を返すQueryコマンド

OUTPRAIJのように返値が配列になる収合は次のようになります｡

D川 A(1201,12)
HOA(◆)=DUTPRAWウ

複数個の変款を返すQueryコマンド

RPLPPS'コマンドのようにQueryで返ってくる変数が複数個の盤合は次のようrc配列を使いますo

A=O

J･2 7T-ムウェア ･バージョン3から加わった81能



B=O

C=O

DIMX(2)
日中X(+)=RPLPPS?

I'A=X(0),B=Ⅹ(1),C=X(2)

サンプルプログラム

拡張インスyクルメソトBASIC横付巨を使ったブt7グラムの一例を挙げますQ

1001

110ASSIGⅣ匂E5100TD800

120DIMA(1801)
1301

140F_start=1E◆7

150F-stop亡1･E◆9
160Polnt≦;三101

170REDIMA(1PolntS)
180 1

190OUTPUTQE5100,■■MEASBR,FMTLOGM‖

2000UTPUTQE5100,■■STAR日,F_start

210OUTPUTOE5100.■■STDPI-;ど_stop
2200UTPUTOE5100;"PDIN".Points

2300UTPUTOE5100.日SIⅣG7‖

240EⅣTEROE5100,Dl】皿ny
2500UTPUTQE5100,日OUTPRFORM?"

260ENTER引;5100;A(+)

2700UTPUT¢E5100,■■CALC〔】PY1.2日
2801

290EⅣD

回J･1.今までの形式のBASICプロクラム
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100I

1100UTPUT800,日XIBASICON"
120DIMA(1801)

13OINTEGERDumy
1401
15DF_st.art=1E+7

160F_stop=1E+9
170Polnt8=101
180REDIHA(1PolntS)
1901
200IJMEASBR,FMTLOCH
210I'STAROF_Start

220日STOPOF_stop
230日PDINOPolnt8

240日qDutuzLyISIⅣG7
250日QA(■)=OUTPRFORM7
260HCALCDPY1,2
270!
280EⅣD

固J･1に拡妹インスウツノしメントBASIC81能を使ったJ6令

J･4 ファームウェア ./(-ジiン3から加わったt*範



一点補正機能

TIPE5100A/Bの通才の按正せ能は,ステイミュクスが変東きれると校正7--タ省間t&能PCより自動的に
薪しいステイミュフスにおける較正データの補間を井出し､誤差補正を行います｡一点補正機能はある周

波数点の校正係枚を全II定点にあてはめることで､辞表補正を冊垢する境熊です｡一点補正最qEを使うと,

改正データ補間息dfは省略ICきますの{.､布達にスティミュラスの変更ができます｡ この練舵は､周波赦
スパンの狭い浪合など､テスト･フィクスチ十の周波叔特性が小さい壌合などM=有効です｡

-点補正に関係するコマンド

ー点補正に関係するコマンドです｡拝しくは第 8兼を参照してくk'さい.

CDRRDFF 通汀の校正tOFFKLtナ (ONの時は一点補正は叶きません)｡

DATAM 一点補正の方法を改定します｡

DATAMⅣ 複軌の補正データを併用する曲合､イソデノクス領域を各データに対して割 り当て

ます｡

INPUDATAM 一点補正時の補正データtHPE5100A/Bに入力しまナ｡

OUTPDATATt 一点福正時の補正データt出力します｡

サンプノし･プログラム (予め補間デ-タを用意している程合 )

1点補正の方法の改定に上り必要なデ-タの政は変わってきます｡したがって､プE･グラムには､1点補正

の方法をきんでから補正T-1タを人力またはZ犬､という47序になるようにします｡

基本的な1点補正方法 (レスポンス型 I

10 ▲SSIGIlQE5100TO800
20 0UTPUTCE5100.''CORROFF■● lJq汝kレスポンス校正OFF

30 0trrPUT QE5100.''DATANRESP" l一点補正の方法を設定

4O OUTPUTQE5100,''川PUDATMOl",DatJeal,Da℃-1Tnag I-点Nr正データ毛入力
50 OtTrPUT OE5100."SING?'' 1測定の実行

60 EFTERCESIOO.Du- y
70 EⅣD

基本的IL1点補正方法 (レスポンス/アイソレーシilン型 )

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

4
一
LL)
6

7

8

ASSIGNOE5100TO800

0tTTPUTtE5100.日CORROfF'l Alq汝kレスポンス較正OFF

OtTTPUTeE5100."DATAMRAI" l一点af正の方法を投宝

OUTPtTrOE5100,''INPUDATIIOl'';Da℃-relll,I)at_1mg1 ●一点補正デ-タt入力

otTrPUT QE5100.1'IyPUDATNO2'',Datュ.aa12,Datlu ag2 ■-点at正データを入力
OUTPUT ●E5100;.lSING?"
ENTERQE5100.Du皿ny
E∬D

ZE本的な1点7*正方法 (1ポー ト型 )

10 ASSIGNQE5100TO800

20 0UTPUT OE5100.''CORROFF'l

l斗l真の兼行

■用法鞍レスポンスを正DFF

30 0UTPUTOE5100."DATAHONEP'I I-点♯正の方法を投宝

4O OUTPUTQE5100.…INPUDATMOl".DatJoall,Da℃_uagl ■一点耕正データを入力(a)
フT-ムウェア ･パージ)ン3から加わった横能 J-5



0

0

0

0

0

lヽ
〉
6

5

6

一丁

OtTrPUTQESIOO;-●I肝UDATMO2",DatJoa12,DaLlmag2 '1点補正データを入力(b)
OUTPUTOE5100;"INPUDATNO311.DaLroa13,Dat_lD･a83 ■一点ar正データ毛入力(C)
Otm UTeE5100.r'SING?■l

ENTERCE5100.Dllmy
E打D

iN夏の実行

tk欺佃の補正データ毛併用する併

JIPE510OA/J3は也牡の一点頼正用データを､それぞれ-まとまりで保持することができます｡ この7--
タ保持町域をlndexと呼びます｡ この7't,グヲムはレス7〆yス垂の7--タを2凍朝､1ホー ト塾のデータ

を1耳類用意して､任意の補正データを選ぶプt,グラムです.なb､Indexl､lnde).2がレスポンス垂の

補正T--クで､Index3が Jポー I型の補正デ-タです｡

10 ASSIGN

20 DUTPVT

30 DtnPUT

40 1

50 0UTPUT

60 0UTPUT

70 1

80 0UTPUT

90 0tm tJT

100DUTPtJT
110OIJrPUT

OE5100TO800

0E5100;"DATAMⅣ1■■

OE5100;■■INPUt)ATNOl■■.R的11,Imagl

CESIOO;"DATAMN2"

CES100;"INPUDATMOl-'.Rlaa12.エmag2

0E5100;HD▲T▲HⅣ3■■

eE5100,"INPUDAmOl";Rea131,hag31

4E5100;HIⅣPtTDATTtO2rl;Roa132,Imag32

4ESIOO.HIyPUDAT7103■1;Rea133.Imas33
120 1

1300UTPtTTQE5100;"CORKOFFH
1400tTrPtTTQE5100;■■DATAHRESPH
150 -iM主条件AのEB:定

160OUTPUTQE5100;-.DATAMNll'
1700tTTPUTQESIOO,"SエNG?"
180ENTER●E5100.Dummy
19O l洲文集件Bの投宜

2000mPUTOE5100;HDATA州 2■■

2100UTpUTOESIOO,"SING?■■

220ENTER¢E5100.Dummy
230 1,AlL定条件Cの岨定

2400UTPUTtE5100."DATAHONEP''
2500UTPUT●E5100,日DATAHN3"

2600UTPUTQE5100."SING?r'
250ENTEReE5100.Dllmny
260END

l測定条件Aの一点補正データを

Ilndoxl領域L=入力

IaIJ定条件Bの一点補正データi･

11ndox2領域にLB定

l測文集件Cの一点al正データt

llndeJ.3tktAL=入力(a)

IlndQZ3SA蛾L=入力(b)
IITLdoJ.3魚tAL=入力(C)
■周諌鞍レスポンス殺正OFF

l-点耕正の方法の設定

Jlndoxlの稚正データを3E択
J測定の実行

Iindex2のar正データを3E択

l,判定の夫行

[一点補正の方法のEa定

Iindex3の補正デ-タを選択

I測定の実行

サ ンプル プ ログ ラム (補 間 デ- タを予 め用意 していない場合 )

一点諦正用の校正データt用意していない48台は､次のプE･ダフムのように､一度通書の校正を行って､

任意の周波数に対応する校正データを取 り出して一点補正を行います｡

10 ASSエGⅣ●E5100TO800

20 D川 ▲(1201,I2)
30 0UTPUTOE5100.日PDIN201日

4O OUTPUTQE5100.1'STAR100E61-

50 【】UTPUTOE5100."STOPllOE6■.

J,6 ファームウェア ･/i-ジiiン3から加わった頼能

-NOPL=合わせたデ-タ配列
JNOP設定



OUTPUTeE5100;''CAu RESP''

OlrrPtTrOE5100,日+OPC?r■
ENm ●E5100.DllnZZ)y

OIJTPUTOE5100.■■OUTPCALCO17■■

ENTERQESIOO;A(■)

IKPUT r■INPUTFreq Valu8r■,C_froq
OUTPUT4E5100."OtTrSTIKP?";C_LrBq
ENTEROE5100,C_point

RQall=A(CIPOlnt.1)

Inagl‡A(ClpOlnt.2)
1

OUTPUTQESIOO.■■CORROFF■■

OtTTPUT匂E5100.''DATAMRESP■■

Iレスポンス校正実行

l校正デ-タセリ出し

lデータの村8Lの用法牡入力

I用浪牡毛利定点L=空&

lデー夕立別
Jデータ3[別

l通常の校正をDFF

lレスポンス型一点補正L=設定

OUTPUT4E5100."INPUT)ATMOl",R8all,Inagl 'it-タ入力
OUTPUTOESIOO.HSIⅣG?'I I,lu定

ENTERQE5100,Du血 y
EⅣD

77･-ムウェア ･/i-ジ3ン3から加わった8*能 J-7



その他の新規コマンド

群しくは第 8辛をii照してください.

CORKS? 群善書開溝能の状態がわかります｡

SETIPT RFOUTの出力値を指定した甜定点の出力にします｡

GRAPCOL 保存時の南牧イノージの表示色を蕗足します.,

BLIGHT LCDのバ'タ･タイ トをOn/0灯します｡

波形解析コマンド

楽顔に使うときはANARANGコマンドなどの波形解析コマyドを併用 します｡群しくは第 8章を参照
してください｡

LMAXS9 波形解析稚田内で左からn番目の犠大価とステイミ17ス値を返します｡

LMINS7 波形群析鴨園内で左からn番目の確小価 とステイミュクス催せ返します｡

TARSUBL7 サブ ･トレースにおけるレスポンス値を指定､サーチし､鞍当する測定点{･のステイ

ミ17ス位と､同ステイミ1クス牡のメイン･トレースでのレスポンス庫を返します｡

TARSt乃R? サブ .トレースにおけるレスポンス俵を指定,サーチし､放当する珊定点でのステイ

ミュクス世と､同ステイミュフス鮭のメイン･トレースでのレス*-ソス笹i･返します｡

J･8 ファームウェア ･/(-ジョン3から加わった瀕能



K
固定C付きCLボー ドを用いた水晶振動子の負荷時共振周波

数(FL)測定

概要

水晶車載子に直列または並列rC負荷客主(CL)を凍虎すると､等位相となる2つの伺波数のうち使い方の
周波数は､CLを嬢碗しないJB合に比べて一般に満くなります｡ このいわゆるn柿時井横周波数(FL)は､
CL値の大きさによって変わります｡ 契鞍に電子回特上で水晶溝助子を使う沸合にはCLを接続した状態
で使用しますので､ このFLは非常に重要なバクメータです｡

水晶ゼ弘子の取り引きのためのFLの押価では､取り引き著聞でそれぞれ同一のCL値におけるFl.を測
定する必要があります｡ これには､LCRJ-タでCL値i･測定しながらトIJl.でその値を嗣並するなど
の方法がとられてVltしたが､Pi塵椿巣がLCR}-タの破産や作尊者に依存し､またトリマに上って投遷
されたCL値が凍tb等で変化してしまへ 同一の水晶横地子について取り引き著聞でFL軒価括黒に遅い
が生じるなどのr!F'l屯がありました｡

ここでと招介す各方法は､特別に用意されたコマyドt用いて,正確に値付けされたE51定C付きCLボー

ドが簾壊された状頬での FLを求め､その後補正計井に上り希望する(目Stの)CL俵におけるFLを求わ
るものICす｡ この方法krと､従来の TLリマ付きCLボードで所重要国となっていたトyヤ粥盤時の群藻や
辞並蓉Jt等による改善t挨少させることができます.

HP41900A7rネ･/トワータ･テストフィクスチャやHP41901ASMD7rネタトワーク･テスIフィクス
チ十には､Eil定のA帯容JL値を持つCLボードが用意されており､それぞれのCLボードには正確にCL
柾が舷付けきれていますので､佃也にしかも正確M:兼題するCL値に>けちFLt求わ もことができます｡



プログラムの基本フロー

サyブル･ブt,ダフムの基本的な7t7-を図1(･1に示します｡

スター ト

J 益- 定 L

I (460"470行)

∋lサーチ用Jくラメ-タ改定

l CLTGT使用)

I

-l Trフィクスチャ較正

l1 (.,o行) l

J 波形- - の設定 l
l

サ-チ測定

K-2 匡】夏C付きCLボードを用いた水晶振動子のA荷時共益用浪杜(FL)湘定



使用するコマンド

固定C付きCLボー ドを用いた水晶振動子の負荷時共疑周波数(FIJ)測定では､表 X-1に示すコマンドを
使用します｡群しくは､コマyド,リ77レyスの車の各コマンドの鋭明を参照してく7t'さい｡

表 K･1.使用するコマンド

コマンド *能

SRCllTRFL?
周波数(FL)をサ-チ汎定したのち､補正計井に
上り希望する(目辞の)負荷容丑値(TargctCL)

SRCHR
サーチ周波数の範囲 (スパン)【Hz】を設定します.

NOMF
料の公称FLr叫 を取定 しま+.

C1′ACT
際に材料に操境されている負荷密生の値 【F】モ
改定します.1

CLTGT

達吉己 SRCHTRFL?コマyドを実行する前には必ずSRCHR､NOMF､CLACT､CLTGTlこて各サー

l 岩男J;アメ-タを取乱 ておく必要があ｡ます○各サー仰 " ~タ取捌 削 自

歯定 C付きCLボー ドを用いた水A振動子のA荷時共振周波歎(FL)測定 K･3



プログラム･リスト

注吉己 I このプF'タフムはSRC耳TRFL.BASという77イ ･̂名で付兵のサンプ ,̂71｡ダフ

l ;二三;:て'BHAPs,Pca蒜 bcrE5100-61002伸 されて岬 ○ H̀Pイソス
Il以下のプt,グフム･リストはサンプ ･̂･プロダブム中の390行より柵に昏かれている

コメント文を省略.Lてあります｡ また､各ライン右4Iのコ}ソトは､サンプ ･̂･プロ

グラムには含まれてカウません｡

390 ASSIGNOE5100TO800

句oo OtTrPUT●E5100.■■PRES■1
410 0tTrPIJT●E5100.llAyANODEZTRAN''
420 0mUT●E5100.ll.DISAALLBH
430 0tTrPITTQE5100;''PICIRCO打"
440 DINNaS〔16】.Un‡【2]
450

460 GOSUBValue_8et

470 GOSUtLPllCa1
480

I肝 E5100▲/I)の7 ドレスt投定

I投真のプリセット(初期化)

lインピーダンス(伝送)モー ドt=設定

l女示f面tすべて8▲SエC用t=設定

17rフィクスチ十使用モードt=設定

l文字列文牡の大き.,,t毛設定

lサーチ用,{ラメータt先主JL.-テンqL出し

17rフィクスチ十の校正ルーチン呼出し

490 0m tTTOE5100;"ANAOCHl.AⅣARFULL;▲NAODATA'l!波形簾新村Aの投宝
500 (チ十ンネノL.1､全衣示抵恥､データ･トレース)

510Meas. I測定ノし一テン開始

520 INPUT''ConnecttheDEVICEvlthCLboard",BS[CLボー ドとtt料の珪続を促す

530 0UTPUTCE5100.'lSRCHTRFL?'',Search_mod｡.V_tlFL判定の実行

540 FLtrgltREADIO(8,0) 'HPE5100A/Bより洲宜括Jtt取得

550 MaI=■■FLattargel:CL‖ l文字列代入
560 UnI三日HZ:" 一文字列代入

570 PRINTUSINGH16A.9D,2A■■.Ma‡,Flltrgl,Un‡ l..JFJ定結果をTF両L=兼示
580 GOTDMBaEI l測定JL,-チン開始ラインにZEリ再nlJ定
590 STOP

600

610ValtlO_ElOt.

62O INPUT"Nominalfrequency?[Ml12]".Ⅳf1
630 Nf=Ⅳfl◆1.E◆6

640 0UTPUTQE5100.日NOMF'liNf

650 IllpUT ‖S的rChraLLge'〔ppn]■■,Srl l
660 Sr-Srl●Ⅳf1

670 0UTPUTOE5100.r■SRCIIR日,Sr I

680 INPUlr"NonlnalCI?〔oh皿】'',Nc1

690 0UTPUTQE5100;-'CIVAL";TIc1

700 川PUT .'Pol柑rつ〔utJ]",Pov1
710 Pov=Povl+i.E-6

720 0tTTPUTQESIOO.''PO肌JVATr‖

730 0LTTPUTOE5100;''POVEH.Pov

740 INPUT'lActualcapacltanCe7[pF]1.,Act1
750 ACt=Actl●lE-12

760 0UTPUTQE5100.日cLACTll,Act

770 Ⅰ肝UT HTarget⊂apacltmCe'〔pF]".Trgl

サーチ用バラメ-タl生定ノL,-テン開始
IR料のFLの公称値入力[MHZ:]

[HZp]単位に交換
u定

サーチするIq浪故範囲の入力〔ppn]
lNヱ]JI位L=変換

設定

CI公称値入力[n〕
仏文

テストfl号パワーt入力lpw]
ltJ]単位L=変換

価号パワーの入力JI世を[V〕に独文
投定

一夷堤に捷注されたA帯専JL借入力【pF】
[F]JI位に変換
設定

一日fkのA挿宰t価入力【pF]

KJ B]定C付きCLボー ドを用いた水A振山千のA荷時共握用汝欺(FL)珊定



TrglTrgl◆1E112 ●【F]JL位L=変換

OUTPUTOE5100,l'CLTGTH,Trg '投定
800 1
810 SBarCh_mode=3 Iサーチ･モ-ド初期依t投定

820 VJ-0 lサ-チ一点あたLJ待ち時間の初Xq億投定

830 ⅠⅣPtTr■1searchznodB?[1-6】日,Sear⊂h一modelサーチ･モード(サーチJZlか.,Tt)入力

840 INPUTlltlaltlngtl皿e7[ns]",Ltl 一待ち時間入力hs8C]
850 VJ=V-tl●1E16 1【SQC]単位L=変換
860 1
870 REmR71
880
890PLCa1 17rフィクスチャ校正ルーチン開始
900 01JTPITrQE5100.";CALIONEPr■ !1ポート3ターム校正法L=L2定
910 INPUTHLBaLVQthQtertnlna1OPEN, andpr888【rQtur71】■■,CalS!朝子DPEⅣ毛指示
920 0UTPUTOE5100,''.CLASSllA■■ lSllの校正スタンダード･クラスの8PE打をgI択
930 INPUT'■ConnBCtSHORT, andprQ88[ro1:urn]".Cal‡ l朝子SHORT毛細示
940 0UTPtJTOE5100;";CLASSllB" lSllの校正スタンダ-ド･クラスのSIIORTを五択
950 INPUTr■ConJteCtLOAD,azldpr88Z]〔rBtllrn]日,Cal‡ l鳴子にLOADの接続を指示
960 0UTPUT●E5100.r■.CLASSllC'. ISllの校正スタング-ド･クラスのLOADを選択
970 0tTrPUTeESIOO;r■iSAVll' I3ターム校正の誤土俵歎t書出し保存
980 REⅦ
990 END

固定C付きCLボードを用いた水晶振動子のA荷時共振周波歎(FL)測定 K-5
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